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ははじじめめにに  

平素より JICAの活動にご支援・ご協力を賜り誠にありがとうございます。
モンゴルでは 2003 年以降、65 件の草の根技術協力案件を実施してきており、市民間の

草の根レベルの交流が盛んであることから、国際協力活動を行う日本の団体の支援及びモ

ンゴルの NGO等と JICAの連携促進を行うことを目的に、2021年 10月、JICAモンゴル事
務所はモンゴル NGO-JICAデスクを開設しました。
モンゴルで国際協力活動を行いたいと考える日本の団体の皆様にとって、モンゴルで活

動を共にする団体についての情報を入手するのは容易ではないと思われます。そこで、当

事務所 NGOデスクでは日本の団体の皆様への情報提供を目的に、モンゴルで活動する現地

NGO についての情報を収集し、分野ごとにまとめた「モンゴル NGO ハンドブック」を作
成しました。 

本書では各 NGO の活動内容と連絡先を写真入りでまとめました。不十分な点もあるか
とは思いますが、皆様がモンゴルで国際協力活動を行う際にご利用いただき、日本とモン

ゴルの国際協力活動の推進に、少しでもお役に立てることを期待しております。 

尚、本書掲載内容は 2021年 12月時点での情報であること、JICAモンゴル事務所 NGO
デスクが独自に取りまとめた情報であり、モンゴルの現地 NGO団体すべてを網羅したもの
ではないこと、JICAモンゴル事務所が推薦する団体ではないことにご留意ください。
最後に、2022年は日本・モンゴル外交関係樹立 50周年、JICA海外協力隊事業 30周年、

JICA モンゴル事務所設立 25 周年でもあります。この記念すべき年を契機に、少しでも多
くの団体の皆様から、モンゴルの発展に寄与するお力添えを頂けますと幸いです。 

2022年 2月
JICAモンゴル事務所
NGO-JICAデスク
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略略語語表表  

 

略語 英語 日本語 

AIFO Associazione Italiana Amici di Raoul Follereau アイフォ/イタリアの NGO 

APWLD Asia Pacific Forum on Women,Law and 
Development 

アジア太平洋女性法律開発

フォーラム 

AusAID Australia Agency for International Development オーストラリア国際開発庁 

EU European Union 欧州連合 

GIZ Deutshe Geselleschaft fuur Internationale 

Zusammenarbeit 
ドイツ国際協力公社 

HIV Human immunodeficiency virus 人免疫不全ウイルス 

IDLO International Development Law Organization 国際開発法機構 

ILO International Labor Organization 国際労働機関 

IOM International Organization for Migration 国際移住機関 

IPPF International Planned Parenthood Federation 国際家族計画連盟 

IUNS International Union of Nutritional Sciences 国際栄養科学連合 

JANIC Japan NGO Center for International Cooperation 国際協力 NGOセンター 

JICA Japan International Cooperation Agency 国際協力機構 

KOIKA Korean International Cooperation Agency 韓国国際協力団 

MOU Memorandum of Understanding 基本合意書 

NGO Non-Government Organization 非政府組織 

NPO Non-Profit Organization 非営利団体 

NSO National Statistics Office of Mongolia モンゴル国家統計局 

UNODC United Nations Office on Drugs and Crime 国連薬物犯罪事務所 

USA ID United States Agency for International 
Development 

アメリカ合衆国国際開発庁 

WHO World Health Organization 世界保健機関 
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第第11章章  モモンンゴゴルル国国概概要要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：モンゴルビジネス環境ガイド 2020年版 

guide2020.pdf (jica.go.jp) 

 

1．一般事情 

面積 156万 4,100平方メートル（日本の約 4倍） 

人口 335万 7,542人（2020年、モンゴル国家統計局（以下 NSO）） 

首都 ウランバートル（人口 159万 7,290人）（2020年、NSO） 

民族 モンゴル人（全体の 95％）及びカザフ人等 

言語 モンゴル語（国家公用語）、カザフ語 

宗教 チベット仏教等（社会主義時代は衰退していたが、民主化（1990年前
半）以降に復活。1992年 2月の新憲法は宗教の自由を保障。） 

政体 共和制（大統領制と議院内閣制の併用） 

元首 大統領（2022年 1月現在は 2021年 6月 25日に就任したフレルスフ大

統領） 

議会 国家大会議（一院制、定員 76名、任期 4年） 

政府 首相/内閣（2022年 1月現在は 2021年 1月 27日オユーンエルデネ首

相就任） 

外交 モンゴルの外交方針の基本は隣国である中国とロシアとのバランスの

取れた外交関係を展開し、両隣国に過度に依存することなく「第三の

隣国」との関係を発展させることであり、日本との関係は特に重視さ

れている。 
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2．略史 

年月 略史 

1911年 辛亥革命、中国（清朝）より分離、自政府を樹立 

1919年 自治を撤廃し中国軍閥の支配下にはいる 

1921年 7月 活仏を元首とする君主制人民政府成立、独立を宣言（人民革命） 

1924年 11月 活仏の死去に伴い人民共和国を宣言 

1961年 国連加盟 

1972年 2月 日本とモンゴル外交関係樹立 

1990年 3月 複数政党制を導入、社会主義を事実上放棄 

1992年 2月 モンゴル国憲法施行（国名を「モンゴル国」に変更） 

 

出典：外務省ホームページ 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/mongolia/index.html 

 

 

3．その他 

通貨 トゥグルグ（MNT） 

レート ドル対円 1USD＝114.674￥ 
現地通貨 MNT対円 1MNT＝0.004377￥ 
現地通貨 MNT対ドル 1USD＝2,619.92MNT 
（2022年 1月 JICA独自換算レート） 

平均月収 131万 4900トゥグルグ（2021年 6月 NSO） 

平均寿命 男性 66.71歳、女性 76.22歳（2020年、NSO） 

人口構造 0～14歳（31.5％）、15～64歳（64.4％）、65歳以上（4.1％） 

（2021年 NSO） 
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第第 22章章  JICA国国際際協協力力活活動動支支援援ススキキーームム  

 

1．「草の根技術協力事業とは」 

 草の根技術協力事業は、国際協力の意志のある日本の NGO/CSO、地方自治体、大学、民間

企業等の団体が、これまでの活動を通じて蓄積した知見や経験に基づいて提案する国際協

力活動を、JICAが提案団体に業務委託して JICAと団体の協力関係のもとに実施する共同事

業です。 

 JICAが政府開発援助（ODA）の一環として行うものであり、開発途上国の地域住民の経済・

社会の開発または復興に寄与することを目的としています。多様化する開発途上国のニー

ズに対応すべく、草の根レベルのきめ細やかな協力を行うことを通じて国内外の様々なパ

ートナーと連携し、持続可能な開発目標（SDGs）達成に積極的に貢献することを JICAは考

えています。 

 近年では、開発途上国への貢献に加えて、草の根技術協力事業の実施を通じて培った経

験を踏まえ、日本の地域社会が直面する課題解決や、地域の活性化にも役立つ取り組みが

期待されています。 

 草の根技術協力事業は、1．市民の力による開発への貢献が質・量ともに拡大する。2．

途上国や日本の地域の課題解決への理解・参加が促進される。この 2 つの柱の下で実施し

ています。JICA の在外拠点（事務所及び支所）が設置されている ODA 対象国が本事業の対

象国となります。 

 

 草の根技術協力事業における重要な視点は、次の 3つです。 

① 日本の団体が主体的に行う、人を介した「技術協力」であること。 

② 開発途上国の地域住民の生活改善・生計向上に役立つ事業であること。 

③ 日本の市民の国際協力への理解・参加を促す機会となること。 

 

 事業対象分野・課題についての定めはありませんが、次のような分野・課題での事業提

案が期待されます。 

・脆弱性の高い人々への支援（子ども・障害者・高齢者等） 

・市民社会の育成・生計向上 

・コミュニティ開発 

・人材育成（ノンフォーマル教育、教員養成、教育環境改善、職業訓練等） 

・ジェンダーの主流化・ジェンダーの平等を目指したエンパワメント等 

・保健医療（栄養改善、感染症対策等） 

・防災の主流化（災害に強いコミュニティづくり等） 
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2．草の根技術協力事業の事業形態 

草の根技術協力事業の事業形態は、次の 3 つです。応募の手続きの詳細は、各都道府県

を管轄する JICA国内機関へお問い合わせください。 

① 草の根協力支援型 

② 草の根パートナー型 

③ 地域活性型 

 

 

①草の根協力支援型 

・国内での活動実績はあるものの、開発途上国への支援実績が少ない NGO 等の団体を対象

にした事業形態です。 

・支援型の事業実施を通じて提案団体が開発途上国への国際協力の経験を積み、事業終了

後も国際協力の担い手として活躍することが期待されます。 

・対象となる団体は、国際協力の経験が少ない NGO 等非営利団体、大学、公益法人です。

海外での経験年数は問いませんが、団体の「組織」としての能力や継続性を判断する目

安として、国内外での活動経験が 2年以上あることが応募の資格要件となります。 

・事業規模は総額 1,000万円以内、期間は 3年以内です。 

・募集は年 1回です。 

 

②草の根パートナー型 

・開発途上国への支援において既に豊富な経験と実績を有している NGO 等の団体を対象に

した事業形態です。 

・提案団体のこれまでの経験や強みを活かし、より開発途上国の課題解決に寄与する事業

を展開することが期待されています。 

・対象となる団体は、国際協力の経験が豊富な NGO等非営利団体、大学、公益法人等です。

草の根パートナー型については、日本の法人格を要していること、且つ開発途上国・地

域への国際協力活動の実績が 2年以上あることを資格要件とします。 

・事業規模は総額 1億円以内、期間は 3年以内です。 

 

③地域活性型 

・地方公共団体が主体となって提案・実施する事業形態です。 

・地方公共団体や当該地域の団体の知見・経験・技術等を活用した海外展開と、途上国の

開発課題の解決との両立を目指し、途上国の貢献だけではなく日本の地域や経済の活性

化にも貢献する win-winの関係を築くことが期待されています。 

・対象となる団体は、地方公共団体、地方公共団体と連携する団体等です。地方自治体か

ら事業を提案していただきます。なお、実際の事業実施は地方自治体自ら行うか、もし
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くは地方公共団体が実施を適当と判断したうえで指定する団体（NGO、民間企業等）と連

携することも可能です。 

・事業規模は総額 6,000万円以内、期間は 3年以内です。 

 

3．事業の実施 

各国の事情に応じて、相手国政府等からの了承の取付及び実施予定国での NGO 登録を行

う必要があります。了承の取付方法として、口上書交換、M/M（Minutes of Meeting 会議

議事録、ミニッツ）、R/D（Record of Discussion 合意議事録）、JICA在外事務所からの通

知の発出、等があり、この方法により日本側と相手国関係者間で事業の実施について合意

します。いずれの方法を採用するかは相手国関係者の意向を踏まえて決定します。 

モンゴルの場合、相手国の了承取付形態は M/M で、日本側実施団体、モンゴル側援助窓

口（大蔵省開発金融局長）及びモンゴル側実施機関の三者で M/M を締結すれば事業を実施

出来ることから、所管省庁の承認は必ずしも必須ではありません。しかし、事業の持続性

などに鑑み、M/Mのサイナーに所管省庁を含めることを強く奨励します。 

NGO 登録については、モンゴル側カウンターパート機関が公的機関である場合は、本邦

NGO団体の NGO登録は必要ではありません。 

 
 

4．NGO-JICAジャパンデスク 

 「NGO-JICA ジャパンデスク」は、開発途上国の現場で国際協力活動を行う日本の NGO・

NPO、公益法人、教育機関、自治体等の団体の支援やこれら団体と JICAの連携促進のため、

アジア・太平洋・アフリカ・中南米の 25カ国に窓口を設置し、日本の NGO等による国際協

力活動をサポートしています。 

 JICAモンゴル事務所の NGO-JICAジャパンデスクの主な業務内容は、次の 2つです。 

 ・本邦/現地 NGOの現地活動・情報収集・情報交流・広報支援 

 ・草の根技術協力事業等 NGOと JICA事業や JICA以外の関係機関との連携支援 

 

※いずれも詳細は以下をご覧ください。 

草の根技術協力事業 | 事業ごとの取り組み | 事業・プロジェクト - JICA 



9

くは地方公共団体が実施を適当と判断したうえで指定する団体（NGO、民間企業等）と連

携することも可能です。 

・事業規模は総額 6,000万円以内、期間は 3年以内です。 

 

3．事業の実施 

各国の事情に応じて、相手国政府等からの了承の取付及び実施予定国での NGO 登録を行

う必要があります。了承の取付方法として、口上書交換、M/M（Minutes of Meeting 会議

議事録、ミニッツ）、R/D（Record of Discussion 合意議事録）、JICA在外事務所からの通

知の発出、等があり、この方法により日本側と相手国関係者間で事業の実施について合意

します。いずれの方法を採用するかは相手国関係者の意向を踏まえて決定します。 

モンゴルの場合、相手国の了承取付形態は M/M で、日本側実施団体、モンゴル側援助窓

口（大蔵省開発金融局長）及びモンゴル側実施機関の三者で M/M を締結すれば事業を実施

出来ることから、所管省庁の承認は必ずしも必須ではありません。しかし、事業の持続性

などに鑑み、M/Mのサイナーに所管省庁を含めることを強く奨励します。 

NGO 登録については、モンゴル側カウンターパート機関が公的機関である場合は、本邦

NGO団体の NGO登録は必要ではありません。 

 
 

4．NGO-JICAジャパンデスク 

 「NGO-JICA ジャパンデスク」は、開発途上国の現場で国際協力活動を行う日本の NGO・

NPO、公益法人、教育機関、自治体等の団体の支援やこれら団体と JICAの連携促進のため、

アジア・太平洋・アフリカ・中南米の 25カ国に窓口を設置し、日本の NGO等による国際協

力活動をサポートしています。 

 JICAモンゴル事務所の NGO-JICAジャパンデスクの主な業務内容は、次の 2つです。 

 ・本邦/現地 NGOの現地活動・情報収集・情報交流・広報支援 

 ・草の根技術協力事業等 NGOと JICA事業や JICA以外の関係機関との連携支援 

 

※いずれも詳細は以下をご覧ください。 

草の根技術協力事業 | 事業ごとの取り組み | 事業・プロジェクト - JICA 

第第 33章章  モモンンゴゴルルでで国国際際協協力力をを行行うう際際のの手手続続きき  

 

1．モンゴルで外国 NGOが支部・事務所を設立する際に必要な手続き 

 モンゴルで外国 NGO が国際協力を行う際の手続きを管轄するのは、外国人管理局（イミ

グレーション）です。モンゴル国において国際・外国 NGO が支部・事務所を登録し、活動

許可の取得、許可の延長、支部・事務所を閉鎖する場合は、外国人管理局にて手続きを行

います。国際・外国 NGOがモンゴルで活動を行う許可について、外国人管理局が 60日以内

に関係機関から意見を聞き、幹部会議で決定し、通知します。 

 以下に概要を記載しますが、詳細は外国人管理局のホームページからご確認ください。 

 

モンゴル国外国人管理局（イミグレーション）HP 

（モンゴル語）http://mn.immigration.gov.mn/citizenship/5 
（英語）http://en.immigration.gov.mn/citizenship/5 
 

 外国人管理局によれば、モンゴルで国際・外国 NGO が支部・事務所を開設し活動する際

には、以下の書類が必要と案内されています。 

 

モンゴルで国際・外国 NGOが支部・事務所を開設し活動する際に提出する書類 

登録に必要な書類 

1．願書 

2．支部・事務所開設許可申請書 

3．支部・事務所開設について本部機関代表幹部の決議書 

4．本部機関規則の写し/ページごとに当該機関の押印、承認済みのものであること/ 

5．本部機関幹部についての紹介 

6．本国の法律に基づいて登録された許可書の写し 

7．支部・事務所の資金源についての証明書/当該機関が利用している銀行の証明書/ 

8．支部・事務所の活動計画、実施期間、予算 

9．支部・事務所代表についての申請書/写真 1枚/ 

10.支部・事務所代表に本部機関が与えた委任状 

11.支部・事務所代表の外国パスポートあるいは国民証 

12.支部・事務所代表の本国警察機関が発行した犯罪歴証明書 

13.開設する支部・事務所規則 

14.全職員数 

 

留意点： 

・支部・事務所の許可を得るのに上記書類をモンゴル語に翻訳し、翻訳所にて承認を 
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受け、3部写しを取ること 

・申請書に支部・事務所名をモンゴル語に翻訳し、キリル文字で記載すること 

・国家登録を扱う管轄行政機関に登録されている他の支部・事務所、法人名と重複しな

いこと 

 

モンゴルで活動を行う支部・事務所開設許可は 1年間の期間で与えられます。 

 

支部・事務所許可の期間延長 

 許可の期間が終了する 45日前に期間延長願いを外国人管理局に提出します。 

1． 許可の期間延長についての願書 

2． 行政単位であるバグ、ホロー、区長からの住所証明書 

3． 税金電子報告システムから得た証明書 

4． 許可証明書/原本/ 

5． 活動分野ライセンスの写し 

6． 活動報告 

7． 社会保険料支払い手帳の写し、あるいは管轄地区の社会保険部発行の全職員の社会保険
料支払い証明書 

8． 協力している行政機関、プロジェクト、プログラム実施機関の証明書 

9． 次年度の実施計画 

10. 幹部が承認した予算 

11. 収入・支出バランス 

 

モンゴルで活動を行う支部・事務所の許可を 2 年までの期間で延長し、手数料法に記さ

れた手数料を支払った証明書に基づき、許可証明書が与えられます。 

 

2．モンゴルの現地 NGOの設立・登録に必要な手続き 

 モンゴル側カウンターパート機関となる現地 NGO が公的に NGO 登録する場合は、国家登

録局に登録する必要があります。詳細はモンゴル国国家登録局ホームページからご確認く

ださい。 

 

モンゴル国家登録局 HP（モンゴル語） 

http://burtgel.gov.mn/archive/index.php/2009-2018-03-20-01-23-34 
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受け、3部写しを取ること 

・申請書に支部・事務所名をモンゴル語に翻訳し、キリル文字で記載すること 

・国家登録を扱う管轄行政機関に登録されている他の支部・事務所、法人名と重複しな

いこと 

 

モンゴルで活動を行う支部・事務所開設許可は 1年間の期間で与えられます。 

 

支部・事務所許可の期間延長 

 許可の期間が終了する 45日前に期間延長願いを外国人管理局に提出します。 

1． 許可の期間延長についての願書 

2． 行政単位であるバグ、ホロー、区長からの住所証明書 

3． 税金電子報告システムから得た証明書 

4． 許可証明書/原本/ 

5． 活動分野ライセンスの写し 

6． 活動報告 

7． 社会保険料支払い手帳の写し、あるいは管轄地区の社会保険部発行の全職員の社会保険
料支払い証明書 

8． 協力している行政機関、プロジェクト、プログラム実施機関の証明書 

9． 次年度の実施計画 

10. 幹部が承認した予算 

11. 収入・支出バランス 

 

モンゴルで活動を行う支部・事務所の許可を 2 年までの期間で延長し、手数料法に記さ

れた手数料を支払った証明書に基づき、許可証明書が与えられます。 

 

2．モンゴルの現地 NGOの設立・登録に必要な手続き 

 モンゴル側カウンターパート機関となる現地 NGO が公的に NGO 登録する場合は、国家登

録局に登録する必要があります。詳細はモンゴル国国家登録局ホームページからご確認く

ださい。 

 

モンゴル国家登録局 HP（モンゴル語） 

http://burtgel.gov.mn/archive/index.php/2009-2018-03-20-01-23-34 
 

第第 44章章  モモンンゴゴルル現現地地 NGO団団体体紹紹介介  

 

 モンゴル国家登録局には、2021年 8月 25日時点で 26,441の NGO団体が登録されていま

す（出典；2021 年 12 月 31 日付け Ikon.mn ウェブサイト掲載記事）。1998年の登録団体数

が 1,075団体であったことから、NGO団体の数は 20年ほどで 20倍以上に増えていることが

わかります。 

 しかし、これら登録されている NGO 団体すべてに活動実態があるわけではなく、また外

国語学習センター、商業施設の組合、趣味愛好家グループなども含まれています。 

 そのため、JICAモンゴル事務所では継続的な活動実態があり、JICAの支援事業に結びつ

く活動を行っている団体に情報提供を呼びかけ、回答のあった 73団体をこのハンドブック

に掲載することにしました。 

 

 活動分野 NGO団体名 ページ 

1 障害者支援 

（19団体） 

ユニバーサルプログレスセンター 14 

2 モンゴル聴覚障害者国家協会 18 

3 モンゴル手話通訳者協会 20 

4 モンゴル自閉症協会 24 

5 モンゴルダウン症協会 26 

6 モンゴル障害者自由労働組合 230 

7 モンゴル車椅子利用者国家協会 34 

8 モンゴル視覚障害者国家協会 37 

9 エネレリーン・トゥーチェー 39 

10 エールテイ・ユルトゥンツ 44 

11 We can MN協会 48 

12 サインナイズセンター 51 

13 モンゴル障害者協会 54 

14 DETフォーラム 58 

15 バトエグシグレン 61 

16 ハンウール自立生活センター 63 

17 モンゴル視覚障害青少年協会 67 

18 サルヒチ・ショボー・センター 71 

19 障害児親の会 75 

20 子ども、女性、支

援 

（22団体） 

ラントーン・ドヒオ 79 

21 フールフン・ズルフ 81 

22 セーブ・ザ・チルドレン・モンゴル事務所 84 
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23 暴力反対国家センター 88 

24 ボルタグシニィ・ボドル 90 

25 Open window of future 95 

26 ナル・サル・オユー 97 

27 ウーマン・リーダー・ファウンデーション 98 

28 思春期世代の発達センター 101 

29 女性、子ども開発センター 105 

30 リベラルウーマン知識基金 106 

31 モンゴル女性労働支援協会 110 

32 わたしの家協会 NGO所属「わたしの家」孤児院 114 

33 モンゴル SOS子どもの村 117 

34 モンゴル女性法律家協会 119 

35 フグジリーン・ヘルヘー 122 

36 児童発達支援センター 124 

37 モンゴル女性基金 126 

38 社会パートナーシップネットワーク 128 

39 モンゴル女性生活センター 130 

40 バダムリャンファ子どもセンター 133 

41 よい未来のために NGO 136 

42 教育 

（4団体） 

モンゴル教育協会 137 

43 ハイル・エルデム・ビリグ 139 

44 Mongolian Association of Lesson Study (MALS) 141 

45 国民教育センター 144 

46 地域開発 

（3団体） 

トルゴイト地域開発センター 148 

47 シネレグ・トゥルフール開発文化センター 150 

48 ウールクラフト支援センター 152 

49 自然環境 

（4団体） 

モンゴル自然環境国民委員会 155 

50 WASH Action of Mongolia 158 

51 自然環境健康センター 160 

52 Institute for Future 162 

53 麻薬、依存症 

（2団体） 

麻薬・薬物から国民を守る会 165 

54 サンライズ・ハーフウェイ・ハウス福祉サービスセ

ンター 

169 

55 農業 

（2団体） 

モンゴル養蜂家協会 172 

56 モンゴル農業進歩協会 174 
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23 暴力反対国家センター 88 

24 ボルタグシニィ・ボドル 90 

25 Open window of future 95 

26 ナル・サル・オユー 97 

27 ウーマン・リーダー・ファウンデーション 98 

28 思春期世代の発達センター 101 

29 女性、子ども開発センター 105 

30 リベラルウーマン知識基金 106 

31 モンゴル女性労働支援協会 110 

32 わたしの家協会 NGO所属「わたしの家」孤児院 114 

33 モンゴル SOS子どもの村 117 

34 モンゴル女性法律家協会 119 

35 フグジリーン・ヘルヘー 122 

36 児童発達支援センター 124 

37 モンゴル女性基金 126 

38 社会パートナーシップネットワーク 128 

39 モンゴル女性生活センター 130 

40 バダムリャンファ子どもセンター 133 

41 よい未来のために NGO 136 

42 教育 

（4団体） 

モンゴル教育協会 137 

43 ハイル・エルデム・ビリグ 139 

44 Mongolian Association of Lesson Study (MALS) 141 

45 国民教育センター 144 

46 地域開発 

（3団体） 

トルゴイト地域開発センター 148 

47 シネレグ・トゥルフール開発文化センター 150 

48 ウールクラフト支援センター 152 

49 自然環境 

（4団体） 

モンゴル自然環境国民委員会 155 

50 WASH Action of Mongolia 158 

51 自然環境健康センター 160 

52 Institute for Future 162 

53 麻薬、依存症 

（2団体） 

麻薬・薬物から国民を守る会 165 

54 サンライズ・ハーフウェイ・ハウス福祉サービスセ

ンター 

169 

55 農業 

（2団体） 

モンゴル養蜂家協会 172 

56 モンゴル農業進歩協会 174 

57 人権保護 

（3団体） 

人権開発センター 177 

58 男女平等センター 180 

59 トゥゲーメル権利開発 NGO 181 

60 ボランティア 

（1団体） 

ボランティア開発センター 184 

61 保健医療 

（13団体） 

心理学国家センター 187 

62 ウブディス心理学センター 191 

63 イウェール・ツォグツ開発センター 193 

64 モンゴル家族の幸せ協会 195 

65 モンゴル放射線医学協会 197 

66 モンゴル栄養士協会 199 

67 モンゴル神経学協会 201 

68 モンゴルアートセラピー専門協会 204 

69 モンゴル麻酔科医協会 208 

70 オルビス国際機関モンゴル支部 209 

71 モンゴル看護師協会 211 

72 モンゴル助産師協会 216 

73 レインボーチルドレン 219 
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団体名 ユニバーサルプログレスセンター 

設立年 2010年 

住所 ウランバートル市バヤンゴル区第 2ホロー、警察 58―0 

電話番号 976-76015800, 976-99856665 

E-mail Info.upmilc@gmail.com 

URL/Facebook https://www.facebook.com/MILC.TugeemelKhugjil 

代表者名 Ch.ウンドラフバヤル 

活動内容  ユニバーサルプログレスセンターは、障害者の自立生活支援、すべての人に配慮

したアクセスビリティ環境整備、障害者の能力向上を目的として活動を行っている

NGOです。 

活活動動内内容容:  

自自立立生生活活支支援援ププロロググララムム  

 個別支援サービス  

 障害者向け相談、カウンセリング  

 自立生活プログラム  

社社会会参参加加支支援援ププロロググララムム 

 啓発活動 
 就労支援  

 調査、モニタリング  

 メンバー開発  

 バリアフリー普及アドバイス、セミナー  

教教育育ププロロググララムム  

 平等な教育政策支援 
 セミナー開催 

 カウンセリング 

 ユニバーサルプログレスセンターは、メンバーによる会議、理事会、監査委員会、

実施部、プログラム部などの構成で活動を行っています。決定組織の 51％が障害者

であるという規則があります。 

 職員は常勤職員 10名、非常勤職員 15名の全 25名です。 

日本・各国との協力状況  設立以来、障害者国民社会団体と継続的に協力してきました。 

 また、アジア諸国の「ココロザシ」ネットワークのメンバーです。 

JICA との協力状況  「ウランバートル市における障害者の社会参加促進プロジェクト」（DPUB）でトレ

ーナー育成プログラム、日本における調査、実施などで協力しています。 
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JICA海外協力隊の方々がユニバーサルプログレスセンターの活動に参加しています 

 

 
 

スフバートル広場にて障害者の権利を訴えました 

 

 

 

JICA海外協力隊の方々がユニバーサルプログレスセンターの活動に参加しています 

 

 
 

スフバートル広場にて障害者の権利を訴えました 
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日本のメインストリーム協会と行った共同セミナーの様子 

 
 

ユニバーサルプログレスセンターオフィスにて、ボランティアチーム 
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アジア障害者団体の「ココロザシ」ネットワーク活動 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

アジア障害者団体の「ココロザシ」ネットワーク活動 
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団体名 モンゴル聴覚障害者国家協会 

設立年 1978年 

住所 ウランバートル市スフバートル区第 11ホロー、警察通り、リハビリテーション・職

業訓練センター第 2棟 

電話番号 976-94050530  

E-mail deaf.mongolia@gmail.com 

URL/Facebook https://www.facebook.com/mgldeaf  

代表者名 A.エンフバータル 

活動内容  私たちの団体は、モンゴルの聴覚障害者の非政府組織として最初に設立された団

体で、モンゴルの聴覚障害者のために設立されました。 

 モンゴル聴覚障害者国家協会は、国民の権利を守り、聴覚障害者の発展、健康、

教育、文化、スポーツ活動を包括的に行うだけでなく、政府及び非政府組織との協

力を強化して活動することを目的にしています。 

日本・各国との協力状況  日本の聴覚障害者協会、Hippon Foundation、The Japan Foundationと情報交換、

文化交流、経済支援協力を望んでいます。 

JICA との協力状況  JICA のモンゴル国障害者就労支援制度構築プロジェクト（DPUB2）と協力して

います。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
団体名 モンゴル聴覚障害者国家協会 

設立年 1978年 

住所 ウランバートル市スフバートル区第 11ホロー、警察通り、リハビリテーション・職

業訓練センター第 2棟 

電話番号 976-94050530  

E-mail deaf.mongolia@gmail.com 

URL/Facebook https://www.facebook.com/mgldeaf  

代表者名 A.エンフバータル 

活動内容  私たちの団体は、モンゴルの聴覚障害者の非政府組織として最初に設立された団

体で、モンゴルの聴覚障害者のために設立されました。 

 モンゴル聴覚障害者国家協会は、国民の権利を守り、聴覚障害者の発展、健康、

教育、文化、スポーツ活動を包括的に行うだけでなく、政府及び非政府組織との協

力を強化して活動することを目的にしています。 

日本・各国との協力状況  日本の聴覚障害者協会、Hippon Foundation、The Japan Foundationと情報交換、

文化交流、経済支援協力を望んでいます。 

JICA との協力状況  JICA のモンゴル国障害者就労支援制度構築プロジェクト（DPUB2）と協力して

います。 
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1978年設立当初の写真 
   
 
 

会員の集合写真 
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団体名 モンゴル手話通訳者協会 

設立年 2011 年 

住所 ウランバートル市スフバートル区第 10ホロー、イフトイロー、44番棟 2階 6号

室 

電話番号 976-70001220, 976- 99624411 
E-mail Masli.mongolia@gmail.com 
URL/Facebook www.masli.mn, https://www.facebook.com/MASLI.MN 
代表者名 L.ソヨルマー 

活動内容  モンゴル手話通訳者協会は、聴覚障害者が社会に平等な権利で参加し、自立

して生活し、学び、就労し、コミュニケーションする際に、手話通訳サービス

を行う目的で 2011 年に設立されました。同協会は 2014年 12月に当時の人口開

発社会保障省の許可書を取得し、2013年に世界手話通訳者協会の常任団体とし

て加盟しました。 

 モンゴル手話通訳者協会は、教育科学省、労働社会保障省、警察庁などの政

府及び非政府の約 40の機関と手話通訳サービスを行う提携を結んでいます。ま

た、モンゴル手話通訳者協会は聴覚障害者の社会団体、その他障害者の NGOと

協力しています。 

 モンゴル手話通訳者協会メンバーの通訳者たちは、専門・会員通訳者、実習

生通訳者というレベル別で通訳者を訓練し、理事会に聴覚障害者会員がいます。

通訳者らは「手話通訳者の道理規則」を固守し、活動しています。 

 モンゴル手話通訳者協会は、2013年から聴覚障害者教育 NGOと協力して通訳

者を育成しています。現在、モンゴル手話通訳者協会で 11人の手話通訳者が常

勤職員、契約職員として勤めています。 

 2020 年にモンゴル手話通訳者協会は、聴覚障害者に遠隔コミュニケーション

サービスを普及させ、手話ビデオフェイスブックアドレスでオンライン通訳サ

ービスを開始し、2021年から労働社会保障省と共同でオンライン通訳サービス

www.duudlaga.mn を開始しました。 

日本・各国との協力状況 世界手話通訳者協会の常任メンバーであり、モンゴルを代表する手話通訳者

団体です。同協会の日本及びアジアの加盟団体と協力し、聴覚手話通訳者協会

と協力覚書を結んでいます。 

JICA との協力状況  2021 年から「障害児のための教育改善プロジェクトフェーズ 2」（START2)の一環

で、聴覚障害児が義務教育学校で手話通訳サービスを通じて共に学ぶ活動を実

施しています。私たちはこれまでに、聴覚障害児教育で「2つの言語方法」プロ

ジェクトを 2～5年間、聴覚障害教育 NGOと共に実施しました。 

 このプロジェクトの成果として、聴覚障害がある 2名の生徒が第 29番小学校

で「2つの言語方法」で学んだあと、6年生から義務教育学校の第 16番学校に

転校しました。このようにモンゴル手話通訳者 NGO は手話通訳サービスを行い、

すべての授業を手話通訳で行っています。 

 聴覚障害児の早期診断プログラム、就学事前教育、初等教育を手話と書き言

葉で習得するのに、中等教育から義務教育学校でコーディネートサービス通訳

を介して学ぶ機会を試しています。このジェクトの実施により、聴覚障害児が
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平等に共に学ぶシステムを支援する教師・通訳者の数、雇用の需要を明らかに

し、システムに盛り込むことを目的にしています。 

 

 
モンゴル手話通訳者協会と労働社会保障省共同の www.duudlaga.mn オンライン手話サービスチーム 
 
 

 
手話通訳者 S.ビャムバデルゲル氏 
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手話通訳者 P.サインバヤル氏 
 

 
手話通訳者 G.アナンダ氏 
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手話通訳者 I.ボロルマー氏 

 

 

 
手話通訳者育成セミナー 
 

 
 
 
 
 

 

手話通訳者 I.ボロルマー氏 

 

 

 
手話通訳者育成セミナー 
 

 
 
 
 
 

 

手話通訳者 I.ボロルマー氏 

 

 

 
手話通訳者育成セミナー 
 

 
 
 
 
 

 

手話通訳者 I.ボロルマー氏 

 

 

 
手話通訳者育成セミナー 
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団体名 モンゴル自閉症協会 

設立年 2014年 

住所 ウランバートル市バヤンゴル区第 3 ホロー、ドンドゴル通り、警察 2 タウン 30A 棟

32号室 

電話番号 976-91859191 

E-mail autismassociationmongolia@gmail.com 

URL/Facebook Autism Association of Mongolia 

代表者名  

活動内容  モンゴル自閉症協会は、自閉症の子を持つ保護者の提案で設立され、ボランティ

アによって活動を行っている NGO です。保護者のために、本と情報を準備し出版・

発信し、カウンセリング、セミナーを開催しています。また、国内外の政府及び非

政府組織と協力し、社会に自閉症についての正しい、ポジティブな理解を広めるた

めに活動しています。 

 私たちは特別支援教育を受けている自閉症の子どもたちの教育を改善するため

に、ウランバートル市と地方の特別支援学校の生徒向けにリラックスルーム、教室

を設け、教師たちに研修を行い、本、ハンドブック、資料を提供してきました。 

 また、自閉症の子どもたちが平等な教育を受ける機会を増やすことを重視し、教

師向けハンドブック「自閉症の子どもたちに平等な教育を」を作成・出版し、モン

ゴルのすべての教師たちに広め、試してもらっています。 

日本・各国との協力状況  アメリカのフォーブライトプログラムの専門講師を招待し、平等な教育

についての研修を開催しました。 
 アメリカのイリノイ大学の行動専門家教師を招待し、保護者にセミナー、

カウンセリングを実施しました。 
 カナダ基金の支援で、地方の特別学校の生徒たち向けのプロジェクトを

実施しました。 
 オーストラリア政府の支援で、ウランバートル市の特別学校で、自閉症

の生徒たちが学びやすい環境を作るプロジェクトを実施しました。 
 Zonta 国際機関の支援で母親たちにセミナーを開催し、自閉症の子ども

たちが学ぶ資料を出版しました。 
 日本の Sport for Tomorrow 団体の支援で、モンゴルのパラリンピック卓

球チームの卓球台、ユニホーム、必要品を提供し、試合を開催しました。 
 日本の自閉症児東田直樹君の絵本「自閉症の僕が跳びはねる理由」を翻

訳出版しました。 
JICA との協力状況  JICA の障害児のための教育改善プロジェクト （START）と協力し、同案

件の専門家から研修、アドバイスを受けました。 
 JICA の障害児のための教育改善プロジェクト （START）と書籍「自閉症

児と保護者が質問する一般的問題」を共同出版しました。 
 JICA の障害児のための教育改善プロジェクト （START）と「自閉症」ビ

デオ授業を作成する際に協力しました。 
 JICA の障害児のための教育改善プロジェクト （START）の子どもの成長

の遅れをなくす早期段階の参加「ポルテージ」プロジェクトをモンゴル
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で根付かせ普及させるのに、パートナー的に活動しました。 
 JICA モンゴル事務所の支援ですべての郡、地区の専門家らに「自閉症に

ついてのハンドブック」を送付しました。 
 JICA モンゴル事務所の協力で、遠隔地の 5県の家族に調査、カウンセリ

ングを行いました。 
 JICA モンゴル事務所の支援で「自閉症について」ビデオ授業シリーズを

作成しました。 
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団体名 モンゴルダウン症協会 

設立年 2007年 

住所 子ども開発センター 

 ウランバートル市ハンウール区第 15ホロー、ホルド地区ラピドハルシ、マハトマ

ガンディ通り、28棟 1号室 

職業訓練センター（オフィス） 

 ウランバートル市スフバートル区第 1ホロー、平和大通り 17、ゾリグ基金柵内 

電話番号 976-70009688, 976-99116663, 976-99844884 

E-mail 321dsamongolia@gmail.com 

URL/Facebook DSAMmn 

代表者名 B.ガンゾリグ、B.ナランジャルガル 

活動内容  モンゴルダウン症協会は、保護者の提案で 2007年に設立された非営利、非政府組

織で、首都及び地方で約 600 名のメンバーが共に活動しています。協会の主な目標

のひとつは、知的障害の一種であるダウン症の子どもとその家族の権利を保護し、

成長を支援し、社会参加の機会を提供するために、すべての人々に共通理解を届け

ることです。 

私私たたちちのの目目的的:ダウン症の人々の発達、権利保護、ダウン症を社会でポジティブに 

理解してもらうことを手伝うこと。 

ビビジジョョンン: ダウン症の国民が社会活動に平等に参加し、モンゴル国の納税者として

自立できるようにすること。 
 私たちは設立以来、積極的に活動を行い、アジア太平洋ダウン症協会正式メンバ

ーであるだけでなく、国際的に著名な団体の代表理事投票権所有団体に選ばれてい

ます。私たちは世界ダウン症協会のメンバーで、国連のニューヨーク本部、ジュネ

ーブの本部に世界ダウン症の日に招待され、スピーチをし、国際的に積極的に活動

しています。 

 ダウン症とは何か、その特徴、早期発見、発達段階、教育、メンタルについてモ

ンゴルで不足している知識を保護者と社会に与え、ダウン症児に接する方法を提供

し、ポジティブな社会の傾向、活動、正しい理解を与える目的で、近 10年間国内外

で様々な動画を作っています。 

日本・各国との協力状況 世界ダウン症協会、アジア太平洋ダウン症協会、ポーランド大使館、アジア基金、

JICA 

JICA との協力状況  モンゴルダウン症協会は設立以来、日本のダウン症協会、ボランティア団体職員、

学術研究者、医者と親密に協力してきた歴史があります。私たちの協会の幹部、教

師、医者、保護者が何度も日本を訪問し視察したほか、日本から特別専門ボランテ

ィア2名を招待し、モンゴルで2年間活動し、特別教育分野に多大な貢献をしました。 

 モンゴル・日本の友好関係、技術協力がこの 50年近く発展し、日本がモンゴルに

行う支援の枠組みが年々拡大し、モンゴルのすべての分野が含まれました。このう

ちのひとつが、モンゴル人専門家が短期・長期の研修、技術セミナーに参加してい

ることです。これらの研修を JICA が実施し、1968 年からモンゴル政府機関の公務

員の研修参加が始まりました。様々な分野の 2900名近くが、日本政府の 100％奨学

金で留学しています。 
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 協会のガンゾリグ会長、バトツェツェグ元理事長らは JICA の「地域活動としての

知的・発達障害者支援」課題別研修に参加し、日本、カンボジア、タイの優秀な経

験をモンゴルに普及させ、研修の過程で発見した知識、経験を母国で実施すること

を目的に活動しています。これらの協力、パートナーシップの一環で、モンゴルダ

ウン症協会から保護者向けのハンドブック、専門家らのアドバイスを載せた小冊子

を出版し、JICAモンゴル事務所及び日本研修生帰国同窓会がモンゴル国の隅々まで

配布する活動を支援したことに、深く感謝を申し上げます。この本が保護者だけで

なく、教師、医師、ソーシャルワーカー、ボランティアの方々の欠かせない本にな

ったと信じています。 

 新型コロナウイルス感染拡大によるロックダウンの困難な時期に保護者、教師、

医師、ソーシャルワーカー、ボランティア、マスコミの各分野の方々向けにビデオ

授業シリーズを用意し、オンラインで協会のすべてのメンバー及び社会に広める活

動を成功裏に行いました。 

 2021 年には国際障害者デーに合わせて、ダウン症について正しい知識と情報を社

会に広め、JICAと協力実績を社会に紹介するために、ウェブメディアにインタビュ

ー記事掲載を共同で行いました。 

 現在、JICA のモンゴル国障害者就労支援制度構築プロジェクト(DPUB2)と協力し

ています。 
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 新型コロナウイルス感染拡大によるロックダウンの困難な時期に保護者、教師、

医師、ソーシャルワーカー、ボランティア、マスコミの各分野の方々向けにビデオ

授業シリーズを用意し、オンラインで協会のすべてのメンバー及び社会に広める活

動を成功裏に行いました。 

 2021 年には国際障害者デーに合わせて、ダウン症について正しい知識と情報を社

会に広め、JICAと協力実績を社会に紹介するために、ウェブメディアにインタビュ

ー記事掲載を共同で行いました。 

 現在、JICA のモンゴル国障害者就労支援制度構築プロジェクト(DPUB2)と協力し

ています。 
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団体名 モンゴル障害者自由労働組合 

設立年 1999年 

住所 ウランバートル市バヤンゴル区第 2ホロー第 26番棟 

電話番号 976-99152896,976- 89152896.,976-70052530 

E-mail Enkhee_0910@ yahoo.com 

URL/Facebook  

代表者名 L.エンフバヤル 

活動内容 

 モンゴル障害者自由労働組合は、障害者の労働権利、それに関連する一般的権益を

保護し、自立的に活動を行っている NGOです。 

   同組合は 1999 年 12 月 3 日に設立され、ウランバートル市の 9 つの区、21 の県で

労働組合顧問国家支局によって、全国で活動を継続的に行っています。 

 モンゴル障害者自由労働組合の国家支局長の 68％は女性で、32％は男性の幹部であ

り、2020年末の時点で労働組合公式登録の 18618名のメンバーで活動を行っているほ

か、労働組合所属の障害者マイクロビジネス開発支援センター、遠隔研修情報センタ

ーを通じて活動を行い、メンバーと支援者らの能力を強化し、専門技能を与え、情報

普及を高めるために、活動を行っています。 

 私たちは障害者の労働権利の確立と保護のために、様々な活動を行ってきました。

国連から承認された障害者の人権コンベンションをモンゴルで承認する際に役割を果

たし、アジア太平洋地域諸国の政府ハイレベル会談で出されたインチョン宣言を実施

し、精神の健康法、福祉社会保障法を新規編集し、障害者の人権法などの作成承認ワ

ーキングチームで活動してきました。これらすべてが、同組合の職員の能力、誰かの

ためにという統一された考えのもと活動していることの表れです。 

日本・各国との協力状況 ロシアのバイガル市、中国内モンゴル自治区のいくつかの省と協力しています。 

JICA との協力状況 2009年に労働組合所属のスタート研修センターの能力強化案件で協力しました。 
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団体名 モンゴル車椅子利用者国家協会 

設立年 2005 年 

住所 ウランバートル市ハンウール区第 2 ホロー、チンギス通り、ノミンユナイテ

ッド 8―3号室 

電話番号 976-75952929, 976-89982929, 
E-mail wheelchairusersmongolia@gmail.com 
URL/Facebook www.facebook.com/MNAWU/ 
代表者名 B.チョローンドルゴル、P.サランゴー 

活動内容 モンゴル車椅子利用者国家協会は、会員の積極的な社会参加、会員への情

報提供、精神的・知的支援、生活能力改善、車椅子利用者の一般的権益保護

のために、活動を行っている NGOです。 

目目的的: 行政サービス、社会の傾向を優しく包括的にするために、行動制限が

ある車椅子利用者の一般的権益を保護すること。 

目目標標:  

1. 国家・地方政策を障害者の権利議定書に適合させる 
2. 障害者が困難なく行き来し、社会的基本サービスを同様に受ける際に

直面しているインフラ普及を改善するのに提言する 
3. 障害を持った女児、女性の権利を保護し、保健サービスを改善するた

めに多方面でイベントを開催する 
4. 会員の能力強化、活性化、情報提供、就労支援 

ププロロググララムム: 
1. 会会員員参参加加増増進進、、社社会会支支援援ココーーデディィネネーートトププロロググララムム: 

会員向けに年に 3～4つの活動を定期的に開催し、就労コーディネ

ート、世帯収入を増やすためのプロジェクトやプログラムを行い、ビ

ジネス団体の援助・支援に結びつけ、年に 400 名ほどの会員に提供し

ています。 

2. イインンフフララ普普及及改改善善ププロロググララムム: 
        2013 年から建築都市計画省の大臣顧問として、建築分野のエキス

パートとエンジニア向けに能力強化研修を定期的に行っています。こ

のプログラムでは書籍「ユニバーサルデザイン」を出版したほか、イ

ンクルーシブな環境を増やすために動画を作成し、オンラインで広報

活動をしています。 

3. 障障害害をを持持っったた女女性性のの能能力力強強化化ププロロググララムム: 
2017 年から障害を持った女性の生殖保健サービスの普及を改善す

るために、5つの県とウランバートル市の障害者能力強化支援団体と

協力し、約 100名の住民向けに活動しています。  
4. 社社会会とと政政策策へへのの提提言言ププロロググララムム: 

 労働社会保障省の障害者政策顧問、建築都市計画省の大臣顧問、保健省

の国民社会顧問をそれぞれ務め、障害者関連政策決定に声を上げる運動

をしています。 

日本・各国との協力状況 フィンランドのフロム国際団体と共同で実施している「障害を持った女性

支援団体の能力強化のために生殖保健サービス改善に提言する」プロジェク

ト 
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JICA との協力状況 「ウランバートル市における障害者の社会参加促進プロジェクト」（DPUB）

（2016～2020 年） 
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団体名 モンゴル視覚障害者国家協会 

設立年 1978年 

住所 ウランバートル市ハンウール区チンギス通り、視覚障害者職業訓練開発センターA

棟 

電話番号 976-70044179 ,976-86574444, 976-88077700 

E-mail info@mnfb.mn 

URL/Facebook Монголын Хараагүйчүүдийн Үндэсний Холбоо 

代表者名 D.ガンバト 

活動内容 ブライリ出版センター、専門訓練労働センター、ナルニイ・ハーンフーフドゥー

ドゥ幼稚園、ベストマッサージ 1～3センター、CAFE MOREコーヒーショップ、FM98.5、

リハビリセンター、労働センターなどと活動を行っています。 

日本・各国との協力状況  日本の筑波大学、視覚障害者協会、デンマークの視覚障害者協会、パデム国際団

体、韓国のシオラム国際団体 

JICA との協力状況  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 

 
団体名 モンゴル視覚障害者国家協会 

設立年 1978年 

住所 ウランバートル市ハンウール区チンギス通り、視覚障害者職業訓練開発センターA

棟 

電話番号 976-70044179 ,976-86574444, 976-88077700 

E-mail info@mnfb.mn 

URL/Facebook Монголын Хараагүйчүүдийн Үндэсний Холбоо 

代表者名 D.ガンバト 

活動内容 ブライリ出版センター、専門訓練労働センター、ナルニイ・ハーンフーフドゥー

ドゥ幼稚園、ベストマッサージ 1～3センター、CAFE MOREコーヒーショップ、FM98.5、

リハビリセンター、労働センターなどと活動を行っています。 

日本・各国との協力状況  日本の筑波大学、視覚障害者協会、デンマークの視覚障害者協会、パデム国際団

体、韓国のシオラム国際団体 

JICA との協力状況  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 

 
団体名 モンゴル視覚障害者国家協会 

設立年 1978年 

住所 ウランバートル市ハンウール区チンギス通り、視覚障害者職業訓練開発センターA

棟 

電話番号 976-70044179 ,976-86574444, 976-88077700 

E-mail info@mnfb.mn 

URL/Facebook Монголын Хараагүйчүүдийн Үндэсний Холбоо 

代表者名 D.ガンバト 

活動内容 ブライリ出版センター、専門訓練労働センター、ナルニイ・ハーンフーフドゥー

ドゥ幼稚園、ベストマッサージ 1～3センター、CAFE MOREコーヒーショップ、FM98.5、

リハビリセンター、労働センターなどと活動を行っています。 

日本・各国との協力状況  日本の筑波大学、視覚障害者協会、デンマークの視覚障害者協会、パデム国際団

体、韓国のシオラム国際団体 

JICA との協力状況  
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団体名 エネレリーン・トゥーチェー 

設立年 2012年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区第 1 ホロー、東京通り、ニソラ・タワー607号室 

電話番号 976-89069935, 976-89008668 

E-mail info@etuuchee.mn 

URL/Facebook www.etuuchee.mn  
www.facebook.com/tuuchee.tbb  

代表者名 A.バダムツェレン 

活動内容  エネレリーン・トゥーチェーは 2012年に設立され、障害児の発達支援活動を行って

います。現在、私たちは障害児と保護者、教師向けに次の活動を行っています。 

- 40～45人の子どもたちを受け入れる 4つのクラスから成る「希望の宮殿」

特別幼稚園 
- 特別支援が必要な子どもたちに接する教師、職員、保護者に情報提供、能

力強化する「研修・研究センター」 
- 障害が重い子どもたち向けに家庭訪問する「訪問サービス」を、毎年 15～

20人の子どもに行っています。 
- 知的障害の若者の就労準備「手芸プログラム」 
- 知的障害の若者の就労支援「移住プログラム」 

日本・各国との協力状況 2012年―ドイツ・スウェーデン共同「Froindeskrais Mongolai」協会 

2016年―カナダ「Dufresne Gotierin Faundation」 

2018年ドイツのザクセン州若者基金の「Genialsotial」特別支援プロジェクト 

2019年―日本の三菱社「発達の遅れを早期発見するワデミコム開発ガイド」プロジェ

クト 

2018年 11月 12日に日本の外務省の支援でセーブ・ザ・チルドレン、モンゴル国教育

科学省共同案件「すべての子どもたちに平等な教育を受けさせる原則支援」で、学習

モジュール作成に参加しました。 

義務教育学校の教師たち向けに専門を高める学習モジュール作成 

JICA との協力状況  
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団体名 エールテイ・ユルトゥンツ 

設立年 2009年 

住所 ウランバートル市ハンウール区第 4ホロー、ヴィバシティ地区 N1 ブロック 

電話番号 976-9411568 

E-mail Tuya2278@gmail.com 

URL/Facebook https://www.facebook.com/MercifulWorld 

代表者名 T.トヤジャルガル 

活動内容  

 エールテイ・ユルトゥンツは、日常的に介助が必要な子ど

もたちが自立して発達するのを支援し、保護者の社会参加を増やし、生活の質

を向上させるために、2009 年から現在まで活動を行っています。子ども発達セ

ンターを開設し、脳麻痺筋肉収縮診断の 12 名の子ども、重度の知的障害の 12

名の子どもに 24時間サービスを行うようになって 4年目になります。 
 知的発達の特徴の違いが、子どもたちの自立した社会参加のチャンスを制限

していますが、支援によって可能になります。私たちは、5年後に「ハンニぬい

ぐるみ工房」でアシスタントとして働けるレベルにまで育成するプログラムを

作成しました。 

 日常的に介助が必要な子どもたちと保護者の参加・協力で、子どもたちの発

達プログラムの効果が出るため、両親が参加する時間を作り、研修を行いまし

た。保護者は専門チームの助言の下、子どもと接することで、子どもたちがノ

ートとペンを使って学ぶ、動作が改善される、保護者が子どもの特徴を正しく

理解する等ができるようになります。私たちは理学療法、作業療法、言語療法、

食事という順序で 9、10 月に全 6 回の会合、活動をナイラムダル別荘地、ナモ

ーン基金、第 63番学校などと共同開催しました。 

 エールテイ・ユルトゥンツ所属エネレル子ども発達センターは、2021～2022

年新学期の学習カリキュラムに音楽療法（Music therapy）を追加し、2 つのク

ラスの子どもたちに良い効果が表れています。目だけ動かせる状態の子どもま

で、音楽を聞き、教師の指示で楽器に触れると、筋肉を動かそうとし、手を自

分で動かそうとするようになっています。知的障害の子どもたちはギタープロ

グラムに集中し、メロディーに合わせて動くなど理学療法の 1部に効果的です。 

2021～2022年度の新学期に脳性麻痺と知的障害の子どもに行ったサービス； 

- 理学療法: 背中とお腹の体操、手の体操、足の体操など、筋肉の動きを

促す療法 

- マッサージ: 収縮時、筋肉緩和マッサージ、リラックスマッサージ 

- 水療法: リラックス、体操、動きを促す水圧療法 
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- 特別教育開発サービス: 子どもたちの特徴に合わせた個別プログラム研

修 

- 正しい食事: 栄養補給、食事を通じて身体の発達を促し、総合的な体の

発達に良いサービスを行う 

 今年の新学期に理学療法及び特別教育開発サービスの種類を増やし、より良

い改善プログラムに沿って活動を行いました。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 このセンターの活動を支援する目的で、保護者の職場となる「ハンニぬいぐ

るみ工房」を開設し、販売資金で子どもたちを受け入れています。 

 ハンニぬいぐるみ工房は、2011 年から家庭生産と日常的に介助が必要な子ど

もの世話をしている母親たちの就労を目的に開設しました。これまでに約 100

名の女性が参加し、国からの手当てのほかに、子どものために使える収入源に

なりました。多くの保護者達がひとつになったことで、7年後にはハンニぬいぐ

るみ工房に依拠した 24の子ども発達センターが設立されました。子ども発達セ

ンターの資金を政府が支援する制度がないため、この工房で生産される製品の

利益で、子どもたちを受け入れています。 

 私たちはモンゴル初のぬいぐるみ工房という意味で誇りをもって、ひと月に 1

万個のおもちゃを市場に出しています。現在、モンゴルの家畜を代表する仔馬、

子ラクダ、子羊、子ヤギなどモンゴルらしさを出した製品のほか、ウサギ、子

犬、こぐまなどや、注文を受けて希望のデザインやサイズのおもちゃを作って

います。朝、発達センターに子どもを預けて仕事に行き、夜は発達センターに

子どもを迎えに行って帰宅する保護者のほか、障害者、45 歳以上の就職困難な

人々など 18名を雇用し、活動を行っています。 

 私たちはより大きい夢のためにぬいぐるみを作り、数年後に障害児向けの介

護福祉療養所を建設したいと考えています。 

日本・各国との協力状況 三菱商事から 2018 年、2019年に支援を受けました。 

JICA との協力状況  
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団体名 We can MN 協会 

設立年 2013年 

住所 ウランバートル市バヤンゴル区第 7ホロー、12－220 

電話番互具 976-99741916 

E-mail bidchadnadpo@gmail.com 

URL/Facebook https://www.facebook.com/BidchadnaMN 

代表者名 オトゴントヤ 

活動内容  障害者が平等な権利で働き、生活することができる環境をつくり、雇用を増やし、社

会的責任ある雇用主を支援・宣伝し、社会にポジティブな傾向を広める目的で、2011年

に国際プロジェクトの一環で bidchadna.mn ウェブサイト開発事業を提唱し、開始しま

した。2013 年にこのウェブサイトの活動に基づき「We can MN 協会」NGO を設立し、障

害者への情報提供、能力強化、文化芸術を通じて社会に紹介する活動をしています。 

 障害者についての見方を変える目的で、車椅子利用者のファッションショー、車椅子

利用者のミスコンテスト、国際現代舞踊プロジェクト、学生たちのボランティア活動「We 

canボランティアプログラム」、障害を持った若者向けの「成功のスタート」メンターシ

ッププログラム、障害を持った女性の権利保護、車椅子利用の子どもたちの出来事につ

いての「ズルルグ」絵本シリーズなど、文化芸術、就労を向上させる国内外の多くのプ

ロジェクトを提唱し実施しました。 

日本・各国との協力状況  ウランバートル市における障害者の社会参加促進プロジェクト（DPUB）で開催され

た障害と平等研修に、私たちの団体の設立者 O.オトゴントヤ、Kh.バトチメグが参加し、

トレーナーになり、当団体が開催しているボランティアプログラム参加者の学生たちと

民間セクター、行政機関の約 500名に教えました。Kh.バトチメグはトレーナーNGO の理

事会理事長であり、活動を兼任しています。 

 B.オトゴントヤは JICAの上記プロジェクトと協力し、2016～2020年に活動していま

した。同委員会が開催したタイの障害者権利保護 NGOネットワークの研修に参加し、ア

ジア太平洋諸国の障害者センターに視察に行きました。 

JICA との協力状況  
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We can ボランティアプログラム 

 

 
プロと障害者のダンス公演（2013年） 
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現代舞踊国際プロジェクト公演（2019年） 
 

 
車椅子利用者とモデルのファッションショー（2013年） 
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団体名 サインナイズセンター 

設立年 2014年 

住所 バヤンズルフ区第 17ホロー、エルデネトルゴイ 35―924 

電話番号 976-89555755,976- 96889713 
E-mail uguumursetgeltbb@gmail.com 

gkeymn@gmail.com 
URL/Facebook Сайн Найз | Facebook  

代表者名 J.アルタントゥルフール 

活動内容 
  サインナイズセンターは、障害を持った青少年の権利を尊重し、彼ら

の発達と社会参加を支援し、両親、保護者、専門家、社会の傾向を変え、

能力強化する活動と研修プログラムを実施している NGO です。私たちは

青少年の社会における平等な参加を重視し、障害によって差別されずに

同世代の友人や仲間たちの間で学び、発達し、仕事の方向性を与え、就

労の機会を提供し、創造的で一人前の人間になるのを支援しています。

障害を持った青少年が友人や仲間と共に活動に参加するのは、障害につ

いてポジティブな見方を作り、相互理解を促し協力することに影響を与

えています。 

日本・各国との協力状況  私たちは毎週土曜日に障害児と両親、保護者向けに「ニンジンの日」

を特定非営利法人ニンジンと共同開催しています。 

 Young Life Mongolia 国際機関と共同で、重度の障害児にサマーキャ

ンプを開催しています。 

 World Visionモンゴル国際機関の支援で暖房の設置ができたのは、持

続的に活動を行うのに大きな支援になりました。 

JICA との協力状況  2016～2019年に JICAの草の根技術協力案件で「モンゴル障害児

療育・教育支援および療育関係者育成事業」を実施しました。 
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団体名 モンゴル障害者協会 

設立年 2009年 

住所 ウランバートル市スフバートル区第 7 ホロー、リハビリテーションセンター203 号

室 

電話番号 976-9994444, 976-95044444 

E-mail Nkh.uadm@gmail.com 

URL/Facebook Монголын ХБИ-ийн Нэгдсэн холбоо Fage хуудас  

代表者名 D.バータルジャブ 

活動内容  モンゴル障害者協会は、障害者の権利保護のために活動している約 40 の NGO

をまとめ、活動の統一政策管理を行い、障害者権利法、障害者権利コンベンシ

ョンを実施し、実施監査の目的で政府、非政府組織、国際機関と共同で活動を

行っています。 

活動方針: 
 障害者についての国際契約コンベンション、障害者権利法及び憲法、そ

の他法律で示された権益を守る多方面の活動を行う 
 モンゴルの障害者の権益を守るために活動を行っている NGO の活動に統

一政策を提供し、導き、協力する 
 障害者に対する社会の心理を変え、啓発活動を主催し、広報、研修活動

を行う 
 障害者の社会におけるすべての面での平等な参加を提供するために、教

育、文化、芸術、スポーツ、保健分野の多方面の活動を行う 
 障害者の生活水準を改善し、向上させるために、政府及び NGO と共同で

就労支援の総括的活動を行う協力方針を固守し、活動する 
日本・各国との協力状況  国際労働機関、モンゴル労働者連合協会、雇用主協会と共同で「障害者就労

準備総括的対策実施」プロジェクト（2011年） 

 AIFO 国際団体の支援で、障害者就労センターコンベンションの初報告発表を

NGO と共同で作成し、報告会議に出席（2015年） 

 AIFO 国際団体の支援で、管理アカデミー障害者 NGOの幹部能力強化研修プロ

グラム（2013 年） 

 カリタス・チェコ・レパリック「若者就労支援」プログラム（2020年） 

 アメリカ大使館がアメリカの障害者団体とオンライン会談を開催し、障害者

権利法提唱作業を開始し、労働社会保障省と NGOの代表らがアメリカを公式

訪問（2015 年） 

 オーストラリア政府の奨学金プログラム調整委員会で活動し、障害者をプロ

グラムに参加させる希望を提出し、決定され、2019年から現在まで継続して

います。 

 静岡県の障害者団体の支援で、フリスビースポーツ普及活動を始め、フリス

ビー協会を設立し、静岡県と協力しています。（2017 年） 

 韓国済州市の障害者団体、スポーツ協会と共同で、障害者の経験共有、観光
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事業を開始しています。（2018年～） 

 国連開発計画と共同で「障害を持つ若者の発展を妨げるものをなくそう」プ

ログラム（2014年） 

JICA との協力状況 当協会加盟 NGO が「ウランバートル市における障害者の社会参加促進プロジ

ェクト」（DPUB）の DET（Disability Equality Training: 障害平等研修）トレ

ーナー育成プログラムに参加しました。 
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団体名 DET フォーラム 

設立年 2017 年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区第 8 ホロー、バヤンズルフ・タウン 109

ビル 58号室 

電話番号 976-85110109, 976-94230846 
E-mail detforummongolia@gmail.com 
URL/Facebook https://www.facebook.com/DET-%D0%A4%D0%BE%D1%80%D1%83%D

0%BC-%D0%9C%D0%BE%D0%BD%D0%B3%D0%BE%D0%BB-100949
344588591  

代表者名 B.エンフジン 

活動内容  私たちは国連障害者権利コンベンションのイニシアティブを啓発するこ

とに基づき、すべての人にインクルーシブな社会をつくることを目的にし

ています。 

 DET 研修には総勢 46 名のトレーナーがいて、全員が障害者であるという

特徴があります。 

 研修に使用する研修資料及びビデオ動画にはすべて著作権があるため、

DET のトレーナー以外の人が利用することは不可能です。DET 研修のスタン

ダード期間は 3か月で、基本な 2部体制から構成されます。 

 第 1部であるはじめの 1時間 30分で障害とは何か、障害はどこにあるか、

という問題について参加者がグループで話し合い、3 つの練習を行います。

第 2部である 1時間 30分で私たちは何ができるか、という問題についてグ

ループで活動計画を作り、これらの問題の解決方法を見つける総合的研修

です。 

 DET研修のチーム構成は 2 名の常勤講師、研修に参加している参加者の数

によってチームのファシリテーター、2名のアシスタントがつきます。 

研修形態: グループワーク 

研修の種類:  
1. 障害と平等研修(DET) 
2. DET＋障害者をどのように支援するか 
3. DET＋障害者権利法 
4. DET＋障害者権利コンベンション 
5. DET＋スタンダード 
6. DET＋紹介セミナー 

日本・各国との協力状況 JICAの「ウランバートル市における障害者の社会参加促進プロジェクト」

（DPUB）の支援で設立しました。 

JICA との協力状況  ウランバートル市における障害者の社会参加促進プロジェクト（DPUB）が

団体の設立を支援し、その後モンゴル国内で 1 万人への障害平等研修（DET

研修）の実施を達成しました。  
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団体名 バトエグシグレン NGO 

設立年 2007年 

住所 ウランバートル市バヤンゴル区第 1ホロー、57－67 

電話番号 976-94161919,976-88189106 

E-mail Yundenbaterdene68@gmail.com 

URL/Facebook Yunden Baterdene 

代表者名 Yu.バトエルデネ 

活動内容 1.バリアフリー化 

2. 革を使った絵画 

日本・各国との協力状況  
JICA との協力状況  
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団体名 ハンウール自立生活センター 

設立年 2014年 

住所 ウランバートル市バヤンゴル区第 18ホローAOC5号 

電話番号 976-99853849 

E-mail khanuul.ilc@gmail.com 

URL/Facebook  https://www.facebook.com/Хан-Уул бие даан амьдрах төв   
代表者名 Ts.エンフトヤ 

活動内容 

 障害の重さ、種類に関係なく、自立生活の見解に基づき実施されるインクル

ーシブな環境を提供し、社会福祉サービスをより洗練されたものにし、障害者

の能力向上を目的に活動を行っている NGOです。  

 ハンウール自立生活センターは次の目的のために活動を行っています。 

·       個別介助者 

·       障害者カウンセリング 

·       セミナー、情報 

·       政策提言 

·       就職支援 

日本・各国との協力状況  
JICAとの協力状況  
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団体名 モンゴル視覚障害青少年協会 

設立年 2016年 

住所 ウランバートル市バヤンゴル区第 18ホロー、83a棟 2番入り口 1階 

電話番号 976-77038003 ,976-94743838 

E-mail Go.bolormaa@gmail.com         mhbhzh01@gmail.com 

URL/Facebook монголын харааны бэрхшээлтэй хүүхэд залуучуудын холбоо 

代表者名 G.ボロルマー 

活動内容  当協会は 2016 年に設立されました。私たちは視覚障害を持つ青少年の

権利保護、健康、教育、就労、自立的生活知識の能力を与えることを目

的に、活動を行っている非営利、非政府組織です。 

 2019 年に労働福祉サービス局から「研修、カウンセリング認定証」を

授与されました。2020 年に家族青少年開発庁から「子ども保護対策サー

ビス」認定証を授与されました。 
 また、協会所属の「夢の家開発センター」「心理学教育センター」が活

動を行ってきました。「夢の家開発センター」を通じて視覚障害の青少年

に文化、芸術、スポーツ、コンピューター、外国語の知識を与えていま

す。 

日本・各国との協力状況 EU、World Visionと共同で「共に乗り越えよう」プロジェクト 

（2021年 4月～2022年 4月） 

JICA との協力状況 1.ウランバートル市における障害者の社会参加促進プロジェクト」（DPUB） 

2.障害者就労支援制度構築プロジェクト（DPUB2） 

3.障害児のための教育改善プロジェクト（START2） 
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団体名 サルヒチ・ショボー・センター 

設立年 2003年 

住所 ウランバートル市スフバートル区第 4 ホロー、50ミャンガト 22―40 

電話番号 976-99746900, 976-96336668 

E-mail salkhichshuvuus@gmail.com,  khandaa22@yahoo.com 

URL/Facebook Салхич шувуу ТББ  

代表者名 D.バダムハンド 

活動内容 サルヒチ・ショボー・センターは、障害者と社会に情報を提供する目的で、教師

とジャーナリスト専門の D.バダムハンドの提案で 2003年に設立されました。また、

障害者に対する見解をポジティブにするために、マスコミと共同でラジオ、テレビ

放送を行い、社会の傾向に啓発する活動をボランティアと行ってきました。 

 2003～2007 年に、就労している障害者を支援し、雇用主に感謝し、宣

伝し、法的環境を改善する目的で、「シンドルギオン 107.5 FM」ラジ

オと共同で「生活の輪」番組を作り、毎週再放送も放送しました。 
 2004～2008 年に、モンゴル障害者団体連盟の広報担当として、国会に

障害者を支援する「ロビー」団体を設立し、モンゴル障害者団体連盟と

その他協会、著名な法律家と共同でモンゴル国憲法改正作業を担当し、

政党と「ロビー」団体メンバーに情報提供し、議会の記者と共に広報活

動を担当しました。 
 2010 年に、在モンゴルアメリカ大使館の広報担当と「発展のために共

に」スローガンで障害者、記者の視察旅行をアメリカではじめて開催す

ることを決定し、2010年 10月 22日から 11月 6 日に「優秀者の短期研

修」に参加することができました。D.バダムハンド記者は 2006 年から

モンゴル雇用主連盟管轄の障害者副委員会のリーダーを務め、雇用者ら

に障害者についての正しい理解を与え、障害者への見解を改善する目的

で記事、番組を作成してきました。 
 「サルヒチ・ショボー・センター」管轄の「オユーニィ・エルチ」思春

期若者クラブを 2010 年に設立し、職場を提供し、生活の正しい習慣を

身に付けさせる活動を開始しました。 

日本・各国との協力状況 1997年以降、モンゴル障害者団体連盟を通じて中国、韓国、ロシア、日本、ドイ

ツ、アメリカ政府国務省の支援で視察、経験共有するチャンスをいただけたことに

感謝しています。今後もマスコミ機関と協力し、経験共有の機会が与えられると期

待しています。 

JICA との協力状況 2016～2020年に実施された「ウランバートル市における障害者の社会参加促進プロ

ジェクト」（DPUB）の研修に参加しました。   
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団体名 障害児親の会 

設立年 2000年 

住所 ウランバートル市バヤンゴル区第 20 ホロー、障害児リハビリ発展センター213 号

室 

電話番号 976-70123336, 976-95907012 

E-mail info.apdcmongolia@gmail.com 

URL/Facebook Facebook page: APDC Mongolia , Website: www.apdc.mn 

代表者名 S.セレンゲ 

活動内容 目目標標: 

障害を持った青少年一人一人を尊重し、権利を十分に行使し、社会生活におい

て自立して積極的な国民になる環境を提供することが目標です。障害児親の会は

障害児の保護者の提案で設立され、16 の県に支部があり、約 4300 名の会員がいま

す。政府からのサービスを質の良いものにするために、保護者が知識と情報を持

って参加し、権限を持つために、プログラムを実施しています。 

実実施施ししてていいるるププロロググララムム:  

1. 子子どどもも発発達達セセンンタターー/幼児に発達支援を行い、余暇時間の発達イベントを開

催しています。政府による障害児向けのサービスがない、あるいは不足し

ているため、障害児の保護者たちが 2002 年に子ども発達センターを設立

しました。子ども発達センターはバヤンウルギー県、バヤンホンゴル県、

ダルハンウール県、ドルノド県、オルホン県、ホブド県、フブスグル県に

あり、子ども発達特別教室がドルノゴビ県、ヘンティー県にあります。7

つの県の子ども発達センターに、約 200名の子ども向けサービスがありま

す。 

2. ググリリーーンン手手工工芸芸/知的能力が異なる若者たちの就労育成、就労支援の法的環

境を作るために活動しています。また、知的能力が異なる若者が就職でき

ることを、社会と雇用主にアピールしています。主に手工芸製品を生産し、

販売しています。売り上げはよくないですが、私たちは若者に製品を生産

させ、展示販売会に参加し、自分で開催し、生活に喜びを与えるために全

国規模で政策提言を行い、活動しています。グリーン手工芸は、ウランバ

ートル市、オルホン県ですでに 3～5 年になり、15名近くの若者に非正規・

正規の職場を提供しています。ドルノド県、ホブド県にも設立予定です。 

3. 顧顧問問保保護護者者ププロロググララムム/法律で与えられたチャンスがすべての障害児に届

くように保護者を能力強化し、権限を持たせています。現在 5 名の法的ガ

イド（パラリーガル）、50名の顧問保護者を通じ、全国規模で保護者に法

的助言を与え、直面している問題を法的に解決するのを援助しています。

2021年にオンラインで顧問保護者プログラムを 1年間にわたり実施し、21

の県、8つの区の 100名の子どもを人権、差別・偏見、児童の発達、早期

診断、行政サービス改善における保護者の参加などのテーマでオンライン

セミナー、情報提供を毎週土曜日に実施しました。障害児の権利を確立す

る法的アドバイスを保護者に与えることを、顧問保護者プログラム基本目

的にし、17回のケース協議を開催し、権利違反の際にどのように法的調査
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を行い、助言し、仲介するかの方法について研修を行いました。現在 50

名の顧問保護者を育成し、将来それぞれの地元で障害児の保護者の権利を

要求し、行政サービスの質を高めるために法的知識を持って参加するのを

援助し、自発的に活動できるようにしています。2021 年に保護者向け法律

ハンドブックを作成し、出版しました。 

4. 啓啓発発ププロロググララムム /全国及び地方で政策提言啓発活動をしています。法律、

規則を作成する作業に保護者を代表して参加し、地方でモニタリングを行

うことで、障害者が行政から質の良いサービスを受けるチャンスをつくる

のに影響を与えています。障害者権利法改正案に、インクルーシブ新法律

の意見を提案し、ワーキングチームが活動しています。これは保護者が法

律作成活動に障害児の権利を確立するために参加していることの表れで

す。また、社会の傾向を変え、ポジティブにするために、「ドアを開けよ

う」キャンペーンを開催しました。 

日本・各国との協力状況  国連人権委員会に子どもと障害児の報告書を送り、協力しています。 

 また、日本の 3 つの NGO と協力しています。パレッテ NGO 東京、Empowerment 

Okinawa NPO、NPO さおりひろばネットワーク Inclusion International 国際機関

のメンバーです。 

JICA との協力状況 2018 年に S.セレンゲ代表が沖縄で JICA の「地域に根差したインクルーシブア

ップローチによる障害者の社会参加と生計」課題別研修に参加しました。 

2016～2020年に JICA海外協力隊の 2 名の隊員が、子ども発達センターで活動し

ました。 

2016～2019 年に草の根技術協力「モンゴル障害児療育・教育支援および療育関

係者育成事業」案件で、障害児の保護者を通じて療育を広めることに協力しまし

た。 
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「僕は学ぶことができる、でもあなたの助けが重要」 「あなたの態度が体の障害よりもつらい」 
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団体名 ラントーン・ドヒオ 

設立年 2013 年 

住所 ウランバートル市バヤンゴル区第 23ホロー、バータルハイルハン通り、2B―1545 号 

電話番号 976-7707-6996, 976-94222888, 976-88084470 

E-mail info.mng@lantuundohio.org 

URL/Facebook www.facebook.com/lantuundohio 
www.facebook.com/idshidiinoron  

代表者名 U.ガンバヤル、O.ウンドラー 

活動内容  ラントーン・ドヒオは、2013年から人身売買、子ども・女性に対する暴力防止等の活

動を行い、関連法律を社会に紹介し、段階を踏んだセミナープログラムを作成・開発し、

世界中で実施されている暴力反対社会参加活動をモンゴルで実施することを目的とす

る、非営利の、国連協議権利所有ステータスがある NGO です。 

 私たちは 2017 年から 2020 年に「魔法の国 1」及び「魔法の国 2」子ども保護・発達

センターをウランバートル市最多の人口を有し、事件発生率が高いソンギノハイルハン

区とバヤンズルフ区の郊外ゲル地区地帯に 100％社会の寄付と支援で建設しました。 

 これらのセンターは、暴力の被害者である子どもたちに「子ども保護包括的サービス」

を行うだけでなく、郊外のゲル地区に暮らす子どもたちに平等なチャンスを与えるため

に就学事前教育を行い、図書館、遊び場、緑地公園、全 25 種類のコースを無料で提供

していると言う特徴があります。 

 上記に述べたすべての活動にアメリカのラントーン・ドヒオ NGOメンバー、及びアメ

リカ、オーストラリア、ベルギー、イギリスのマンチェスター、韓国、日本などの国々

で活動している「魔法のお兄さん、お姉さん」らの恒常的・持続的支援、また約 300名

のボランティアメンバーの寛大な心と努力が最も重要な部分になっています。 

日本・各国との協力状況  

JICA との協力状況  

 

 

 
団体名 ラントーン・ドヒオ 

設立年 2013 年 

住所 ウランバートル市バヤンゴル区第 23ホロー、バータルハイルハン通り、2B―1545 号 

電話番号 976-7707-6996, 976-94222888, 976-88084470 

E-mail info.mng@lantuundohio.org 

URL/Facebook www.facebook.com/lantuundohio 
www.facebook.com/idshidiinoron  

代表者名 U.ガンバヤル、O.ウンドラー 

活動内容  ラントーン・ドヒオは、2013年から人身売買、子ども・女性に対する暴力防止等の活

動を行い、関連法律を社会に紹介し、段階を踏んだセミナープログラムを作成・開発し、

世界中で実施されている暴力反対社会参加活動をモンゴルで実施することを目的とす

る、非営利の、国連協議権利所有ステータスがある NGO です。 

 私たちは 2017 年から 2020 年に「魔法の国 1」及び「魔法の国 2」子ども保護・発達

センターをウランバートル市最多の人口を有し、事件発生率が高いソンギノハイルハン

区とバヤンズルフ区の郊外ゲル地区地帯に 100％社会の寄付と支援で建設しました。 

 これらのセンターは、暴力の被害者である子どもたちに「子ども保護包括的サービス」

を行うだけでなく、郊外のゲル地区に暮らす子どもたちに平等なチャンスを与えるため

に就学事前教育を行い、図書館、遊び場、緑地公園、全 25 種類のコースを無料で提供

していると言う特徴があります。 

 上記に述べたすべての活動にアメリカのラントーン・ドヒオ NGOメンバー、及びアメ

リカ、オーストラリア、ベルギー、イギリスのマンチェスター、韓国、日本などの国々

で活動している「魔法のお兄さん、お姉さん」らの恒常的・持続的支援、また約 300名

のボランティアメンバーの寛大な心と努力が最も重要な部分になっています。 

日本・各国との協力状況  

JICA との協力状況  
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団体名 フールフン・ズルフ 

設立年 2012年 

住所 ウランバートル市スフバートル区平和大通り第 1ホロー、58 番棟 Y-4 号 

電話番号 976-70159688,976- 95959688 

E-mail huurhunzurh@gmail.com oyundari@btifulhearts.org  

URL/Facebook https://www.facebook.com/btifulhearts  

代表者名 B.オユンダリ 

活動内容  フールフン・ズルフ は、子どもに対する性暴力をなくすために、2012 年から活

動している非政府、非宗教的、非政党、非営利組織です。私たちは、健康で安全な

社会のために政策に提言し、人権とジェンダーの平等な権利、ジェンダーに基づく

暴力についての国民と社会の理解・知識を高め、啓発し、起こり得る危険を事前回

避し、宣伝・広報活動をポジティブな方法で行い、社会の傾向を変える目的のもと

にひとつになった若者たちの団体です。 

フールフン・ズルフ には、次の 4 つの基本プログラムがあります。 
 啓発；ジェンダーに基づく暴力を予防し、被害者を保護し、人権に基づい

た法的制度を整えるために政策に提言する。 
 サービス；性的暴力に遭った子どもたちに心のケアとリハビリの社会的・

メンタルサービスを行う。 
 予防；子ども、思春期の女子・男子のジェンダーに基づく暴力による問題

を予防するために宣伝・広報を行う。 
 能力強化；被害者の権利保護観察分野の専門家の専門能力、知識、経験を

深め、能力強化する。 
毎年定期的に開催しているキャンペーン活動、イベント 

  ✓「ONE BILLION RISING」女児、女性に対する暴力反対撲滅国際キャンペーン 

   活動 

  ✓「性暴力防止」キャンペーン活動（5月） 

  ✓「PEER CONSULTATION」被害者と接する専門家らの毎月の会合、イベント 

  ✓「国際女の子の権利の日」に合わせ、予防キャンペーン活動 

  ✓「16日間の旅」ジェンダーに基づく暴力の予防キャンペーン活動 

  ✓専門家らの能力強化専門セミナー（毎年 3日間） 

  ✓思春期の女子・男子にジェンダーに基づいた暴力防止セミナー 

組織の構成は、理事会の 7 名（57％女性、43％男性）、全 28 名の常勤職員。活動部

署に 8名（100％女性、ソーシャルワーカー、心理学士、ジャーナリスト）が常駐し

ています。 

日本・各国との協力状況  セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン・モンゴル事務所 
 子どもの権利連合メンバー（アジア太平洋）（2018 年～） 
 ONE BILLION RISING 国際運動メンバー、モンゴル国コーディネーター

（2013年～） 
 FRIDA レディフェミニスト国際機関（2017～2022 年） 
 APWLD 国際機関のメンバー 
 With and For Girls  

JICA との協力状況  
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団体名 セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン・モンゴル事務所 

設立年 2009 年 

住所 ウランバートル市チンゲルテイ区第 1ホロー、アリゾナセンター内 

電話番号 976-11-329365,976-11-329371 
E-mail mongolia.secretary@savethechildren.org 
URL/Facebook Save the children in Mongolia 
代表者名 L.バヤンアルタイ 

活動内容  ゼーブ・ザ・チルドレンは教育、子ども保護、子どもの権利ガバナンス、子

どもの貧困解消、人道的プログラム、保健などの分野で、次の案件を実施して

います。 

11..案案件件名名: “モモンンゴゴルルののすすべべててのの子子どどももにに平平等等なな教教育育をを”” 
期期間間: 2021年 4月～2024 年 4月 

融融資資者者:: 日本国外務省 

目目標標、、目目的的::ウランバートル市のバヤンズルフ区、チンゲルテイ区、ソンギノハ

イルハン区、ウブルハンガイ県、ホブド県の対象校の小中学生が教育を平等に

受けられるよう支援する。 

対対象象者者；；対象校の 5～9年生の生徒、保護者、対象校の教師、地域の教育機関関

係者  

22..  案案件件名名: “地地方方のの思思春春期期のの子子どどももたたちちにに個個人人能能力力、、起起業業家家教教育育をを与与ええるる””  

案案件件期期間間: 4年間（2019～2023 年） 

予予算算:: 270万 USD 

融融資資者者:: 世界銀行を通じて日本社会発展基金 

目目標標、、目目的的::思春期の青少年に個人の能力、起業家教育を与えるために、学習成

果を改善し、将来就労する際の準備を目的とする。 

対対象象者者::失業率が高いモンゴルの西部、東部、中央部及びハンガイ地域の代表に

なるホブド県、サブハン県、ウブルハンガイ県、ゴビスンベル県、スフバート

ル県の 25の郡の 14～24歳の貧困層で学校に通っていない、失業に陥るリスクの

ある 6,000名の思春期の若者と、郡の 20,000名の住民  

33. 案案件件名名::  ““民民主主主主義義ののたためめのの新新時時代代”” 
期期間間:: 2020 年 3月～2022年 2月 

予予算算:: 176,000USD 
融融資資者者:国連民主主義支援基金 
対対象象者者::同案件は民主主義の価値、国民参加、選挙過程についての青少年の教育

向上のために、民主主義ガバナンスを現在と未来の有権者の知識と行動を通じ

て強化することが目的です。案件では民主主義統治、国民参加について教える

国民教育、社会知識の授業学習カリキュラムの内容、教授法を調査し、民主主

義についての理解について思春期世代、若者に調査を行います。 
44..案案件件名名:: “女女のの子子をを暴暴力力・・搾搾取取かからら保保護護すするる”” 
期期間間: 2021～2024年（3年間） 

融融資資者者:: 国連信託基金 

目目標標、、目目的的:ウランバートル市の社会的、経済的水準が低い 5つの区の 12～18歳
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の女の子を、新型コロナウイルス感染拡大により悪化した暴力、搾取に遭うリ

スクから保健、子ども保護、教育サービスを通じて保護する。地方の子ども保

護専門家が新型コロナウイルス感染拡大により悪化した暴力、性暴力、人身売

買の犯罪被害者の 12～18歳の女の子がサービスを受けられるようにする。 

対対象象者者:家族子ども若者開発委員会の専門家、専門家チームメンバー、警察庁の

子ども担当、非常事態局の専門家、学校幹部、教師、家庭病院医、区の精神科

医、心理学者、保護施設、家族子ども若者開発委員会、区の警察、NGOの心理カ

ウンセラー、ソーシャルワーカー、12～18歳の女の子、義務教育学校の生徒  

55..案案件件名名: ““デデナナンン””    
期期間間: 2021 年 

融融資資者者:アメリカのデナンプロジェクト 

目目標標、、目目的的:地方の保健センター事業を支援し、能力向上、保健援助サービスを

改善する。 

対対象象者者:アルハンガイ県のエルデネマンダル郡、タリアト郡の総合病院でサービス

を受けている郡及び周辺郡の住民  

66..案案件件名名::  ““モモンンゴゴルルににおおけけるる透透明明性性、、社社会会参参加加をを増増ややすすたためめにに社社会会のの責責任任をを強強

化化すするる””MMAASSAAMM  IIII  案案件件    

期期間間::2021～2023年 

融融資資者者::スウェーデン開発庁、世界銀行 

目目標標、、目目的的::主な分野で案件の資金をより効果的に利用するためにモンゴルの 21

の県、ウランバートル市で行政サービスを届ける、投資を改善するために社会

の責任を高める能力を強化し、技術援助を提供する。 

対対象象者者::バヤンゴル区、チンゲルテイ区、スフバートル区、ゴビスンベル県、ド

ンドゴビ県、ドルノゴビ県、ドルノド県、ヘンティー県、スフバートル県、ウ

ムヌゴビ県 

日本・各国との協力状況 日本の外務省、日本社会開発基金、JICAなどと協力しています。 

JICA との協力状況 案案件件名名::モモンンゴゴルルににおおけけるる子子どどもものの権権利利・・保保護護法法成成立立後後のの要要保保護護児児童童支支援援制制度度定定

着着化化支支援援事事業業,,  22001188--22002222 
目目的的::子どもの権利法・保護法および DV撲滅法が成立・改正されたモンゴルにお

いて、すべての子どもがあらゆる暴力から守られる権利を実現するため、要保

護児童支援制度がモンゴル政府によって強化され、かつ持続的に運営される。

融融資資者者::  JICA 
案案件件目目標標::要保護児童支援制度を担う政府機関（多職種専門家チーム、家族子ど

も若者開発庁、省）の人材の能力と体制が強化される。 

直直接接受受益益者者::対象地域の 128名の多職種専門家チームメンバー及び子ども保護権

利を提供する義務がある全ての 120 名の公務員、選ばれた対象の郡、バグ、ホ

ローの 1065 名の両親と養育者、160名の子ども 

間接的受益者：50,000 名の両親と養育者、10,600名の地方住民、44,225名の子

どもたち 
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団体名 暴力反対国家センター 

設立年 1995年 

住所 ウランバートル市チンゲルテイ区バガトイロー、4 棟ビル 03 号室 

電話番号 70119949 

E-mail mongolcav@gmail.com 

URL/Facebook Хүчирхийллийн Эсрэг Үндэсний Төв ТББ / National Center Against Violence NGO 

代表者名 N.アルビンタリア 

活動内容  ジェンダーに基づく暴力、中でも家庭内暴力及び性暴力被害者に法的アドバイス、

信頼できる電話サービス、一時保護施設サービスを早急に行っています。設立以来

26 年間、継続して活動し、家庭内暴力及び性暴力被害者約 22,000 名の女の子、女

性を支援してきました。暴力反対国家センターは、家庭内暴力反対センターと法的

義務を負った専門家の能力を強化し、社会の理解と知識を高め、政策への提言を合

わせて行っています。 

 2004 年に家庭内暴力反対の初めての法律がモンゴルにおいて承認されるための

活動に、率先的に参加しました。またこの法律の施行を改善する目的でモニタリン

グを行い、2016 年に家庭内暴力反対法の改正を国会で承認させることができまし

た。モンゴルで初めて家庭内暴力を犯罪と定め、刑法、違反法に盛り込みました。

その他、法律に家庭内暴力の被害者保護に関連する調整を盛り込み、家庭内暴力に

反対する合法的環境を整えることができました。 

 暴力反対国家センターは、家庭内暴力撲反対法の施行に、毎年部分的モニタリン

グを行い、結果、助言を行政機関に提出しています。 

日本・各国との協力状況  日本政府の「草の根安全保障」案件で、暴力反対国家センターバヤンホンゴル県

支部に「家庭内暴力被害者保護施設」を 2016 年 10 月 8 日に開設しました。現在ま

で継続的に活動を行っています。 

 暴力反対国家センターは世界の保護施設ネットワーク、アジアの保護施設ネット

ワーク、FORUM ASIA、ISS、APWLD の加盟機関です。 

JICA との協力状況  
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バヤンホンゴル県の「家庭内暴力被害者保護施設」の開所式（2016年 10月 8 日） 
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団体名 ボルタグシニィ・ボドル 

設立年 2019年         

住所 アルハンガイ県エルデネボルガン郡第 4バグ 

電話番号 976-99339590,976-94339590         

E-mail bor.tagsh@yahoo.com 

URL/Facebook Бор тагшны бодол 

代表者名 A.ドゥルグーン、Ch.ウランツェツェグ 

活動内容  ボルタグシニィ・ボドルは非営利、如何なる政党、政治的力、宗教に属さない NGO

です。社会の第一単位で、人間の発達の基礎となる家族及び家族のメンバー、特に

子ども、女性の発展、保護、教育、保健分野の発展と持続性を支援するセミナー、

啓発活動を行うために、家族と社会の発展に実践的貢献をするのが目標です。 

目標のために下記の活動を行っています。 

А.自己開発、健康、教育、ファイナンス、裁縫、外国語、料理の職業訓練 

B.心理的及び法的アドバイス、援助 

C. 社会に向けた活動、福祉活動を行っている政府及び非政府、国際機関の職員に研

修を行う 

D.人権保護、人権侵害防止研修、啓発活動 

E.権利侵害後に保護対応サービスを行う 

F.人間開発、保護支援の人道活動を開催する 

G.健康、教育、開発、保護についての学術研究、調査活動を行い、調査結果を出す 

H.ボランティア活動を主催し、経験共有する。 

I.観光 

J.生徒間交流 

日本・各国との協力状況   

JICA との協力状況 JICA「モンゴルにおける子どもの権利・保護法成立後の要保護児童支援制度定着化

支援事業」フェーズ 1、2でセーブ・ザ・チルドレン・ジャパンと一緒にポジティブ・

ディシプリンの啓発、普及、実施の活動を行っています。 
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団体名 Open window of future 

設立年 2018年 

住所 ウランバートル市バヤンゴル区第 13 ホロー、ダコビジネスセンター802 号室 

電話番号 976-99878556 

E-mail openwindowftf@gmail.com 
batkhishig@f-openwindow.mn 

URL/Facebook  

代表者名 A.バトヒシグ 

活動内容  Open window of futureは、設立者たちが青少年、家族の発達、保護の分野で約

20 年間活動してきた国内外の経験に基づき、2018 年 8 月に NGO として設立しまし

た。 

 Open window of futureは確証に基づいた知識、調査に依拠し、青少年、家族の

発達、保護を支援し、権利を保護し、能力強化に貢献することを目的としています。

私たちは平等な参加、安全、人権、違いを尊重する原則を固守しています。 

 子どもの発達、参加 

 児童保護 

 思春期の若者の発達、参加 

 家族教育、発展 

 対象とする青少年の発達、保護 

 Open window of futureの対象者に向けた活動として障害、貧困、差別・偏見に

遭った人々、家族向けに活動を行っています。 

日本・各国との協力状況 2018年 

• 国連児童基金、教育文化科学省の依頼で、義務教育学校における子ども保

護政策の原本作成に顧問サービス 

• World Vison国際機関の依頼で、バヤンゴル区の 5つの学校、3 つの幼稚園

のすべての教職員向けに子ども保護研修  

2019年 

• アジア開発銀行の支援で行われた Universal Progress センター、公共建築

NGOと共同で、公共交通サービス改善使用評価 

• アジア開発基金、労働社会保障省、グリーン・イニシアティブ NGO の家族

青少年分野の職員能力強化案件に参加し、調査評価、人事戦略、ハンドブ

ック作成 

2020年 

• 国連児童基金、労働社会保障省の社会サービス人材能力強化プロジェクト

で行われた子ども保護における直接実践スタンダードプロジェクト、専門

的管理試験プロジェクト作成に顧問サービス 

2021年 

• 国連児童基金、家族青少年開発庁の依頼で、108 支援電話アドバイザーカ

ード作成に顧問サービス 

• World Visionのダルハンウール県のプログラムの依頼で「悪習慣の予防」

トレーナー育成研修 
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• 国連児童基金、労働社会保障省の支援で、子ども保護サービスを行う法人

を認証する新規規則案作成に顧問サービス 

• 国連児童基金、労働社会保障省の支援で、子ども保護法の改正、新規編集、

ソーシャルワーカーの道理法の初期案作成に顧問サービス 

JICA との協力状況  JICA の「モンゴルにおける子どもの権利・保護法成立後の要保護児童支援制度

定着化支援事業」で 2018 年に多職種専門家チームのソーシャルワーカー向けにハ

ンドブック作成、2019 年にケースマネージメントのトレーナー育成研修参加、フ

ァシリテーター研修に参加し、バヤンズルフ区第 16 ホローの若い保護者向けにフ

ァシリテーターとして 8回のセミナーを行いました。 

 
 

 

2021年 4月に開催された World Visonのダルハンウール県支局の依頼で行った「悪習慣予防」トレーナー育成オンラインセミナーの様子 

 
 

 
 

 

JICAとセーブ・ザ・チルドレン・ジャパンで開催したケースマネージメントのトレーナー育成研修を行う A.バトヒシグ代表 
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2021年 4月に開催された World Visonのダルハンウール県支局の依頼で行った「悪習慣予防」トレーナー育成オンラインセミナーの様子 

 
 

 
 

 

JICAとセーブ・ザ・チルドレン・ジャパンで開催したケースマネージメントのトレーナー育成研修を行う A.バトヒシグ代表 

 

 
 

ウランバートル市の家族青少年開発庁の融資で家族支援実験プログラム評価の際に、家族のメンバー、家族支援活動機関の代表とのミーティング 
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団体名 ナル・サル・オユー 

設立年 2013年 

住所 アルハンガイ県エルデネボルガン郡 

電話番号 976-96969644, 976-85156023 

E-mail nrentsendorj2@gmail.com, damba_avraa@yahoo.com 

URL/Facebook Avarzad Avraa, Рэнцэндорж Нарантуяа 

代表者名 D.アワルザド、R.ナラントヤ 

活動内容  ナル・サル・オユーは、住民と障害者の教育を向上させるために貢献し、プ

ログラムを実施し、子どもをリスクから予防する研修、セミナー、会合、面

接を開催する活動基本方針で活動しています。アルハンガイ県で研修や会合

を開催し、必要な住民に社会的・心理的支援を行っています。 
 2018年からアルハンガイ県で子ども保護、予防、リハビリ分野で多職種専門

家チームメンバーを能力強化し、協力しています。 

日本・各国との協力状況  スイス開発庁の融資により、国際移住機関の支援で「移住者を私たちは助ける」

プロジェクトを 6 か月間実施し、移住してきた住民に社会的・心理的支援を行って

きました。 

JICA との協力状況  アルハンガイ県で JICAが行っている「モンゴルにおける子どもの権利・保護法成

立後の要保護児童支援制度定着化支援事業」案件で、職員が「多職種専門家チーム

能力強化」「ポジティブ・ディシプリン」研修のトレーナーとして育成されました。

アルハンガイ県の家族青少年開発局と共同で、子ども保護の多種職専門家チームの

能力強化研修を共同開催しています。 

 
 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多職種専門家チームの能力強化 研修の様子 

 
団体名 ナル・サル・オユー 
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住所 アルハンガイ県エルデネボルガン郡 

電話番号 976-96969644, 976-85156023 

E-mail nrentsendorj2@gmail.com, damba_avraa@yahoo.com 

URL/Facebook Avarzad Avraa, Рэнцэндорж Нарантуяа 

代表者名 D.アワルザド、R.ナラントヤ 
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団体名 ウーマン・リーダー・ファウンデーション 

設立年 2000 年 

住所 ウランバートル市スフバートル区平和大通り UBH Center7―718 

電話番号 976-99099143; 976-99183611 
E-mail womanleaderfound@gmail.com  
URL/Facebook Эмэгтэй удирдагч сан  (Women Leader foundation) 
代表者名 Kh.ボルガン、M.ボロルマー 

活動内容  ウーマン・リーダー・ファウンデーションは、2000年に設立されました。 

ビビジジョョンン  

 ウーマン・リーダー・ファウンデーションは、社会に民主主義、正義、透明

性、良いガバナンスを社会で発展させるのに女性の参加を増やし、ジェンダー

の平等を確立し、女性の人権保護に貢献することをビジョンにしています。 

目目的的  

 ウーマン・リーダー・ファウンデーションは、ジェンダーの平等を確立し、

女性の人権を保護し、政治と決定機関における女性の参加と優等的立場を増や

し、良いガバナンスを開発するのに女性の能力向上を目的としています。 

原原則則  

 女性が社会を変えるのに参加する機会をつくる 

 政治に新しい評価、価値、傾向を開発する 

 良いガバナンスの見本となる 

 透明性がありオープンで、正義感があり、道理的であること 

 社会参加、多様な見解を重視する  

 社会に声を届け、啓発する 

 オープンな協力、パートナーシップを発展させる 

 ジェンダーの平等性を確立する 

目目標標  

 ジェンダー主義、ジェンダー政策、プログラム作成、実施に政策提言し、

モニタリング、評価を行い、提言書を作成する 

 女性の参加を増やすために、女性の能力を国家及び地域レベルで、すべ

ての分野において改善する 

 ジェンダーに基づく暴力反対、特に職場のセクハラ、人身売買の防止、

啓発 

活活動動形形態態 
 啓発 

 研修開催 

 ジェンダー評価、アドバイス 

 調査 

22002211～～22002233 年年のの活活動動方方針針 
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1. 女性の優等的立場、決定機関レベルにおける参加を増やすために、2000

年からプロジェクトを実施しています。 
2. 女性の権利保護、特に職場におけるセクハラを撲滅するために、2002年

から現在まで活動しています。 
3. 気候変動と女性、ジェンダー分野で 2017年から低所得者層の女性、子ど

もたち、家庭病院、県、地方に住む女性、国民議会と協力し、プロジェ

クトを実施しています。 
4. フェミニスト運動を拡大し、女性の権利保護分野で、若者世代を育成す

る活動を行っています。 
5. ジェンダー政策プログラムを作成する際のジェンダー調査を行う経験が

あり、また政策作成、決定機関レベルに政策提言活動を行っています。 
日本・各国との協力状況  ウーマン・リーダー・ファウンデーションは設立以来、アジア基金、世界銀

行、オープンフォーラム、国連開発計画、Mama Cash、Global Women’s fund、

Canada fund の支援で、プロジェクトを実施すると共に、Information center for 

Women’s Education in Japan から関連季刊誌を受け取っています。 

 2004 年に在モンゴル日本国大使館の草の根・人間の安全保障無償資金協力案

件で、シングルマザー向けに雇用を作り、小さい産業を興し、ウランバートル

市とボルガン県に研修センターを設立しました。 

JICA との協力状況  
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団体名  

思春期世代の発達センター 

設立年 2005年 

住所 ウランバートル市スフバートル区第 6 ホロー、バガトイロー、ノゴーンウルランタ

ウン 73―1ビル 

電話番号 976-11-324333、976-99028922 

E-mail enkhtuya@adc.org.mn 

URL/Facebook Өсвөр Үеийнхний Хөгжлийн Төв/ADC 
代表者名 D.エンフトヤ 

活動内容 目目的的:  
子どもや思春期の若者たち（12～22 歳）の発達、保護、社会参加の分野で国

内外の NGO、国際機関、政府機関と積極的に協力し、新規プロジェクトを地方の

チーム、ボランティアと共に開催し、効果的に実施することが私たちの目的で

す。 

活活動動分分野野:  
リスク下にある子どもや思春期の若者たちの権利、義務、参加、生活の知恵・

知識能力を高める様々な研修方法を作成し、実施し、社会で自立した正しい

人間になることを手伝う。 

青少年の将来の専門選択に役立つ助言・情報を与える。 

 子ども、家族との活動に興味がある地方の生徒、ボランティアを支援し、能

力強化し、参加を増やす。 

 子どもに対する暴力、人身売買や売春を防止する協力活動強化に貢献する。 

協協力力機機関関:  
 

モンゴルボランティア団体（2005年～） 

 

 

子どもの労働反対国家ネットワーク（2008年～） 

               

 

  すべての教育のために国家連合（2005年～） 

   

  人身売買防止 NGO国家ネットワーク（2008年～） 

 

   子どもの権利フォーラム（2019年～） 
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日本・各国との協力状況  

ECPAT - / End Child Prostitution Child Pornography  and Trafficking 

of Children for Sexual Purposes/ 

 

子どもをすべての性的搾取、人身売買から守る国際ネットワー

ク機関加盟、モンゴルにおけるコーディネーター機関として

2005 年から活動しています。 

  2014～2020 年に国際移住機関（IOM）と共同で、モンゴル国内で移住し

た家族と青少年の権利を保護し、知識情報を広め、地方行政機関、人々

と協力するプロジェクトを実施しました。 

 2012～2020年にカナダのドゥフレス

ネ・ゴッテリー基金の支援で、思春期の低所得

者層の女子を性的搾取や人身売買から保護する

「ドリーム・キー」プロジェクトを実施し、毎

年 25～30名の女子をリスクから保護し、将来の

正しい生活のために準備させるプロジェクトを実施してきました。 

JICA との協力状況  
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人権についての知識を持ち、違いを尊重し、ジェンダーについて理解するガールスカウト「虹の戦士たち」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権についての知識を持ち、違いを尊重し、ジェンダーについて理解するガールスカウト「虹の戦士たち」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権についての知識を持ち、違いを尊重し、ジェンダーについて理解するガールスカウト「虹の戦士たち」 
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団体名 女性、子ども開発センター 

設立年 2003年 

住所 ウランバートル市チンゲルテイ区第 2 ホロー、イフトイロー15．1 レンタロン 422

号室 

電話番号 976-94443347 

E-mail wcdc.mn@gmail.com 

URL/Facebook https://www.facebook.com/wcdc.mn 

代表者名 ブレンジャルガル 

活動内容  
シングルマザー、低所得者層の女性とその子どもたち、孤児の教育、健康を支援

し、生活の知恵を与え、研修を開催しています。 

 
日本・各国との協力状況  

グローバルファウンデーションの支援で HIV、結核プロジェクトを 2012 年に実施

しました。 

 
JICA との協力状況  
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団体名 リベラルウーマン知識基金 NGO  

設立年 
1992 年 

住所 ウランバートル市スフバートル区第 8ホロー、GB センター3階 302号室 

電話番号 976-77007999、976-99992552、976-95099699 

E-mail info@leos.mn 
URL/Facebook Либерал эмэгтэйчүүдийн оюуны сан 

代表者名 Ts.ブジドマー、G.デルゲルスレン 

活動内容  リベラルウーマン知識基金は 1992 年に設立され、21 の県に支部を持つ

全国規模の NGOです。 
 モンゴルにおける男女平等、社会のすべての分野で女性が能力、経験を

活かして参加できる社会の正当な制度を整えるのに、会員を通じて貢献

することを団体の目的にしてきました。 
 女性の優等性、政治参加、有権者教育の分野で活動し、人権、自由、社

会の平等、管理職における女性の参加を増やすために研修、調査、啓発

活動を行っています。 
 設立以来、管理職の女性数を増やし、国民社会団体の能力強化分野で、

継続的に 29 年目の活動を行っています。 
 モンゴルにおける住民社会参加に大きな影響を与える女性たちの NGO を

設立するのに、リベラルウーマン知識基金の貢献が不可欠で、リベラル

ウーマン知識基金から全 36の団体が支部として誕生し、活動を行ってい

ます。 
 リベラルウーマン知識基金は設立以来、政治の男女平等、女性の経済能

力向上、決定機関に住民参加を増やす、行政機関の活動、予算、資金、

調達過程の透明性を確保するために国民への情報開示を求め、国民社会

団体の能力強化のための多くの案件プログラムを実施してきました。 

日本・各国との協力状況  1994 年に日本と東アジアの女性たちの初フォーラムに、当団体の 5名の

代表団がモンゴルを代表し参加しました。 
 2002 年にさいたま市で行われたアジア女性フォーラムにモンゴルの女

性 NGO を代表し、当団体から 2名の代表が参加しました。 
 2013～2015 年に国連女性、ジェンダー平等基金の支援で「国家の発展に

女性の優越性」プログラムを実施し、650 名の立候補女性を育成し、有

権者教育支援、啓発活動で約 8,000 名と活動しました。 
 2016～2019 年にカナダ政府、アジア基金の支援で「賄賂のない社会のた

めに国民監査」プログラムを実施し、地方予算資金の調整、行政の購入

事業の 80近くの問題を選びモニタリングを行い、助言を提出しました。 
 2020 年にアメリカの開発実施庁、広報担当の支援で「若者、女性の政治、

選挙参加強化」案件を実施し、21の県で 5,000名近くの若者、女性を対

象に活動しました。 
 2020～2022 年に国連開発計画の支援で、モンゴル国政府顧問が実施して

いる「モンゴルにおける専門的、国民中心の政治形成」案件で「政府の
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ジェンダー平等」案件を実施しています。この案件で「女性の優越性の

総括的プログラム」を作成・実施し、将来行政分野で実施するために、

行政顧問の 2021年 5月 11 日閣議で承認されました。 

 行政におけるジェンダーの平等を確立し、管理職で働いている女性公

務員のキャリア開発を支援する目的のこのプログラムは、リーダーシッ

プ研修、メンタープログラム、コーチング研修といった 3つの構成で、

参加者を 3か月間研修に参加させ、知識と経験を積み、成功している行

政社会のお手本と新時代のリベラリストから学ぶチャンスをつくり、コ

ーチングの方法を学ばせています。この総合的プログラムに 2020年に 5

名、2021年 9、10、11月に 3グループ総勢 71名の女性公務員が参加し

ました。 

JICA との協力状況  
 

 

ジェンダー平等」案件を実施しています。この案件で「女性の優越性の

総括的プログラム」を作成・実施し、将来行政分野で実施するために、

行政顧問の 2021年 5月 11 日閣議で承認されました。 

 行政におけるジェンダーの平等を確立し、管理職で働いている女性公

務員のキャリア開発を支援する目的のこのプログラムは、リーダーシッ

プ研修、メンタープログラム、コーチング研修といった 3つの構成で、

参加者を 3 か月間研修に参加させ、知識と経験を積み、成功している行

政社会のお手本と新時代のリベラリストから学ぶチャンスをつくり、コ

ーチングの方法を学ばせています。この総合的プログラムに 2020年に 5

名、2021年 9、10、11月に 3 グループ総勢 71名の女性公務員が参加し

ました。 

JICA との協力状況  
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団体名 モンゴル女性労働支協会 NGO 
設立年 2014年 

住所 ウランバートル市第 1ホロー平和大通り 35、UBH center7階 701号室 
電話番号 976-70137083, 976-88683128 

E-mail Mwesf1@gmail.com 

URL/Facebook www.facebook.com/Монголын-Эмэгтэйчүүдийн-Хөдөлмөрийг-Дэмжих-Холб
оо-793447314190280 

代表者名 Shi.アリウナー 

活動内容  モンゴル女性労働支援協会は 2014 年に設立され、女性が就労し、収入を得る

のに如何なる暴力や圧力も受けずに、政治、社会、文化、社会の権利を完全に

有することができるという見解の上で、自発的に集まった、非営利、非政党の

非政府組織です。 

 私たちは女性の能力強化、女性の労働、経済活動への参加を増やし、政策決

定者に啓発するために研修、調査、政策提言活動を行い、ウブルハンガイ県、

フブスグル県に支部を置き、活動しています。 

日本・各国との協力状況  
JICA との協力状況  
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団体名 わたしの家協会 NGO所属「わたしの家」孤児院 

設立年 1998年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区第 26ホロー、イフモンゴル地区 901番棟 1 号室 

電話番号 976-91913482 , 976-90903482  

E-mail Enhtsetseg972@yahoo.com  

URL/Facebook Enhtsetseg Aaya Taij 

代表者名 N.ガーマー 

活動内容 孤児に対する養護、福祉活動を行っています。 

日本・各国との協力状況  1998 年から東京大学教授が「わたしの家協会 NGO」の G.エンフツェツェグ代表ら

と低所得者層の子ども、家出した子ども、障害児、シングルマザーについて 5 年間

調査を行い、14 世帯 18 名の子ども、10 世帯の母子家庭に援助・支援を行ってきま

した。 

 2003 年から 1～3 歳の 8 名の子どもたちを受け入れ、ウランバートル市子ども保

護国家センター提言書特別許可に従い、24時間体制で 4名の職員と「ゲル・エージ」

福祉センターを開所しました。 現在、1～21歳の 42 名がここで生活しています。 

JICA との協力状況  
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団体名 モンゴル SOS子どもの村 

設立年 2002年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区第 16ホロー、16地区ウラーンホアラン通り 1 

電話番号 976-11-451702 

E-mail Sos.Mongolia@sosmon.mn 

URL/Facebook  

代表者名 Ts.ツェレンダワー 

活動内容  SOS子どもの村インターナショナルは、72年間子ども向け福祉サービスの 1つ

である家族に基づいたサービスを、世界の何百万の子どもたちに行ってきまし

た。同団体のモンゴル支部モンゴル SOS子どもの村は、2002年から活動を行って

いて、現在約 2,400名の子どもを対象に、安全な家庭環境で生活し、教育を受け、

社会で自立して生活できる個人にするとともに、子どもが家族から離れるリスク

を予防し、家族を支援しています。 

 19年間にモンゴル SOS子どもの村は、青少年、家族の変わりゆくニーズに合わせ

て活動を広めてきました。 現在私たちは 2つの SOS子どもの村、2 つの若者対象サ

ービス、1 つの家族支援プログラムを通じて、援助、支援が必要な青少年と家族を

対象にサービスを行っています。 

 SOS 子どもの村で生活している子どもたちは、普通の家族と同様に SOS のお母さ

んと一緒に生活し、幼稚園、小学校に通うと共に、NGO が主催している補講授業（数

学、モンゴル語など）、チェス、歌、ダンスのクラブにも通っています。子どもたち

は 1つの家族として一緒に生活しています。 

 若者対象サービスで生活している若者たちは、NGO が主催しているセミナー、活

動に参加し、将来自立して生活する生活の知恵、能力を学び、社会におけるマナー、

コミュニケーション能力を学ぶなどのセミナー、活動に参加しています。 

 家族支援プログラムでは、子どもが両親、兄弟と一緒に参加し、同プログラムで

開催している教育、保健、セミナー、カウンセリング、援助、支援などの活動の対

象になります。また両親が裁縫や木工の研修に参加することで、子どもや家族に服

を作ってあげる、自分の家の修理など多くのことを自立してできるようになります。

これは将来、その家族の経済状況にもプラスの影響を与え、子どもが家族と一緒に

生活するチャンスをつくっています。 

日本・各国との協力状況  

JICA との協力状況  

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

団体名 モンゴル SOS子どもの村 

設立年 2002年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区第 16ホロー、16地区ウラーンホアラン通り 1 

電話番号 976-11-451702 

E-mail Sos.Mongolia@sosmon.mn 

URL/Facebook  

代表者名 Ts.ツェレンダワー 

活動内容  SOS子どもの村インターナショナルは、72年間子ども向け福祉サービスの 1つ

である家族に基づいたサービスを、世界の何百万の子どもたちに行ってきまし

た。同団体のモンゴル支部モンゴル SOS子どもの村は、2002年から活動を行って

いて、現在約 2,400名の子どもを対象に、安全な家庭環境で生活し、教育を受け、

社会で自立して生活できる個人にするとともに、子どもが家族から離れるリスク

を予防し、家族を支援しています。 

 19年間にモンゴル SOS子どもの村は、青少年、家族の変わりゆくニーズに合わせ

て活動を広めてきました。 現在私たちは 2つの SOS子どもの村、2 つの若者対象サ

ービス、1 つの家族支援プログラムを通じて、援助、支援が必要な青少年と家族を

対象にサービスを行っています。 

 SOS 子どもの村で生活している子どもたちは、普通の家族と同様に SOS のお母さ

んと一緒に生活し、幼稚園、小学校に通うと共に、NGO が主催している補講授業（数

学、モンゴル語など）、チェス、歌、ダンスのクラブにも通っています。子どもたち

は 1 つの家族として一緒に生活しています。 

 若者対象サービスで生活している若者たちは、NGO が主催しているセミナー、活

動に参加し、将来自立して生活する生活の知恵、能力を学び、社会におけるマナー、

コミュニケーション能力を学ぶなどのセミナー、活動に参加しています。 

 家族支援プログラムでは、子どもが両親、兄弟と一緒に参加し、同プログラムで

開催している教育、保健、セミナー、カウンセリング、援助、支援などの活動の対

象になります。また両親が裁縫や木工の研修に参加することで、子どもや家族に服

を作ってあげる、自分の家の修理など多くのことを自立してできるようになります。

これは将来、その家族の経済状況にもプラスの影響を与え、子どもが家族と一緒に

生活するチャンスをつくっています。 

日本・各国との協力状況  

JICA との協力状況  

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

団体名 モンゴル SOS子どもの村 

設立年 2002年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区第 16ホロー、16地区ウラーンホアラン通り 1 

電話番号 976-11-451702 

E-mail Sos.Mongolia@sosmon.mn 

URL/Facebook  

代表者名 Ts.ツェレンダワー 

活動内容  SOS子どもの村インターナショナルは、72年間子ども向け福祉サービスの 1つ

である家族に基づいたサービスを、世界の何百万の子どもたちに行ってきまし

た。同団体のモンゴル支部モンゴル SOS子どもの村は、2002年から活動を行って

いて、現在約 2,400名の子どもを対象に、安全な家庭環境で生活し、教育を受け、

社会で自立して生活できる個人にするとともに、子どもが家族から離れるリスク

を予防し、家族を支援しています。 

 19年間にモンゴル SOS子どもの村は、青少年、家族の変わりゆくニーズに合わせ

て活動を広めてきました。 現在私たちは 2つの SOS子どもの村、2 つの若者対象サ

ービス、1 つの家族支援プログラムを通じて、援助、支援が必要な青少年と家族を

対象にサービスを行っています。 

 SOS 子どもの村で生活している子どもたちは、普通の家族と同様に SOS のお母さ

んと一緒に生活し、幼稚園、小学校に通うと共に、NGO が主催している補講授業（数

学、モンゴル語など）、チェス、歌、ダンスのクラブにも通っています。子どもたち

は 1つの家族として一緒に生活しています。 

 若者対象サービスで生活している若者たちは、NGO が主催しているセミナー、活

動に参加し、将来自立して生活する生活の知恵、能力を学び、社会におけるマナー、

コミュニケーション能力を学ぶなどのセミナー、活動に参加しています。 

 家族支援プログラムでは、子どもが両親、兄弟と一緒に参加し、同プログラムで

開催している教育、保健、セミナー、カウンセリング、援助、支援などの活動の対

象になります。また両親が裁縫や木工の研修に参加することで、子どもや家族に服

を作ってあげる、自分の家の修理など多くのことを自立してできるようになります。

これは将来、その家族の経済状況にもプラスの影響を与え、子どもが家族と一緒に

生活するチャンスをつくっています。 

日本・各国との協力状況  

JICA との協力状況  
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団体名 モンゴル女性法律家協会 

設立年 1992年 

住所 ウランバートル市スフバートル区第 6 ホロー、若者通り 2/1 

電話番号 976-99115479, 976-99272868, 976-1322212 

E-mail Mwla1992@gmail.com, badraadolgor@gmail.com 

URL/Facebook Монголын Хуульч Эмэгтэйчүүдийн Холбоо 

代表者名 B.ドルゴル 

活動内容  モンゴル女性法律家協会は、法律家専門の女性たちが集まり、すべての県と区

に会員と支部を有し、社会向けサービスを行う NGOであり、来年 30周年を迎えま

す。理事会会員 19名、監査顧問 3 名の幹部で構成されています。 

 モンゴルにおける法改革と法制度を進化させ、ジェンダーの平等性、国民の法

的知識を高めるのに貢献する目的で法的サービス、法教育、政策提言、調査、法

案作成の分野で活動してきました。家庭内暴力防止法、人身売買防止法、ジェン

ダーの権利平等法案を作成し、国民、家族、労働などの法律を改正し、人権、ジ

ェンダー、反汚職の方針で政策、プログラムを作成し、法律、政策の実施に調査

を行い、ジェンダーの詳細な調査を行い、自然保護に国民の参加を増やすなどの

分野で活動を行っています。 

日本・各国との協力状況  協会が設立された 1992年に、初めて日本の女性法律家をモンゴルに招待し、協

力関係を築き、これが国際協力のスタートになったことを、私たちは誇りに思っ

ています。この協力の一環で、モンゴルの法律家女性らが 1994年に日本で視察旅

行を行い、専門機関の経験を調査し、関係を確立しました。また、1 名の職員が

日本の修士課程で学びました。 

 モンゴル女性法律家協会は国際女性裁判官協会の会員で、定例会議に継続的に

参加しています。韓国、台湾の女性法律家協会と姉妹関係のほか、国際会議、協

議会に常に参加しています。国際機関と常に協力を発展させてきた例を述べると、

世界女性基金、国連開発計画、国連人口基金、EU、ILO、世界銀行、アジア開発銀

行、ドイツの GIZ、アメリカの USAID、オーストラリアの AusAID、国際移住機関

（IOM）、スウェーデン開発庁、チェコ開発庁、国際法機関 IDLO、ソロス基金、カ

ナダ基金、アジア基金、チェコの people in need、MercyKorps、ノルウェーの援

助機関、ドイツ、オランダの大使館などの機関と協力し、毎年 1～2 件のプロジェ

クトを実施してきました。 

JICA との協力状況  
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団体名 フグジリーン・ヘルヘーNGO 

設立年  2006年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区第 19ホロー、ツァイズ 49番通り 8号 

電話番号 976-91193364,976-91091206 

E-mail Hogjliinhelhee_center@yahoo.com 

URL/Facebook Development Alliance 

代表者名 A.ドルゴル 

活動内容  2006～2009 年にアルコール依存の 10 世帯、2009～2011 年に養育者のいない子ど

もとその家族、2011～2021年にリスク下にある子どもたちとその家族を対象に、活

動してきました。 

行っているサービス； 

 社会福祉サービス 
 子どもの発達 
 社会参加 
 心理カウンセリング 
 メンタルケア 
 子どもデイサービス 

日本・各国との協力状況 2009年 ILO 

2012年カナダ基金 

2013年カナダのドゥフレネ・ゴリエトリー基金 

2020年韓国の KOIKA 

2021年 World Vision 

JICA との協力状況  
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団体名 児童発達支援センター 

設立年 2009年 

住所 ウランバートル市バヤンゴル区第 17ホロー、アマルバヤスガラン通り 7、ゴルワン・

エルデネ教師大学 101号室 

電話番号 976-99275022 

E-mail amandakh5022@yahoo.com;  nmandah5022@gmail.com; 

URL/Facebook  
代表者名 A.ナランマンダフ 

活動内容 1. 就学事前教育改革政策の一環で、教育科学省就学事前教育担当部、国連

児童基金、ゼーブ・ザ・チルドレン・ジャパン・モンゴル事務所と共同

で、就学事前教育を受けていない子どもの両親、保護者にセミナー、ハ

ンドブック作成、啓発活動を継続的に行っています。 
2. 教育科学省の戦略的政策計画局の意向で、就学事前教育機関の教育環境

スタンダードを作成し、モンゴル規格度量衡庁が承認し、各幼稚園をこ

れに従い運営しています。 
3. モンゴル教員研修センター（ITPD）の許可で、2011 年から幼稚園の幹部、

幼稚園教諭、教諭アシスタントらの能力向上研修、アドバイス支援、メ

ンタル活動を行っています。 
4. 2010 年から幼稚園教諭アシスタント育成研修を、2021年 3月まで自立的

に行った経験があります。2021年 6月からゴルワン・エルデネ教育大学

の幼稚園教諭アシスタント育成研修を担当しています。 
5. 国連児童基金「児童の総合的発達」プロジェクトの一環で、トレーナー

向けハンドブック、両親向けアドバイスブック、シリーズ教育モジュー

ルを作成し、バヤンホンゴル県、ウヌムゴビ県、ゴビアルタイ県、ザブ

ハン県の 8つの郡、バヤンズルフ区第 17ホローの両親、保護者と活動す

るトレーナーの育成、県のアドバイスチームの育成能力向上研修活動を

管理しています。プロジェクト期間は 2021 年 3 月～2022 年 5 月までで

す。 
日本・各国との協力状況  
JICA との協力状況  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
団体名 児童発達支援センター 

設立年 2009年 

住所 ウランバートル市バヤンゴル区第 17ホロー、アマルバヤスガラン通り 7、ゴルワン・

エルデネ教師大学 101号室 

電話番号 976-99275022 

E-mail amandakh5022@yahoo.com;  nmandah5022@gmail.com; 

URL/Facebook  
代表者名 A.ナランマンダフ 

活動内容 1. 就学事前教育改革政策の一環で、教育科学省就学事前教育担当部、国連

児童基金、ゼーブ・ザ・チルドレン・ジャパン・モンゴル事務所と共同

で、就学事前教育を受けていない子どもの両親、保護者にセミナー、ハ

ンドブック作成、啓発活動を継続的に行っています。 
2. 教育科学省の戦略的政策計画局の意向で、就学事前教育機関の教育環境

スタンダードを作成し、モンゴル規格度量衡庁が承認し、各幼稚園をこ

れに従い運営しています。 
3. モンゴル教員研修センター（ITPD）の許可で、2011 年から幼稚園の幹部、

幼稚園教諭、教諭アシスタントらの能力向上研修、アドバイス支援、メ

ンタル活動を行っています。 
4. 2010 年から幼稚園教諭アシスタント育成研修を、2021年 3 月まで自立的

に行った経験があります。2021 年 6月からゴルワン・エルデネ教育大学

の幼稚園教諭アシスタント育成研修を担当しています。 
5. 国連児童基金「児童の総合的発達」プロジェクトの一環で、トレーナー

向けハンドブック、両親向けアドバイスブック、シリーズ教育モジュー

ルを作成し、バヤンホンゴル県、ウヌムゴビ県、ゴビアルタイ県、ザブ

ハン県の 8 つの郡、バヤンズルフ区第 17ホローの両親、保護者と活動す

るトレーナーの育成、県のアドバイスチームの育成能力向上研修活動を

管理しています。プロジェクト期間は 2021 年 3 月～2022 年 5 月までで

す。 
日本・各国との協力状況  
JICA との協力状況  
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団体名 モンゴル女性基金 

設立年 2000 年 

住所 ウランバートル市スフバートル区バガトイロー、第 6ホロー、48番棟 305号室 

電話番号 976-77119991 
E-mail info@mones.org.mn 
URL/Facebook MongolianWomensFund  
代表者名 B.アグニ 

活動内容  モンゴル女性基金は女性たちの非政府組織で、地方の団体に財政及び技術支

援を行うことで、女の子と女性を強くし、社会改革を行うことを目的としてい

る NGO です。この 20 年間、モンゴル女性基金は、200 万 USD 相当の全 752 の給

付金を下記に供与しました。 

 フェミニスト活動家、人権保護活動家、女性、女の子自身が管理する機関、

女性リーダーによる地方住民に依拠した団体 
 社会で差別を受けた、サービスが届かない女性と女の子、その中でも特に貧

しい、若い母親たち  
 ジェンダーに基づく暴力、中でも性的暴行に遭った女の子たち 
 全国及び地方レベルにおける女性リーダー、決定者 
 女性実業家、小規模ビジネス実業家 
 自然環境の不正な状況、気候変動、鉱山事業の悪影響を受けた田舎の女性、

地方住民 

これらの給付金を実施するのに貧困や、田舎の遠隔地に住む女性、女の子が

収入を得られる活動に財政的直接支援、ジェンダーに基づく暴力被害者保護施

設の活動経費を融資し、鉱山事業の悪影響を受けた地方住民の権利保護戦略的

弁護を行い、女性リーダーの住民社会及び地方住民団体の能力強化、職場にお

けるハラスメント、中でもセクハラを予防する政策提言を行い、全国及び地方

レベルで法律作成者、政策策定者と活動するのに支援を行ってきました。 

日本・各国との協力状況 
 The Global Fund for Women、MamaCashは、モンゴル女性基金設立時から手を

差し伸べた初めての機関で、2001 年に 57,000USD の支援を供与しました。政府

の融資団体、女性基金、国連及び EUなどの国際機関の信託基金、国内企業から

資金調達し財源を拡大しています。 

JICA との協力状況  
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団体名 社会パートナーシップネットワーク NGO 

設立年 2004年 

住所 ウランバートル市チンゲルテイ区第 4 ホロー、バガトイロー18/1-10 

電話番号 976-11-329888, 976-99192169,976- 99030762 

E-mail nts2019rsc@gmail.com, tsevelmaaenkhtuya@gmail.com  

URL/Facebook Social Partnership network/Нийгмийн Түншлэлийн Сүлжээ/ 
代表者名 Ts.エンフトヤ 

活動内容 社会パートナーシップネットワークは、住民、団体、職員、地方団体のパートナ

ーシップ、協力を発展させ、地方の社会、経済の持続的発展を支援する目的の NGO

です。社会パートナーシップネットワークは、デンマーク・モンゴル協会が社会の

低所得者層に社会福祉、サービスを行い、ソーシャルワーカーを育成する過程で誕

生し、地方のソーシャルワーカーの協力、パートナーシップの成果として 2004年に

設立されました。同団体はメンバー約 2,000名、県、首都の地区の全 12か所に支部

があります。 

保護下にない子どもたちに学習の機会を与えて専門を身につけさせ、低収入世帯

住民の能力強化、貧困をなくすのに貢献し、地方で住民の社会団体を強化する案件

を実施し、約 400の貯蓄信用機関を設立しました。これに基づき約 200のマイクロ、

小規模ビジネス実業家の能力強化、特許権や許可所有企業、組合を設立しました。

地方で社会パートナーシップネットワーク、その支部を強化し、人々に知られるよ

うになりました。社会パートナーシップネットワークは、オランダ国際開発機関及

び CISU から財政援助を得てきました。また、デンマーク・モンゴル協会と効果的に

協力してきました。 

社会パートナーシップネットワークは 12 の支部で住民に研修、アドバイスを行

い、貯蓄信用機関を設立し、団体の能力強化、社会及び啓発活動を行っています。 

日本・各国との協力状況 デンマークの NGO と長年協力しています。2000 年に保護下にない 10 名ほどの子

どもが専門研修を受ける際に、日本の支援団体と協力しました。 

JICA との協力状況  
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団体名 モンゴル女性生活センター 

設立年 2005 年 

住所 ウランバートル市スフバートル区第 8ホロー、バガトイロー1、アマル通

り 22a 、302 

電話番号 976-99818199, 976-99277083,976-85818199 
E-mail Jambaladya500@gmail.com, dariatt567@gmail.com 
URL/Facebook ЖамбалАдъяа, Daria Tsetsegdari 
代表者名 J.アディヤ 

活動内容 私たちは母子家庭、障害者、高齢者、低所得者層の女性たちを支援し、

彼女たちのスポーツ、文化芸術の機会を提供し、研修や会合を開き、プ

ログラムを作成し、同様の目的を持った団体と協力しています。 

私たちはモンゴル女性基金、アドラ基金、人権フォーラム、モンフェ

ムネト、バヤンゴル区、ハンウール区、スフバートル区、バヤンズルフ

区の区長、警察、ソーシャルワーカー、バヤンホンゴル県ボーツァガー

ン郡、フブスグル県ムルンに住んでいる女性たち、県庁所在地の管理職

らと共同で、対象となる女性たちに研修を行い、果実や野菜（じゃがい

も、キャベツ、にんじん、玉ねぎ、にんにく）を栽培し、家庭で消費す

るほか販売し、世帯収入を増やすことにつなげています。 

また、法律についてインタビューを行い、意見を届ける活動をしてい

ます。社会発展の効果を改善するのに、住民の社会参加を増やすオンラ

イン研修に参加し、インタビューを行いました。 

日本・各国との協力状況  

JICA との協力状況  

 

 

 

 
団体名 モンゴル女性生活センター 

設立年 2005 年 

住所 ウランバートル市スフバートル区第 8 ホロー、バガトイロー1、アマル通

り 22a 、302 

電話番号 976-99818199, 976-99277083,976-85818199 
E-mail Jambaladya500@gmail.com, dariatt567@gmail.com 
URL/Facebook ЖамбалАдъяа, Daria Tsetsegdari 
代表者名 J.アディヤ 

活動内容 私たちは母子家庭、障害者、高齢者、低所得者層の女性たちを支援し、

彼女たちのスポーツ、文化芸術の機会を提供し、研修や会合を開き、プ

ログラムを作成し、同様の目的を持った団体と協力しています。 

私たちはモンゴル女性基金、アドラ基金、人権フォーラム、モンフェ

ムネト、バヤンゴル区、ハンウール区、スフバートル区、バヤンズルフ

区の区長、警察、ソーシャルワーカー、バヤンホンゴル県ボーツァガー

ン郡、フブスグル県ムルンに住んでいる女性たち、県庁所在地の管理職

らと共同で、対象となる女性たちに研修を行い、果実や野菜（じゃがい

も、キャベツ、にんじん、玉ねぎ、にんにく）を栽培し、家庭で消費す

るほか販売し、世帯収入を増やすことにつなげています。 

また、法律についてインタビューを行い、意見を届ける活動をしてい

ます。社会発展の効果を改善するのに、住民の社会参加を増やすオンラ

イン研修に参加し、インタビューを行いました。 

日本・各国との協力状況  

JICA との協力状況  
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団体名 バダムリャンファ子どもセンター 

設立年 1995 年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区第 20ホロー、ガチョールト、バガアム 2-32 

電話番号 976-99789750, 976-99132100 
E-mail info@lotuschild.org 
URL/Facebook Lotus children center mongolia 
代表者名 B.ボロルマー 

活動内容 
バダムリャンファ子どもセンター、1995 年から子ども養護福祉活動を行って

いる非政府組織の孤児院です。現在、2～18 歳の 69 名の子どもたちが生活して

います。寄付や支援で運営が成り立っています。 

日本・各国との協力状況 オランダ、オーストラリア、イギリスから個人で継続的に支援している方々

がいます。 

JICA との協力状況  

 

                         

          
                                                                                                  

 

団体名 バダムリャンファ子どもセンター 

設立年 1995 年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区第 20 ホロー、ガチョールト、バガアム 2-32 

電話番号 976-99789750, 976-99132100 
E-mail info@lotuschild.org 
URL/Facebook Lotus children center mongolia 
代表者名 B.ボロルマー 

活動内容 
バダムリャンファ子どもセンター、1995 年から子ども養護福祉活動を行って

いる非政府組織の孤児院です。現在、2～18 歳の 69 名の子どもたちが生活して

います。寄付や支援で運営が成り立っています。 

日本・各国との協力状況 オランダ、オーストラリア、イギリスから個人で継続的に支援している方々

がいます。 

JICA との協力状況  

 

                         

          
                                                                                                  

 

団体名 バダムリャンファ子どもセンター 

設立年 1995 年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区第 20 ホロー、ガチョールト、バガアム 2-32 

電話番号 976-99789750, 976-99132100 
E-mail info@lotuschild.org 
URL/Facebook Lotus children center mongolia 
代表者名 B.ボロルマー 

活動内容 
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団体名 バダムリャンファ子どもセンター 

設立年 1995 年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区第 20 ホロー、ガチョールト、バガアム 2-32 

電話番号 976-99789750, 976-99132100 
E-mail info@lotuschild.org 
URL/Facebook Lotus children center mongolia 
代表者名 B.ボロルマー 

活動内容 
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JICA との協力状況  

 

                         

          
                                                                                                  

 

団体名 バダムリャンファ子どもセンター 

設立年 1995 年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区第 20 ホロー、ガチョールト、バガアム 2-32 

電話番号 976-99789750, 976-99132100 
E-mail info@lotuschild.org 
URL/Facebook Lotus children center mongolia 
代表者名 B.ボロルマー 

活動内容 
バダムリャンファ子どもセンター、1995 年から子ども養護福祉活動を行って

いる非政府組織の孤児院です。現在、2～18 歳の 69 名の子どもたちが生活して

います。寄付や支援で運営が成り立っています。 

日本・各国との協力状況 オランダ、オーストラリア、イギリスから個人で継続的に支援している方々
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団体名 よい未来のために NGO 

設立年 2008年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区第 5 ホロー、モネル 26通り 576 

電話番号 976-91641006,976- 99778695,976- 96644284 

E-mail Oyunaa1957@gmail.com,  Ssuk358@gmail.com  

URL/Facebook  
代表者名 J.オユンビレグ 

活動内容  私たちは 3つの分野で活動を行っています。 

1. 子ども発達センター：2～7 歳の 25 名の子どもたちが、このセンターを

利用しています。また、母子家庭の子どもと低所得者層の子どもたちが

利用しています。 
2. シングルマザー支援：若いシングルマザーに無料で住まいを提供し、職

場を紹介し、住まいと自立した生活のチャンスに導いています。 
3. デイケア：面倒を見る人がいない子どもたち、アルコール依存症の両親

を持つ子供たち、低所得者層の子どもたち向けのデイケア。デイケアに

来て、温かい料理を食べ、宿題をし、お風呂に入り、快適な環境にて、

ソーシャルワーカーの専門サービスを受けることができます。 
日本・各国との協力状況  
JICA との協力状況  
 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
団体名 よい未来のために NGO 

設立年 2008年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区第 5ホロー、モネル 26通り 576 

電話番号 976-91641006,976- 99778695,976- 96644284 

E-mail Oyunaa1957@gmail.com,  Ssuk358@gmail.com  

URL/Facebook  
代表者名 J.オユンビレグ 

活動内容  私たちは 3 つの分野で活動を行っています。 

1. 子ども発達センター：2～7 歳の 25 名の子どもたちが、このセンターを

利用しています。また、母子家庭の子どもと低所得者層の子どもたちが

利用しています。 
2. シングルマザー支援：若いシングルマザーに無料で住まいを提供し、職

場を紹介し、住まいと自立した生活のチャンスに導いています。 
3. デイケア：面倒を見る人がいない子どもたち、アルコール依存症の両親

を持つ子供たち、低所得者層の子どもたち向けのデイケア。デイケアに

来て、温かい料理を食べ、宿題をし、お風呂に入り、快適な環境にて、

ソーシャルワーカーの専門サービスを受けることができます。 
日本・各国との協力状況  
JICA との協力状況  
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団体名 モンゴル教育協会 

設立年 2004年 

住所 ウランバートル市スフバートル区第 1 ホロー、チンギス通り 15/1 

電話番号 976-11-310663, 318149, 324285 

E-mail info@mea.org.mn  

URL/Facebook Website: www.mea.org.mn  

代表者名 B.バトジャルガル 

活動内容  モンゴル教育協会は、2004年 8 月に設立されたモンゴルの教育分野で継続的に活

動を行っている NGO です。モンゴル教育協会の目的は、モンゴルの若者たちに包括

的で平等な質の高い教育を行うために、効果的なパートナーシップを発展させ、政

策に提言し、教育機関、参加者側の能力を強化することです。この目的で学校、教

師の発展を支援する「オープンな学校」プログラム、児童の発達を支援する「Step by 

Step」プログラム、思春期の若者たちの発達を支援する「青少年」プログラムで社

会参加、平等な価値に基づく学校、幼稚園の発展に貢献し、子ども中心でアクティ

ブな方法を普及させ、青少年参加及び意見表明の権利を支持し、児童の発達に両親

と社会のかかわりを増やし、質の調査と評価を行い、全国的に活動を行っています。 

 モンゴル教育協会は児童の成長、青少年の発達、学校教師の発達を支援する 3 つ

の基本的プログラム、平等な教育という方面で設立されてから 17年間、モンゴルの

すべての義務教育学校で活動してきました。 

 モンゴル教育協会は、次の方針で学校と幼稚園教育分野に支援を行い、協力して

います。 

- 就学事前教育、初等中等教育の質、普及を高める。 

- 平等性、社会における創造的参加を高める。学校マネージメントで学校の発展を

支援する。 

- 子ども中心でアクティブな、新しい方法を普及させる。子どもと接する教師、保

護者にアクティブで創造的な思考の学習方法を広める。 

- 両親の教育、児童の発達における両親の参加、両親を通じた就学準備をする。 

- 教師の専門の継続的な発達を支援する新しい方法を試し、広める。 

- 子どもの参加と見解を表明する権利を支援し、課外活動を豊かにする。 

- 教育の普及、質、権利の平等、一般的責任を強化させるに当たり直面している問

題を調査で明らかにし、教育分野と社会に広める。 

- 平等な教育、教育の質、教師の専門発展、効果的ガバナンス、証拠に基づいた政

策過程を発展させ、支援する啓発活動を広める。 

日本・各国との協力状況  モンゴル教育協会は、国内外の多くのネットワークと一つになり、新しいアイデ

ィア、活動、内容、方法をモンゴルに根付かせ、自らの方法や経験を他の国に広め

積極的に協力しています。 

加盟団体:  
- International Step by Step Association（児童の発達、教育分野で活

動しているユーロアジアネットワーク） 
- Network of Education Policy Center（調査、政策提言活動をしている

東・中央ヨーロッパ、中央アジア、モンゴルを含んだネットワーク） 
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-   International Consortium for RWCT（創造的な読み書き能力を発達さ

せる） 
- Asia South Pacific Association for Basic and Adult Education（地

域で学び教育する権利、質の高い教育、生涯教育、成人の教育のための

活動を各国、地域、世界規模で行っている） 
- International Debate Education Association   

- Central Asia and Mongolia Initiative on Early Childhood Education 

and Development 
 2010 年、2013年に教育科学省、労働社会保障省及び学校、幼稚園の代表ら向けに

日本の教育制度、幼稚園、学校視察スタディツアーを開催しました。 

JICA との協力状況  2006～2009 年に JICA が実施した「子どもの発達を支援する指導法改善プロジェ

クト」及びその後 2010～2013年に実施したフェーズ 2 のプロジェクトと協力し現地

調査を行いました。 
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団体名 ハイル・エルデム・ビリグ NGO 

設立年 2020年 

住所 ウランバートル市バヤンゴル区第 17ホロー、76番ビル 28号室 

電話番号 976-98225566 

E-mail hayir.erdem.bilge@gmail.com 

URL/Facebook https://hayirerdem.org/contact-us/ 

代表者名 サリフ マルハバ 

活動内容  「進歩的な若者、明るい未来」という目的の下、現代の ITインフラを改革し、

国際的スタンダード水準にし、母国の未来である若者たちの目的を果たす懸け橋

になるために支援し、手を差し伸べる、社会的弱者のための団体です。 

教育総合サービス 

* 教育システム 

* IT インフラ 

* 他国の国立図書館の電子サービス、経験を研究する 
 * 現在勤務している専門家らに必要な能力習得の研修に段階的に参加させる 
* IT、外国語、その他必要な専門家らを呼ぶ 

日本・各国との協力状況 イギリス、トルコ、オランダの NGOと協力し、プロジェクトを実施しています。 

JICA との協力状況  
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団体名 Mongolian Association of Lesson Study (MALS) 

設立年 2013年 

住所 ウランバートル市スフバートル区第 8ホロー、教師開発宮殿 

電話番号 976-94490108, 976-99231521 

E-mail mals.mongolia@gmail.com 

URL/Facebook Web: mals.mn 

FB: Монголын хичээлийн судалгааны нийгэмлэг 

代表者名 B.ヒシグバヤル、N.オユンツェツェグ 

活動内容 目目的的:モンゴルの教育における授業研究方法を研究・開発するために、子どもを発達さ

せる新しい方法技術を提供し、全国規模で広め、教師の専門性の継続的発達、学校マネ

ージメント向上のために、教育の質を改善することを目的にしています。 

活動: 

• 授業研究分野で研修を開催し、調査を行う。 

• 子ども中心の平等な参加、デジタル技術を活用した教育の新しい方法を試し、効果を

話し合い、広める。 

•  教師、両親向けのオンラインプラットフォームを開発し、ビデオ動画作成、オープ

ンサイトをつくる。 

• 教員養成大学、義務教育学校との協力を広げるために、授業研究、子どもの発達支援

方法、技術を提供し、全国規模で広める。 

• 授業研究方法の対面及びオンライン研修を開催し、モニタリングを行い、カウンセリ

ング、広報活動、国内外の経験を研究する。 

• 授業研究方法分野で高度に専門習得した専門家（エキスパート、顧問、トレーナーな

ど）を育成する。 

• 授業研究方法を発展させるために、外国の授業研究協会と協力、関係を拡大し、国際

（WALS）及びその他学術研究会議に参加し、会議を開催し、経験を共有する。 

 • 授業研究方法のために、日本及びその他の国で研修に参加する。 

• 学校が教師の専門向上事業を発展させ、学校マネージメントを改善する。 

• 教育省管轄教師専門向上研究所と共同で、学術研究フォーラムを毎年開催する。 

日本・各国との協力状況  日本の大学（東京学芸大学、埼玉大学、岡山大学）の教授らから助言をいただき、義

務教育学校訪問・経験共有のために 2014 年以降、毎年（7 年間で約 100 名の教師、校

長）日本で研修を行いました。WALS（World Association of Lesson Sutdy）主催の国

際学術会議に 2015～2019年に出席し、発表しました。 

JICA との協力状況  JICA と次の案件で協力しました。 

1) 子どもの発達を支援する指導法改善プロジェクト（2006～2009 年） 

2) 子どもの発達を支援する指導法改善プロジェクトフェーズ 2（2010～2013年） 

3) 「児童中心型教育支援プロジェクト（PROCESS）」（2016～2019年） 

 2013 年 8月 21日にこれらの案件で活動した大学、義務教育学校、専門機関の代表が

提案し、同協会を設立しました。JICA が実施した案件の持続性を確保し、モンゴルに

おける授業研究を全国規模で広めるために、教育の質を改善する目的で設立しました。 

 2020～2021年に JICAからの依頼で「授業改善マネージメント」ビデオ作成作業を遂

行しました。この作業の一環で、授業改善 PDCA モデルを作成し、オープンな情報源と

して利用し、授業で広めています。 
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団体名 国民教育センター 

設立年 1992年 

住所 ウランバートル市チンゲルテイ区 MN Tower（チンギス映画館南側）15階 1505 号室 

電話番号 976-99117383 

E-mail narangerelrinchin37@gmail.com 

URL/Facebook https://www.facebook.com/cce.mongolia 

代表者名 R.ナランゲレル 

活動内容 1. 義務教育学校の教師、生徒、都市と地方の若者、住民、公務員に民主主

義教育を広め、様々な研修、プロジェクトを実施しています。 
2. 青少年にエコロジー教育を通じて、自然環境保護の習慣を身に付ける活

動を行っています。 
3. アメリカ・ロシア・モンゴルの自然保護職員の交流プログラムを実施し

ました。 
4. 教師の専門性向上、教授法改善研修、セミナー開催、書籍、ハンドブッ

クの出版を行っています。 
5. 地方自治機関、国民代表会議の代表に、住民参加型地方開発ノウハウ紹

介セミナーを開催しています。 
6. 国連人口基金と共同で「若者開発プログラム」をウランバートル市、11

の県、3つの郡で実施しました。 
7. 国連開発計画を通じて「国民の教育を通じて若者を発達させる」プロジ

ェクトを実施しました。 
8. アメリカの国際開発庁の支援で LEADプログラム、国民プロジェクトを全

国で実施しました。 
9. 「皆は若者のために、若者は皆のために」プロジェクトを EUの支援でカ

リタス・チェコ・リパブリック、モンゴル若者連合と共同で実施してい

ます。 

日本・各国との協力状況 日本の UI-ZENSEN 労働者団体とセレンゲ県ユルー郡の住民民主主義エルチ NGO と

パートナー関係があり、毎年 UI-ZENSENのボランティアを招いて活動してきました。 

アメリカの教師会、Center for Civic Education、 Russell Sage College、ポー

ランドの民主主義のための教育基金、国際 CIVITAS International などの団体と長

年協力しています。 

JICA との協力状況  
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団体名 トルゴイト地域開発センター 

設立年 2004年 

住所 ウランバートル市ソンギノハイルハン区第 3ホロー、バガナラン 43番通り 4号 

電話番号 976-99182317, 976-99832121 

E-mail tolgoit@tcdc.mn 

URL/Facebook Вэб хуудас: www.tcdc.mn 

代表者名 T.アムガラン（理事会会員） 

M.ドゥルグーン（プログラムリーダー） 

O.ゾルザヤ（地域コーディネーター） 

活動内容 

 

 トルゴイト地域開発センターは、2004 年 9 月に設立された非営利の NGO です。私た

ちの目標は、トルゴイト地区に居住している住民のイニシアティブ、要求に基づいて地

域開発における住民参加を支援し、地域団体のパートナーシップを発展させ、地域ガバ

ナンス力を強化することです。下記の目的を挙げて活動しています。  

 地域開発における住民参加を支援するため、地域の自治を発展させる。 

 住民のボランティアグループの支援で環境に優しい地域計画強化。 

 住民の社会健康教育を向上させる。 

 困難な状況で生活している子どもとその家族に人道支援を行う。 

上記目的を公衆衛生、地域の自治、グリーン・ホロー、子ども保護の 4つのプログラム

で実施しています。 

 

写真 1：毎年 5 月に開催する「グリーン・ホロー」行事の際に住民に植林、環境整備作

業を地域のエコグループの子どもたちが率先して行っています。 

日本・各国との協力状況  滋賀県大津市の「特定非営利活動法人京滋・モンゴル住民友好関係ネットワーク」と

共同で、2018年 3 月から家庭から出る生ごみで堆肥を作るイニシアティブを継続し、4

年目になっています。私たちのこのような活動は、同じ地域に生活している人々自らの

参加でよりきれいに地域を発展させるのに役立っているということで意義がある活動

です。このイニシアティブの枠組みで「トルゴイトにおける生ごみリサイクルネットワ

ーク」を設立し、活動しています。 

 
トトルルゴゴイイトト生生ごごみみリリササイイクク

ルルネネッットトワワーークク  

 

写真 2:サポート 5 世帯の 1 つに選ばれたオチルダリ

さんが生ごみから堆肥を作り紹介したのは、良い手本

になりました。（2021年） 
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 ネットワークの活動を各家庭のビジネス、地域住民の協同組合を作るための活動に向

けて、世帯レベルで家庭菜園を行っている 5つの家庭を元に野菜作り、生ごみから堆肥

を作る、近所に宣伝する「サポート世帯」を設立し、彼らの協力を活性化し、能力強化

する活動を行っています。「ケイジ・モンゴル住民友好関係ネットワーク」の支援で、

同センターの 2 名が日本で生ごみから堆肥を作る研修に 2019年に参加しました。 

 2010 年から現在まで「トルゴイト地区の貧困家庭の子どもたち、その家族支援」プ

ロジェクトを実施しています。このプロジェクトはセンターの子どもたちの成長、保護

プログラムの活動を支援し、毎年特別支援学校で学ぶことができていない子どもたち向

けに「家庭学習」、夏休みに家で弟妹の面倒を見るために家に残っている援助が必要な

子どもたち向けに「デイリーキャンプ」活動を開催しています。 

 
写真 3:夏のデイリーキャンプに毎年 30 名ほどの子どもたちが参加しています。 

JICA との協力状況  2013～2015年に JICA海外協力隊を受け入れ、 一緒に活動しました。 

 JICA の「農牧業バリューチェーンマスタープランプロジェクト」の一環で、ソンギ

ノハイルハン区のトルゴイト地区から選ばれた 96 世帯の食料消費、栄養状態を調査す

るとともに、新型コロナウイルス感染拡大の影響で貧困家庭、特に子どもの栄養不足を

予防する目的で 612 名に食料品を届ける短期プロジェクトを 2020 年 7 月 7 日～9 月 18

日まで 11週間行いました。 

 この活動のの目的は、1）農業分野のバリューチェーンパイロットプロジェクトに貢

献し、2）新型コロナウイルス感染拡大の影響で貧困家庭、特にどもの栄養不足予防、3）

食料品を受け取った家庭の食料消費、栄養状態を明確にすることでした。活動は貧困の

悪循環から抜け出せない、新型コロナウイルス感染拡大の際に職と収入を失い、さらに

困難になった家庭の家計支援になり、すべての人々の健康、精神及び家族関係に良い影

響をもたらすことができました。また、世帯の食料消費、栄養状態についての調査を 3

回行いました。 

 
写真 4:子どもの栄養不足予防目的で、96世帯 612 名にお弁当と食料品を届けました。 
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団体名 シネレグ・トゥルフール開発文化センター 

設立年 2002年 

住所 ウランバートル市ソンギノハイルハン区トルゴイト地区 

電話番号 976-88662444 

E-mail Shinelegchild@gmail.com  

URL/Facebook https://www.facebook.com/Shineleg-Child-Development-Centre-248383675324389/ 

代表者名 S.ブレンメンド 

活動内容  私たちはトルゴイト地区の対象地域の子どもたちに、芸術を通じて社会性を

発達させるサービスを行っています。ソンギノハイルハン区トルゴイト地区は

首都郊外に位置し、この地域に予防と保護のリハビリサービスが主に必要にな

っています。私たちは対象地域の学校で、偏見に遭っている子どもたちやひと

り親世帯、孤児、養育者を対象に活動しています。サービスを日中と授業時間

外に行い、日本の大正琴（右脳左脳を発達させる）を使って、すべての子ども

たちの才能に合った手工芸や、生活知識の研修を通じて発達させるサービスを

行うほか、子どもセンターにいる間に自分の家にいるような環境を提供するほ

か、温かい食事とその他応急手当サービスを行っています。このようなサービ

スを総合的に行うことで、子どもたちとその家族に見られる変化・効果を短期

間で見ることができます。私たちは子どもたちだけでなく、その家族・養育者・

支援者たちと共に、義務と責任を変えることを重要視しています。 

日本・各国との協力状況  新潟県の学校が 2年ごとに開催する大正琴国際フェスティバルに、2016年以降モ

ンゴル国を代表し、3～4人のチームで出場しています。 

JICA との協力状況  

 

     

 
団体名 シネレグ・トゥルフール開発文化センター 

設立年 2002年 

住所 ウランバートル市ソンギノハイルハン区トルゴイト地区 

電話番号 976-88662444 

E-mail Shinelegchild@gmail.com  

URL/Facebook https://www.facebook.com/Shineleg-Child-Development-Centre-248383675324389/ 

代表者名 S.ブレンメンド 

活動内容  私たちはトルゴイト地区の対象地域の子どもたちに、芸術を通じて社会性を

発達させるサービスを行っています。ソンギノハイルハン区トルゴイト地区は

首都郊外に位置し、この地域に予防と保護のリハビリサービスが主に必要にな

っています。私たちは対象地域の学校で、偏見に遭っている子どもたちやひと

り親世帯、孤児、養育者を対象に活動しています。サービスを日中と授業時間

外に行い、日本の大正琴（右脳左脳を発達させる）を使って、すべての子ども

たちの才能に合った手工芸や、生活知識の研修を通じて発達させるサービスを

行うほか、子どもセンターにいる間に自分の家にいるような環境を提供するほ

か、温かい食事とその他応急手当サービスを行っています。このようなサービ

スを総合的に行うことで、子どもたちとその家族に見られる変化・効果を短期

間で見ることができます。私たちは子どもたちだけでなく、その家族・養育者・

支援者たちと共に、義務と責任を変えることを重要視しています。 

日本・各国との協力状況  新潟県の学校が 2年ごとに開催する大正琴国際フェスティバルに、2016年以降モ

ンゴル国を代表し、3～4人のチームで出場しています。 

JICA との協力状況  

 

     

 
団体名 シネレグ・トゥルフール開発文化センター 

設立年 2002年 

住所 ウランバートル市ソンギノハイルハン区トルゴイト地区 

電話番号 976-88662444 

E-mail Shinelegchild@gmail.com  

URL/Facebook https://www.facebook.com/Shineleg-Child-Development-Centre-248383675324389/ 

代表者名 S.ブレンメンド 

活動内容  私たちはトルゴイト地区の対象地域の子どもたちに、芸術を通じて社会性を

発達させるサービスを行っています。ソンギノハイルハン区トルゴイト地区は

首都郊外に位置し、この地域に予防と保護のリハビリサービスが主に必要にな

っています。私たちは対象地域の学校で、偏見に遭っている子どもたちやひと

り親世帯、孤児、養育者を対象に活動しています。サービスを日中と授業時間

外に行い、日本の大正琴（右脳左脳を発達させる）を使って、すべての子ども

たちの才能に合った手工芸や、生活知識の研修を通じて発達させるサービスを

行うほか、子どもセンターにいる間に自分の家にいるような環境を提供するほ

か、温かい食事とその他応急手当サービスを行っています。このようなサービ

スを総合的に行うことで、子どもたちとその家族に見られる変化・効果を短期

間で見ることができます。私たちは子どもたちだけでなく、その家族・養育者・

支援者たちと共に、義務と責任を変えることを重要視しています。 

日本・各国との協力状況  新潟県の学校が 2年ごとに開催する大正琴国際フェスティバルに、2016年以降モ

ンゴル国を代表し、3～4人のチームで出場しています。 

JICA との協力状況  
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団体名 ウールクラフト支援センター 

設立年 2007年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区第 12ホロー、116号 

電話番号 976-454676, 976-99315599, 976-88315599, 976-96885599 

E-mail Woolcraft_center@yahoo.com 

URL/Facebook  
代表者名 Ts. ツェンドアヨーシ 

活動内容 私たちは次の活動を行っています。 

1. 家畜の毛を利用し、フェルト工芸の初級及び上級研修を開催。 
2. 原料となる羊毛を準備し、染色し、原料供給作業を行う。 
3. 羊毛から糸を紡ぎ、編む研修を開催。 
4. 事業を行っている協同組合にアドバイスを行う。 

21 の県でウールクラフト研修を開催した結果、約 5,000人が研修を受けただけで

なく、ビジネスを開始させ、多くの世帯の収入アップにつながりました。 

「ノーソン・ザンギラー」協同組合の「ツァガーン・アルト」ショップのスタッ

フたちに研修を行い、大きな成功につながったと見なしています。 

日本・各国との協力状況 1. ノルウェーの支援機関プロジェクト（1995年～2005 年の 10年間） 
2. チェコのプロジェクト（2013～2014年の 1年間） 
3. モンゴル・韓国知的財産プロジェクト（2015～2017 年の 2年間） 

JICA との協力状況 「モンゴルの羊毛を活用した手編み物生産に関する技術支援プロジェクト」（2009

～2011 年） 
 

 

 

 

 

 

 
団体名 ウールクラフト支援センター 

設立年 2007年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区第 12ホロー、116号 

電話番号 976-454676, 976-99315599, 976-88315599, 976-96885599 

E-mail Woolcraft_center@yahoo.com 

URL/Facebook  
代表者名 Ts. ツェンドアヨーシ 

活動内容 私たちは次の活動を行っています。 

1. 家畜の毛を利用し、フェルト工芸の初級及び上級研修を開催。 
2. 原料となる羊毛を準備し、染色し、原料供給作業を行う。 
3. 羊毛から糸を紡ぎ、編む研修を開催。 
4. 事業を行っている協同組合にアドバイスを行う。 

21 の県でウールクラフト研修を開催した結果、約 5,000人が研修を受けただけで

なく、ビジネスを開始させ、多くの世帯の収入アップにつながりました。 

「ノーソン・ザンギラー」協同組合の「ツァガーン・アルト」ショップのスタッ

フたちに研修を行い、大きな成功につながったと見なしています。 

日本・各国との協力状況 1. ノルウェーの支援機関プロジェクト（1995 年～2005 年の 10 年間） 
2. チェコのプロジェクト（2013～2014 年の 1 年間） 
3. モンゴル・韓国知的財産プロジェクト（2015～2017 年の 2年間） 

JICA との協力状況 「モンゴルの羊毛を活用した手編み物生産に関する技術支援プロジェクト」（2009

～2011 年） 
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団体名 モンゴル自然環境国民委員会 

設立年 2008年 

住所 ウランバートル市ハンウール区ザイサン、淡水資源自然保護センター310号室 

電話番号 976-70131400, 976-99176580 

E-mail Irgenii.zuwlul@gmail.com, amgalanbaatarsukh@gmail.com 

URL/Facebook Mecc.mn,   https://www.facebook.com/Монголын байгаль орчны иргэний зөвлөл 

代表者名 S.アムガランバータル 

活動内容  

モンゴル自然環境国民委員会は、21の県に支部がありま

す。全国規模のNGOであり、自然環境人権分野で活動を行

っているNGO、国民、個人、行政のすべての機関と協力し

ています。 

目目標標；；モンゴルの自然環境分野で活動を行っている NGOの

能力強化、自然環境保護活動を全国規模で強化するのに、モンゴルの政府、国際機

関との協力を発展させることが目標です。  

目目的的；；教育科学省が、自然環境汚染・破壊を予防するために、植物、生物の種類、

生息環境の保護、次世代に健康で手つかずの自然を残すことが目的です。  

歴歴史史；；モンゴル自然環境国民委員会は、2008年 11月 25日に行われたモンゴル自然

環境 NGO第 1 回会議で設立され、自然環境分野で活動を行っているすべての NGO を

ボランティアに基づき統合した総合機関です。  

活活動動；；モンゴル自然環境国民委員会がモンゴル自然環境の初の議会を設立し、2011

年 1月 27日にモンゴル国大統領府所属国民会議で成功裏に開会しました。この議会

は 51人の議員から成り、彼らは自然環境保護の 350の NGO の代表です。モンゴルの

自然環境議会の目的は、自然環境について固守している政策、法律、規則において

直面している問題を協議し、この問題で国家及びその他の法律実施機関に提言する

１つの手段になっています。  

戦戦略略；；  

1.モンゴル自然環境国民委員会を国家及び国際的に認められた機関にし、強化する 

2.自然環境 NGO の専門、マネージメント活動を改善させるのに支援を行うことで、

自然環境保護に行う貢献を高める 

3.自然環境保護法的に好ましい環境をつくる啓発活動を主催する 

4.自然環境保護監査 

5.社会の自然環境教育、知識を向上させる 

6.モンゴル国の行政、国際機関と協力する 

日本・各国との協力状況  2015～2021 年アジア開発銀行の国民社会顧問委員会のメンバーとして活動して

います。 

 2012 年から現在まで JICA の支援で建設された淡水資源自然保護センターの 310

号室に本部を置き、モンゴル全国ですべての国民、青少年に持続的な開発教育とエ

コロジー教育、ごみ捨てマネージメント改善活動を行っています。2014～2017 年に

日本人ボランティアによるグリーン施設セミナー、日本人講師による放射線物質に

ついての全 5回のセミナーを行いました。 
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 2019 年にモンゴル自然環境国民委員会メンバーがモンゴル観察・調査協会 NGO、

パラシュート会 NGO、開発のためのパートナーシップ NGO の代表が、千葉県の NGO

と農業企業を視察し、経験共有しました。現在、日本の経験からいちご栽培をして

います。 

 2018～2019 年に EU の融資で「呼吸する大気」プロジェクトをチェコのピン NGO

と自然環境観光省と共同でウランバートル市、アルハンガイ県、ウブルハンガイ県

で実施しました。 

JICA との協力状況  2012 年から現在まで、JICA の支援で建てられた淡水源自然保護センターの 310

号室に本部オフィスを置いています。 

 

 
 

 
 

  エコロジー警察局と全国規模協力契約に署名（2020年） 
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パラシュート会 NGO、開発のためのパートナーシップ NGO の代表が、千葉県の NGO
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  エコロジー警察局と全国規模協力契約に署名（2020年） 
 
 

 
 
 
 
 
 

 2019 年にモンゴル自然環境国民委員会メンバーがモンゴル観察・調査協会 NGO、

パラシュート会 NGO、開発のためのパートナーシップ NGO の代表が、千葉県の NGO

と農業企業を視察し、経験共有しました。現在、日本の経験からいちご栽培をして

います。 

 2018～2019 年に EU の融資で「呼吸する大気」プロジェクトをチェコのピン NGO

と自然環境観光省と共同でウランバートル市、アルハンガイ県、ウブルハンガイ県

で実施しました。 

JICA との協力状況  2012 年から現在まで、JICA の支援で建てられた淡水源自然保護センターの 310

号室に本部オフィスを置いています。 
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  グリーン議会議員（2019～2021年） 
 

 

 

 

 モンゴル自然環境国民委員会が自然環境観光省と共同で 2018～2019年にウランバートル市の大気汚染削減事

業を提唱し、開催しました。 
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業を提唱し、開催しました。 
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団体名 WASH Action of Mongolia  
設立年 2014 年 

住所 ウランバートル市チンゲルテイ区第 1ホロー、ゲレルセンター302号室 

電話番号 976-11-330368 
E-mail ariunaa@washaction.mn; bodigerel@washaction.mn,  
URL/Facebook https://www.facebook.com/WaSHAction 
代表者名 P.アリウナー 

活動内容 私たちは 2014 年から 
- 水の普及を増やし、水の適切な使用を宣伝する 
- 屋外トイレモデルを提供し、環境衛生を改善する（家庭ごみ、有機ごみ

の再利用） 
- 学校、幼稚園、寮のトイレ、衛生環境を改善する 
- 社会に衛生的で正しい習慣を広め、宣伝する目的でプロジェクトを実施

してきました。 
 特に教育科学省、国連児童基金と共同で幼稚園、学校寮の水供給とトイレ状

況を改善し、衛生的で正しい習慣を広める広報活動を継続的に行っています。

この一環で、ウランバートル市郊外や地方の学校のトイレを新規改善する様々

な作業を行ったほか、社会に情報提供し、宣伝するキャンペーン活動を開催し、

社会の傾向を変えるのに貢献してきました。保健教師らの能力向上を支援し、

思春期の女の子たちに生理の教育を行い、www.namuu.mn と OKY アプリケーシ

ョンを運営しています。 

日本・各国との協力状況  私たちは国連、アジア開発基金、フォルド基金、カナダ基金、アジア基金、

ACF International、Rustic Pathway などの団体と共同でプロジェクトを実施し

てきました。専門分野で SUSANA、Water keeper Alliance、Water Institute、

Global water partnership 団体に加盟し、研修、経験共有、専門能力向上など

で協力しています。 

JICA との協力状況  

 

   
  各家庭のトイレを 2 つに分け、子どもが使いやすいようにしました。（2020年、バヤンホンゴル県） 

 
団体名 WASH Action of Mongolia  
設立年 2014 年 

住所 ウランバートル市チンゲルテイ区第 1ホロー、ゲレルセンター302 号室 

電話番号 976-11-330368 
E-mail ariunaa@washaction.mn; bodigerel@washaction.mn,  
URL/Facebook https://www.facebook.com/WaSHAction 
代表者名 P.アリウナー 

活動内容 私たちは 2014年から 
- 水の普及を増やし、水の適切な使用を宣伝する 
- 屋外トイレモデルを提供し、環境衛生を改善する（家庭ごみ、有機ごみ

の再利用） 
- 学校、幼稚園、寮のトイレ、衛生環境を改善する 
- 社会に衛生的で正しい習慣を広め、宣伝する目的でプロジェクトを実施

してきました。 
 特に教育科学省、国連児童基金と共同で幼稚園、学校寮の水供給とトイレ状

況を改善し、衛生的で正しい習慣を広める広報活動を継続的に行っています。

この一環で、ウランバートル市郊外や地方の学校のトイレを新規改善する様々

な作業を行ったほか、社会に情報提供し、宣伝するキャンペーン活動を開催し、

社会の傾向を変えるのに貢献してきました。保健教師らの能力向上を支援し、

思春期の女の子たちに生理の教育を行い、www.namuu.mn と OKY アプリケーシ

ョンを運営しています。 

日本・各国との協力状況  私たちは国連、アジア開発基金、フォルド基金、カナダ基金、アジア基金、
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  各家庭のトイレを 2 つに分け、子どもが使いやすいようにしました。（2020年、バヤンホンゴル県） 

 
団体名 WASH Action of Mongolia  
設立年 2014 年 

住所 ウランバートル市チンゲルテイ区第 1 ホロー、ゲレルセンター302 号室 

電話番号 976-11-330368 
E-mail ariunaa@washaction.mn; bodigerel@washaction.mn,  
URL/Facebook https://www.facebook.com/WaSHAction 
代表者名 P.アリウナー 

活動内容 私たちは 2014 年から 
- 水の普及を増やし、水の適切な使用を宣伝する 
- 屋外トイレモデルを提供し、環境衛生を改善する（家庭ごみ、有機ごみ

の再利用） 
- 学校、幼稚園、寮のトイレ、衛生環境を改善する 
- 社会に衛生的で正しい習慣を広め、宣伝する目的でプロジェクトを実施

してきました。 
 特に教育科学省、国連児童基金と共同で幼稚園、学校寮の水供給とトイレ状

況を改善し、衛生的で正しい習慣を広める広報活動を継続的に行っています。

この一環で、ウランバートル市郊外や地方の学校のトイレを新規改善する様々

な作業を行ったほか、社会に情報提供し、宣伝するキャンペーン活動を開催し、

社会の傾向を変えるのに貢献してきました。保健教師らの能力向上を支援し、

思春期の女の子たちに生理の教育を行い、www.namuu.mn と OKY アプリケーシ

ョンを運営しています。 

日本・各国との協力状況  私たちは国連、アジア開発基金、フォルド基金、カナダ基金、アジア基金、

ACF International、Rustic Pathway などの団体と共同でプロジェクトを実施し
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Global water partnership 団体に加盟し、研修、経験共有、専門能力向上など
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団体名 WASH Action of Mongolia  
設立年 2014 年 

住所 ウランバートル市チンゲルテイ区第 1ホロー、ゲレルセンター302 号室 

電話番号 976-11-330368 
E-mail ariunaa@washaction.mn; bodigerel@washaction.mn,  
URL/Facebook https://www.facebook.com/WaSHAction 
代表者名 P.アリウナー 

活動内容 私たちは 2014年から 
- 水の普及を増やし、水の適切な使用を宣伝する 
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況を改善し、衛生的で正しい習慣を広める広報活動を継続的に行っています。

この一環で、ウランバートル市郊外や地方の学校のトイレを新規改善する様々

な作業を行ったほか、社会に情報提供し、宣伝するキャンペーン活動を開催し、

社会の傾向を変えるのに貢献してきました。保健教師らの能力向上を支援し、

思春期の女の子たちに生理の教育を行い、www.namuu.mn と OKY アプリケーシ
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日本・各国との協力状況  私たちは国連、アジア開発基金、フォルド基金、カナダ基金、アジア基金、

ACF International、Rustic Pathway などの団体と共同でプロジェクトを実施し
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Global water partnership 団体に加盟し、研修、経験共有、専門能力向上など
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第 85 番学校の建物の離れにあるトイレ（2017年） 

 

 
学校における石鹸寄付キャンペーン資料（2020 

 

 

 

 

 

 

 

   

第 85 番学校の建物の離れにあるトイレ（2017年） 

 

 
学校における石鹸寄付キャンペーン資料（2020 

 

 

 

 

 

 

 

   

第 85 番学校の建物の離れにあるトイレ（2017年） 

 

 
学校における石鹸寄付キャンペーン資料（2020 

 

 

 

 

 

 

 

   

第 85 番学校の建物の離れにあるトイレ（2017年） 

 

 
学校における石鹸寄付キャンペーン資料（2020 

 

 

 

 

 

 

 



160

団体名 自然環境健康センター 

設立年 2007年 

住所 ウランバートル市チンゲルテイ区第 4ホロー、バガトイロー47－03 

電話番号 976-99132958, 976-95257562 
E-mail dula_lod@yahoo.com 
URL/Facebook  
代表者名 L.ドガルマー 

活動内容  自然環境健康センターは、自然環境保護、自然環境汚染・悪化の復元、自然環

境、環境衛生、健康についてアドバイスし、研修を開催し、調査を行う目的で 2008

年に設立されました。同団体の理事会はエコロジスト、環境衛生士、医師、化学

者、毒物学医、法律家などの専門家たちから構成されるほか、行政機関で 26年、

NGO で 5 年以上勤務した教授、博士、修士号取得者、専門教育を受けた経験ある

人材が勤務しています。 

活動紹介； 

1．同 NGO 代表及びその他の人々が、オランダ政府及び国連開発計画の支援で、自

然環境観光省のモデル統合計画作成案件のワーキングチームリーダーとして、案

件を成功裏に実施しました。 

2．国際的に固守している「廃棄物のコード化リスト、危険レベル」を作成し、自

然環境観光省に提出しました。 

3．オープンフォーラム奨学金プログラムの「危険廃棄物マネージメント改善、社

会の知識向上キャンペーン活動」案件で、危険廃棄物について 3 冊の本を執筆・

出版し、すべての県の自然環境局及び専門家に書籍形式とオンライン形式で配布

しました。 

4．アメリカの世界資源研究所とオープンフォーラム共同で「自然環境汚染の総括

情報」案件を実施しました。この案件の一環で、郡の廃棄物マネージメントハン

ドブック、パンフレット作成、河川の水質汚染状況と社会の監視を行うハンドブ

ック、パンフレット作成、「水ガバナンス」をテーマに、協議会を水専門家、国立

大学教員、専門学校研究者の間で開催し、このテーマで L.ドガルマーが書籍「開

発の鍵は水」を 2018 年に、「水のガバナンス」論文を発表しました。トール川の

河川領域でモニタリングを行うなどの活動を行いました。 

5．オープンフォーラム、自然環境改革Ⅱ案件で「地方の自然環境問題管轄専門家

能力強化」研修をダルハン市で開催しました。この研修にダルハンウール県、オ

ルホン県、セレンゲ県のすべての郡の自然環境専門家、監視員らが参加しました。 

6．「責任ある鉱山提唱」NGO と共同で、モンゴル全土で活動を行ってる鉱山事業

に責任感を持たせ、特に環境汚染・破壊から保護する目的の「責任ある鉱山の選

抜指標」作成ワーキングチームリーダーとして選抜指標を作成し、この指標でモ

ンゴルにおいて責任ある鉱山を開発する方針を固守するために、2012年から政府
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計画に入れました。 

7．同センターは農業で使用している化学的有毒物質の監査、調査で活動すること

を目的にしています。現在、私たちは農業で使用している化学有毒物質農薬につ

いて「農薬について 44の質問」小冊子を翻訳し、食品連合 NGO と共同で研修セミ

ナーを行いました。 

8．オープンフォーラムの支援で「病院、歯科医院、薬局に水銀が含まれた器具の

使用・販売がなされているか否かのモニタリング調査」を行う案件をウランバー

トル市、ダルハン県、セレンゲ県で監査を行い、報告書を出しました。 

9．「農薬使用の適切な状態モニタリング」中央県、セレンゲ県のいくつかの郡で植

えている野菜、食品を扱う大きなスーパー、市場で売られている野菜、果物から 73

のサンプルを取り、要約が明らかになり結果報告を出しました。この一環で、私た

ちは国際的に使用禁止になった農薬のリストと比較し、調査しました。EUの国際農

薬情報基金（EU Pesticides Database-European Commission）に国際的に使われて

いる、使用禁止された 1,418 農薬リストで禁止された農薬を、モンゴルで使われて

いる農薬リストと比較し、調査しました。 

日本・各国との協力状況 アメリカの世界資源委員会と共同でプロジェクトを実施しました。 
JICA との協力状況  
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団体名 Institute for Future 

設立年 2005年 

住所 ウランバートル市ハンウール区淡水センター303号室 

電話番号 976-99129913,976- 99251884 

E-mail Ochbol35@gmail.com, misheelmaral0505@gmail.com, tunza_mgl@yahoo.com 

URL/Facebook www.facebook.com/Ирээдүйн-Хөгжлийн-Хүрээлэн 

代表者名 M.オユンチメグ、B.ミシェール 

活動内容 私たちの団体は、次の 4つの方針で活動を行っています。 

1. 持続可能な開発、自然環境、社会と環境の健康分野で調査を行う 

2. 持続可能な開発教育、自然環境保護の知識を与え、能力強化する学習モジュール

プログラムを作成し、研修を開催する 

3. 持続可能な開発教育、行動を変える情報コミュニケーション活動を開催（宣伝、

啓発、広報、キャンペーン活動） 

4. 国連自然環境プログラムの TUNZAネットワークの一環で、国際若者ボランティア

と自然環境団体と協力 

日本・各国との協力状況 国連自然環境計画の TUNZA 国際・地域会議、フォーラム、会合に青少年の代表を

積極的に参加させてきました。国連自然環境計画の TUNZA 東北アジア若者自然環境

ネットワーク（NEAYEN）国際会議をモンゴルで 2008 年と 2013 年に開催しました。

2008～2010年に中国、韓国、日本で国連自然環境計画 TUNZA国際青少年会議にモン

ゴル代表ボランティアメンバーを選抜し、参加させました。 

2021年に Mosksop26国際若者会議で M.ミシェール副代表が、モンゴル代表ハイレ

ベル宣言を発表しました。 

JICA との協力状況  
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持続可能な開発教育、自然環境保護についての学習セミナー 

 

 
国連自然環境計画の TUNZA 雑誌をモンゴル語に訳して配布 
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国連自然環境計画の TUNZA 北東若者自然環境ネットワーク国際会議 
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団体名 麻薬・薬物から国民を守る会 

設立年 1999年 

住所 ウランバートル市チンゲルテイ区第 2 ホロー、イフトイロー15―1、レンタロンビ

ル 219号室 

電話番号 976-99199228 

E-mail appdomongolia@gmail.com, shlkhagvasuren2014@yahoo.com 

URL/Facebook https://www.facebook.com/appdomongolia 

代表者名 Sh.ラハグワスレン 

活動内容 麻薬・薬物から国民を守る会の目的 

 酒、タバコ、薬物なしの健康的な環境をつくり、HIV、その他性感染症を予防し、

薬物のない国、国民になる、健康な生活と習慣的行為を形成し、人道的民主主義社

会の発展に貢献することが目的です。 

麻薬・薬物から国民を守る会の目標 

1.国民の酒、タバコ、麻薬・薬物の使用状況を明らかにし、調査を行い、酒、タバ

コ、薬物の悪影響から国民を守り、健康な環境を作るのに意義がある研修やセミナ

ーを開催します。 

2.青少年の麻薬・薬物使用を予防し、使用してしまった青少年や女性の習慣的行為

を変える研修を行い、悪習慣を払しょくさせます。 

3.薬物使用者の中で悪影響を減らすためのプログラム、健康教育を向上させ、針灸

を通じて使用を止め、HIV、その他性感染症予防研修を行い、発的に検査や助言を

受け、習慣的行為を変える研修を行い、心理的アドバイスを行い、麻薬の被害につ

いての知識教育を与え、さらなる使用を拒むようにさせます。 

日本・各国との協力状況 1999年に設立以降 

* モンゴル・オーストラリア開発協力プログラム SAS 

* WHO の支援で PAFプログラム 

* 国連 UNODCの支援で「薬物のないモンゴル国」DAPC プロジェクト 

* 保健省、グローバル基金の支援で HIV、結核プロジェクト 

* 法務内務省、犯罪防止調整委員会、ウランバートル市健康局、モンゴル女性基金、

オーストラリア開発協力 CAB、SAFプロジェクト 

* 保健省、保健支援基金、ウランバートル市議会、犯罪防止調整委員会、ウランバ

ートル市長事務局によるマスタートレーナー育成プロジェクト 

* 国連人口基金、生殖保健 NGO ネットワーク、アドラ国際機関、モンゴル家族の幸

せ協会、警察庁などの支援で 51 件のプロジェクトを実施 

 2000 年に在モンゴル日本大使館と協力し、草の根・人間の安全保障無償資金協力

案件で 16,739 ドルの案件を実施しました。この案件で技術、設備支援を受け、事

業強化できました。  

JICA との協力状況  
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団体名 サンライズ・ハーフウェイ・ハウス福祉サービスセンター 

設立年 2014 年 

住所 ウランバートル市バヤンゴル区第 2 地区平和大通り第 4 ホロー3―55 

電話番号 976-91918132 

E-mail tumee_b2000@yahoo.com  

URL/Facebook Донтох эмгэгийн мэдээлэл  

代表者名 B.トゥメンデムベレル 

活動内容  WHO と国連薬物犯罪事務所の政策、モンゴルの酒酔い防止法、麻薬、精神に影響を与

える薬物貿易監視法、精神的健康法をそれぞれ方針として、行政及び国際的に同様の活

動を行う団体と協力しています。 

私たちは次の目標を掲げ、活動を行っています。 

1.依存症に対する支援サービスの普及を広め、質を改善する 

-酒、タバコ、薬物使用者に社会的・精神的支援、アドバイスを行うアドバイザー育成研

修を開催、これまでに 400名のアドバイザーを育成しました。 

-ホームレスのアルコール依存症患者にメンタル支援サービスを行っています。 

2.精神病・依存症について保健教育を与え、知識を高め、予防する 

-青少年に酒、タバコ、薬物の予防研修を行い、番組を作成し、社会的啓発を行う活動を

行っています。 

3.依存症患者向け社会福祉サービスシステムを先進的にし、改善する 

-決定・政策作成レベルの人々に問題について情報提供し、法的環境を整えるために活動

を行っています。 

-依存症分野で活動を行っているアメリカと日本の NGO と協力し、諸国の経験を母国に普

及させる目的で活動しています。 

日本・各国との協力状況  2007 年に大阪市の MAC (Mary knoll Alcoholic Center)NGO の活動を視察する機会に

恵まれました。依存症患者を回復させる社会福祉制度を知り、モンゴルで普及させたい

と思いました。その時から同様の活動を行っている日本の NGO と関係ができました。 

 2018 年に横浜市の RDP (Recovery Dynamic Program Yokoyama)プログラム実施 NGO団

体の活動を視察・調査しました。2021 年から横浜市の Y-ARAN NGO と協力を開始してい

ます。 

JICA との協力状況  
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団体名 モンゴル養蜂家協会 

設立年 1991 年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区第 25ホロー、マルガド・タウン 1号室 

電話番号 976-90111141 
E-mail Ttuya24@gmail.com 
URL/Facebook https://www.facebook.com/MongolianBeekeepersAssocaition 
代表者名 トヤー 

活動内容  養蜂家、養蜂業を行っている住民、企業、団体が職員の権益を守り、生活レ

ベルを保障するのを援助・支援し、科学の倫理と実践を組み合わせ、養蜂業の

発展を支援しています。 

日本・各国との協力状況 日本の農林水産省と林業国際協力協会 JAICAF、 BeeDeep-MongolⅠ．Ⅱ 

JICA との協力状況 「地方での生計維持を目指した養蜂振興プロジェクト」（2019 年 3 月～2021 年

12月） 
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12月） 
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団体名 モンゴル農業進歩協会 

設立年 2015年 

住所 ウランバートル市ハンウール区第 3ホロー、シャラブ 32 番棟 2-194 

電話番号 976-89993006, 976-80013365 

E-mail jantsankhorol05@yahoo.com  s.yundendorj@gmail.com 

URL/Facebook https://www.facebook.com/groups/1684093911805719 

代表者名  
活動内容  

 モンゴル農業進歩協会は 2015年 8月 12日に設立された NGOです。 

 設立者 14名、入会者 6名の現在 20名の会員で活動を行っています。 

 協会の目的は、農業、食品生産に科学技術を取り入れ、国内外の先端技

術を普及させ、牧民の能力向上、伝統的牧畜業と自然環境に優しい農業

に力を入れた産業と食品生産を発展させ、植物性原料、製品の備蓄、オ

ーガニック食品生産を増やすのに必要な専門と手段に支援を行い、農業

と食品分野の発展のために、政策提言することです。 

モンゴル農業進歩協会会員の 60％にあたる 12 名は、博士、教授、准教授の

学位を持ち、6名にあたる 30％が修士、顧問、全会員の 90％が関係省庁、国際

機関のプロジェクト、プログラム、NGO で管理担当を務め、知識、経験、専門

的能力が高い人々です。 

日本・各国との協力状況  
JICA との協力状況 JICA の研修員同窓会と共同で「ビニールハウス野菜、果実栽培技術を家庭菜

園に普及させ、消費を増やす」というテーマで研修セミナーを、2019 年 11 月

29日に食糧農業軽工業省で開催しました。 
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団体名 人権開発センター 

設立年 1998年 

住所 ウランバートル市チンゲルテイ区第 3 ホロー、平和大通り 54、ピースタワー11階

1103 

電話番号 976-11325721, 976-11-319037 

E-mail chrd@mongolnet.mn 

URL/Facebook https://www.facebook.com/chrd.mongolnet 

代表者名 G.ウランツォージ 

活動内容  私たちは地方住民の決定機関への参加、実施監査、評価、責任感を持たせる共同

能力向上を支援し、次の 3つの分野で活動しています。 

1． 人権啓発プログラム 
2． 人権擁護プログラム 
3． 職員能力向上プログラム 

日本・各国との協力状況 日本の JANIC、韓国、タイの団体と協力しています。 

JICA との協力状況  
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団体名 男女平等センター 

設立年 2002年 

住所 ウランバートル市チンゲルテイ区第 5 ホロー、ビクトリーセンター4階 404号室 

電話番号 976-11-311 512 

E-mail gendereqcen@magicnet.mn; mongoliangenderequalitycenter@gmail.com  

URL/Facebook Mongolian Gender Equality Center/ Хүйсийн тэгш эрхийн төв  

代表者名 G.ガンバヤスガフ 

活動内容  男女平等センターは、ジェンダーに基づく暴力防止の多方面の活動を行って

いる NGO です。同センターは被害者保護、予防、啓発活動の 3 つのプログラム

を行っています。 

 私たちは 2002年 1月 4日の設立以来、性暴力、強姦事件の被害者を対象とし

た支援サービス、被害者支援活動を 2003年から、母国に安全をもたらし、初期

段階の援助支援を行い、社会復帰させるリハビリ活動を 2007年から、人身売買

事件の予防目的で 24時間体制の 1903電話サービスを 2006年からそれぞれ行っ

ています。 

 これまでに総勢 2000名近くに支援を行ったうちの 742名（2019年 3月 31 日）

は人身売買の被害者、189 名は強姦・性暴力被害者の子どもたちでした。被害

者の 73％が女性、11％が子ども、70％が性的搾取、25.8％が労働搾取の被害者

で、そのうちの 2人に 1人が中国で、4人に 1人がモンゴル国内で売買されてい

ました。海外 9 カ国から 286 名の被害者をモンゴルに帰還させ、外国人 8 名を

母国に帰還させるのを支援しました。 

 同センターはウランバートル市とザミーンウードに保護施設を有し、被害者

を 1 日から 3 か月まで保護することができます。2007 年以降、ウランバートル

市の施設で 361名、ザミーンウードの施設で 164名を保護しました。 

 警察機関に 424名の被害者の 232件の事件について届け、裁判で 129名の被害

者の 47件の事件の弁護支援を行い解決しました。 

 同センターは、電話サービスにかかってきた 9,642 件の電話に情報やアドバ

イスを行い、暴力、人身売買の被害者 2,000名近くに保護サービスを行い、100

名近くの被害者と 40件近くの事件を裁判で解決しました。 

 2002 年以降、男女平等センターは法律機関の職員、NGO、専門家など 250,000

名近くに約 200回の研修を開催しました。 

日本・各国との協力状況  
JICA との協力状況  
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団体名 トゥゲーメル権利開発 NGO 

設立年 2014年 

住所 ウランバートル市スフバートル区第 8 ホロー、若者通り 9-B01 

Утасны дугаар 976-99088306 

E-mail saruul@urdinstitute.com  

URL/Facebook www.urdinstitute.com  

代表者名 T.サロール 

活動内容 トゥゲーメル権利開発NGOは、2014年に人権についての研究を行う法律家、研究者

の提唱によって設立されました。 

団体の目的は、人権、自由、民主主義の自由な社会の価値原則を尊重し、人権の

確立、保護、法的価値強化に貢献することです。私たちは非従属的な研究、研修、

国際会議開催、顧問サービス、社会の権益保護に戦略的弁護を行う専門的研究所に

なる目的で活動しています。 

私たちの活動のもう一つの特徴は、芸術文化を通じて人権の啓発活動を行うこと

です。 

日本・各国との協力状況 トゥゲーメル権利開発 NGO は設立以来、海外の法律、人権分野で年に 1 回以上国

内外の会議、啓発活動を主催してきました。下記に記したのは、私たちが主催した

学術研究会議、シンポジウム、セミナーの年ごとのリストです。 



182

 
JICA との協力状況  

 

 

  

2014 
•SSeemmiinnaarr  oonn  FFrreeee  TTrraaddee  AAggrreeeemmeenntt                                                                                                                                                                                                              
Guests: Prof.Yasukhei Taniguchi (Tokyo University) Prof.Yasukhei Taniguchi 
(Kyoto University)      Co Host: National Legal Institute of Mongolia 

2015 
•SSeemmiinnaarr  oonn  HHuummaann  RRiigghhttss  AApppprrooccaacchh  ttoo  SSaavvee  tthhee  NNaattuurraall  EEnniivviirroonnmmeenntt                                                                              
Guests: Prof.Diana Shelton (Jorj Washington University)                                                                          
Co Host: National Legal Institute of Mongolia 

2016 

•SSeemmiinnaarr  oonn  HHuummaann  RRiigghhttss  DDeevveellooppmmeenntt::  RRoollee  ooff  KKoorreeaann  CCoonnssttiittuuttiioonnaall  CCoouurrtt                                                      
Guest: Prof.Kyong Wahn Ahn (Seoul National University)                                                                          
Co Host: Judicial General Council of Mongolia, Human Rights Commission of 
Mongolia, Open Society Forum. 

2017 

•IInntteerrnnaattiioonnaall  SSyymmppoossiiuumm  oonn  IInntteerraaccttiioonn  BBeettwweeeenn  CCoouurrtt  aanndd  AArrbbiittrraattiioonn                                                                    
Guests: Prof.Yasukhei Taniguchi, Prof. Philip Jimenez                                                                            
Co Host: Judicial General Council of Mongolia, National and International 
Arbitration of Mongolia, Graduate University of Mongolia 

2018 

•IInntteerrnnaattiioonnaall  SSyymmppoossiiuumm  oonn  FFrreeeeddoomm  ooff  SSppeeeecchh  oonn  tthhee  ooccccaassiioonn  ooff  tthhee  7700  tthh  
aannnniivveerrssaarryy  ooff  tthhee  UUnniivveerrssaall  DDeeccllaarraattiioonn  ooff  HHuummaann  RRiigghhttss)) 
•Guests: Philip Jimenez (Santa Clara University); Yasuhei Taniguchi(Kyoto 
University); Kyong Whan Ahn(Seoul National University/SNU);Etsuo 
Doi(Foley&Lardner LLP); Sang Jo Jong(SNU)  
•Co Host: HR Commission of Mongolia; Mongolian Bar Association; Globe 
Intenational Centre;  
•SSeemmiinnaarr  oonn  IImmmmiiggrraannttss''  RRiigghhttss  
• Guest: Mr.Marcus Kozin (Immigrants' Rights Specialist USA, Japan) 
•Co-host: Mongolia Immigration Agency, Graduate University of Mongollia 

2019 

•EEccoo  WWoommeenn  NNaattiioonnaall  SSuummmmiitt  22001199                                                                                                                                                                                                                      
Co Host: In cooperation with 4 local NGOs                                                                                
IInntteerrnnaattiioonnaall  SSyymmppoossiiuumm  oonn  WWaatteerr  RRiigghhttss--HHuummaann  RRiigghhttss                                                                                                                            
Guests: Environmentalists, human rights activists and artisits from 8 countries                                                                                              
Co Host: Human Rights Commission of Mongolia   

2020 

•""SSaavvee  KKhhuuvvssgguull""  MMuullttii  LLaatteerraall  DDiissccuussssiioonn..                                                                                                                                                                                                  
Co Host: Khuvsgul Dalai Eej Society, Khatgal Community Association in 
Ulaanbaatar                 Guests: ADB, NUM professors, Tourism and Environmental 
issue related specialists and NGOs    

2021 

•Eccoo  WWoommeenn  NNaattiioonnaall  SSuummmmiitt  22002211                                                                                                                                                                                                                          
Co-Host: National Gender Committee                                                                                                   
Guests: 8 Guest speakers who are young eco- influencers and online platform 
participants 
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団体名 ボランティア開発センター 

設立年 2009年 

住所 ウランバートル市スフバートル区第 8 ホロー、ハブイノベーションセンター2 階 

電話番号 976-99019645, 976-70117085 

E-mail vdcenter.ngo@gmail.com; byambabat@vdc.org.mn  

URL/Facebook https://www.facebook.com/VolunteerDevelopmentCenter  

代表者名 M.ビャンババト 

活動内容 若者のボランティア参加を支援し、社会の発展に貢献するのが目的です。 

主な活動内容； 

- ボランティア育成 
- 社会に効果的なボランティア活動を主催する 
- 社会にボランティア活動を広報・紹介する 
- 社会向け活動を行っている団体とボランティアメンバーを結びつける 
- 旅行しながらボランティア活動を行うプログラムを実施する 
- ボランティアの交流事業開催 

日本・各国との協力状況  

JICA との協力状況  
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団体名 心理学国家センター 

設立年 2010年 

住所 ウランバートル市スフバートル区第 1 ホロー、ビジネスプラザ 5階 505号室 

電話番号 976-77324233 

E-mail psychology.npc@gmail.com  

URL/Facebook https://www.facebook.com/NationalPsychologyCenter 

設立者名 B.ウーガンツェツェグ 

活動内容  心理学国家センターは心理科学を発展させ、啓発し、日常生活で普及させるなど

の目的で活動を継続的に行っている専門団体の 1 つです。同センターは理論と実践

を組み合わせ、個人、子ども、家族、団体に心理学的サービスを行っています。心

理学的な個別及びグループのカウンセリング、心理学セミナー、啓発活動を行って

います。 

 社会の心理学教育向けに心理学の書籍、専門家向けの手引きを作成し、届けてい

ます。 

日本・各国との協力状況  World vison、Good neighbors、カリタス・モンゴル NGO、ドイツの協力協会 GIZ

と協力しています。心理学カウンセリング、心理学セミナー、プログラムを共同実

施しています。 

JICA との協力状況  JICA とセーブ・ザ・チルドレン・ジャパンが共同実施している「モンゴルにおけ

る子どもの権利・保護法成立後の要保護児童支援制度定着化支援事業」の「ポジテ

ィブ・ディシプリン」セミナー共同実施団体 
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Good neighbors国際機関と共同で顧問専門家らが「カウンセリング能力」セミナーに参加し、証明書を授与しま

した。（2017年ウランバートル市にて） 
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思春期の子どもたちの心理学教育を向上させることを重要視しています。 
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団体名 ウブディス心理学センター 

設立年 2003年 

住所 ウランバートル市ハンウール区第 1ホロー、15番棟 4号室 

電話番号 976-95863958 

E-mail uvdiscenter@gmail.com 

URL/Facebook Ariunaa Uvdis 

代表者名 I.アリウナー 

活動内容 目目的的；；国民と障害者に心理学的総合サービスを行うことで、彼らの生活の質を向

上させることが目的です。 

活活動動内内容容；； 

1. 心理学的サービス、メンタルケア、精神診断を行う 

2. 就労支援 

3. 社会の多様な課題について研修セミナーを開催する 

    a.心理学教育 

    b.保健教育 

    c.音楽教育 

  d.ビジネス実業家教育 等 

4. 支援グループ活動 

  当センターは設立以来、モンゴル国保健省、自然保護省、世界保健機関、労働福

祉サービス局、Oyu-Tolgoi社、世界自然保護基金等の機関と提携し、活動してきま

した。 

日本・各国との協力状況  
JICA との協力状況  
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団体名 イウェール・ツォグツ開発センター 

設立年 2014年 

住所 ウランバートル市ソンギノハイルハン区第 31ホロー、ハイルハン 5 

電話番号 976-89985394, 976-99777261 

E-mail dmdora_7@yahoo.com 

URL/Facebook Holistic Blessing Development NGO 

代表者名  
活動内容 1．個人開発セミナー 

2．心理学的カウンセリング、セミナー開催 

3．調査、研修プログラム作成 

4．案件プログラムの実施 

5．子ども、思春期世代、保護者向け研修プログラム開催 

6．障害者会員の介護者向け研修プログラム、カウンセリング 

日本・各国との協力状況  
JICA との協力状況  
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団体名 モンゴル家族の幸せ協会 

設立年 1994年 

住所 ウランバートル市チンゲルテイ区第 3 ホロー、ピースタワー909号 

電話番号 976-70183514 

E-mail info@mfwa.mn 

URL/Facebook www.mfwa.mn.   
https://www.facebook.com/mfwa.mn 

代表者名 B.ムンフツェツェグ 

活動内容  モンゴル家族の幸せ協会は 1994 年に設立され、県、郡に全 15 の支部、思春

期世代向けの 10のセンター、婦人科病院、ボランティアメンバー、若者たちを

通じて、人々に性・生殖保健、権利についての教育と情報を与え、支援サービ

スを行う活動を行っている非営利、非宗教的、非政治的、非政府組織です。 

活動の基本方針: 
1, 性と権利についての教育を行い、支援サービスを行うとともに政策、法的支援環

境を整える 

2, 思春期世代に性権利についての情報を与え、知識、能力を習得させる 

3, 性について質の良い、総合的援助サービスを行う 

4, ボランティア、メンバー、支援者による有能な人材を有し、責任ある団体 

日本・各国との協力状況 1,国際家族計画連合（IPPF）加盟団体 

2, 日本の協力機構（JOICFP）から自転車の寄付をいただき、地方、遠隔地の人々

及び低所得者層の人々に供与しました。 

3, ハンガリー、カザフスタンの家族計画協会、タイの人口開発協会、国際避妊

基金などの機関と協力契約を締結し、活動しています。 

JICA との協力状況  共同実施したプロジェクトはありませんが、2010 年以前に協会の 4 名の職員が

JICAを通じて日本での課題別研修に参加しました。 
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団体名 モンゴル放射線医学協会 

設立年 1995年 

住所 私書箱 34、支局 48、ウランバートル市 13374、モンゴル国 

電話番号 976-99063486 

E-mail mongolia.radiology@gmail.com  

URL/Facebook https://www.facebook.com/The-Mongolian-Society-of-Radiology-100715675687736  

代表者名 D.ゴンチグスレン 

活動内容 モンゴル放射線医学協会は 21 の支部、約 500 名の会員で活動を行っています。

放射線技師専門試験及び研修医の卒後試験を自立的に行い、技師に専門性を与え、

向上させるすべての研修に当協会の教授が参加しています。私たちの分野は、モン

ゴル放射線技師協会の活動を広め、画像診断設備の数、供給が増えていることに関

連し、放射線技師の需要、知識教育の向上が不可欠になっています。 

活活動動分分野野:  
 画像診断の研修、研究 
 モンゴル放射線医学雑誌 
 会員の発達 
 卒後研修 
 国際協会と共同研修、協議会 

日本・各国との協力状況  次の団体と研修、共同協議、共同調査を行っています。 

 Asian Oceanian Society of Radiology 

 Japanese Society of Radiology 

 Korean Society of Radiology  

 Radiology Across Borders  
JICA との協力状況  

 

 
コロナ画像診断オンラインセミナー講師陣 
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モンゴル画像診断医国家フォーラム 

 

 
韓国・モンゴル放射線医学協会共同会議 
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団体名 モンゴル栄養士協会 

設立年 2007年 

住所 ウランバートル市スフバートル区第 8 ホロー、GBセンター201号室 

電話番号 976-99123635, 976-99844021 

E-mail rem145e@must.edu.mn 

URL/Facebook https://www.facebook.com/MongolianNutritionSociety 
https://www.facebook.com/groups/1963398450647759 

代表者名 G.エンフタイワン 

活動内容 同協会は、栄養学分野で活動している専門的 NGO で、人々の健康のもとである食

事、栄養状態、食品供給、安全性について専門性を活かし、助言、援助、政策支援、

協力などを行い、研修、学術研究、情報提供やカウンセリングなどを行い、国内外

の関係を発展させるために、会員の活動と積極的提案を支援しています。  

栄養学分野の様々な活動を実施していて、主に幼稚園と学校の子どもたちの食事

の質と栄養を改善し、人材能力強化を行っています。モンゴルで義務教育学校の調

理サービスについての法律を提唱し、承認のために活動しています。 

日本・各国との協力状況 世界栄養科学連盟（IUNS）、アジア委員会の加盟団体です。 

The Japanese Society of Nutrition and Dietetics、 British Nutrition Society、 

Chinese Nutrition Society、Korean Nutrition Societyと MOUを締結しました。 

IUNS、FANS 専門の協力機関の活動を支援し、4 年ごとに大会議及びその他会議、

協議会に継続的に参加しています。 

JICA との協力状況 モンゴル学校給食導入プロジェクト 

 

KNS and MNS the ceremony of 
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Prof G.Enkhtaivan and Prof Philip Calder, 
President of British Nutrition Society, 
2017 
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President of British Nutrition Society, 
2017 
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団体名 モンゴル神経学協会 

設立年 2014年 

住所 ウランバートル市教育大学交差点 UBH center3階 315 号室 

電話番号 976-99233332 

E-mail info@mongolianneurology.org 

URL/Facebook https://www.facebook.com/mongolianneurology/ 

代表者名 P.ソヨルマー 

活動内容 モンゴル神経学協会は、モンゴルの神経科医、教師、研究者らをまとめ、彼らの

知識能力、協力を強化するために、研修、研究活動を主催しています。約 300 名の

神経科医を含む会員で構成されています。 

私たちの目的：モンゴルの精神科医の知識、能力をひとつにし、国内外の医者との

関係、協力を発展させるために、精神病支援サービスを改善し、モンゴルの保健分

野の発展に貢献することを目的にしています。 

協会の基本活動方針： 

研修： 

 四半期ごとの研修 
 毎月行われる協議会 
 毎年 INFO神経学国際会議 
 若い精神研究者向けの夏期・冬季集中講座 

プロジェクト： 

 トレーナー育成研修 
 支援サービスの改善 
 神経学専門学位授与試験 

出版： 

 神経学モンゴル雑誌 
 ハンドブック 

社会向けイベント 

 国際てんかんの日 
 世界脳内出血と闘う日 

国内活動： 

 選挙、会員会議 
 シニア専門医表敬 
 ウェブサイトなどオンラインによる情報提供 

国際交流： 

 共同学術研究、臨床研修 
 経験共有視察 
 若者の実習、研修 
 患者の共同診察 

日本・各国との協力状況  愛媛大学睡眠健康センター 
 ドイツの神経学協会 
 韓国の神経学協会 
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 パーキンソン病、運動病理国際協会 
JICA との協力状況  
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団体名 モンゴルアートセラピー専門協会 

設立年 2017 年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区第 6ホロー、第 13地区 A-405 

電話番号 976-99122858 
E-mail bereearttherapy@gmail.com 
URL/Facebook https://www.facebook.com/Mongolian-Professional-Art-Therapy-Association-

458008187934323  
http://arttherapy.mn/language/en/ 

代表者名 B.ベルツェツェグ 

活動内容 私たちの目的は、アートセラピー、芸術的心理療法サービスを国際専門ス

タンダード、道理規範を固守し、全国的に普及させることです。 

アートセラピー研修、オンラインミーティングイベント、プロジェクトプ

ログラム、アートセラピー専門管理を提供します。私たちは個人、家族、団

体向けに活動を行っています。 

 実施しているプロジェクト、プログラム； 

 地方、都市、区、地区の子ども保護専門家、ソーシャルワーカー、心

理学者、法的監視機関、子どもの発達、保護分野で活動している政府

及び非政府機関の職員に「アートセラピー研修」 
 思春期世代や児童虐待・育児放棄に遭った子どもたちの恐怖、脅威を

取り除き、自分に自信を持たせ、乗り越える力をつけさせる「お助け

モンゴル犬」アートセラピープログラム。 
 いじめ、暴力の防止、予防、保護、対応サービスを行う「お助けモン

ゴル犬」アートセラピープロジェクト。プロジェクトで「同年代のト

レーナー」育成、子ども同士で啓発する機会を与えます。また、子ど

も、両親、教師がひとつの理解であるための研修を開催します。 
 カウンセリングチーム、新型コロナウイルスビデオ動画、プロジェク

ト、家族、団体、仲間にアドバイスを行います。 
 ポジティブ・ディシプリン研修を教師、両親に芸術に基づいた方法を

使い開催しています。 
日本・各国との協力状況 アートセラピー、芸術を通じた心理療法を行うアートセラピーを発展させ

るために、外国のアートセラピストと協力しています。 

JICA との協力状況  
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女の子「一人で寝るのは怖いよう、泣いちゃうよ」 

お助けモンゴル犬「じゃ、一緒に遊ぼう」 

 

 

女の子「わたしの一番いい友達だね。歯を磨いて、本を読んで、一緒に寝ようね」 
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団体名 モンゴル麻酔科医協会 

設立年 2002 年 

住所 ウランバートル市チンゲルテイ区第 4ホロー、バガトイロー、ゾースゴヨル・

ビル 306号室 

電話番号 976-88081072 
E-mail khurelochirt@gmail.com 
URL/Facebook Mongolian Anaesthesia Group  
代表者名  
活動内容  

モンゴルの麻酔科医の権利を保護するボランティアの非政府組織で、専門

分野で研修を開催し、専門性を向上させる活動を行っています。 

 
日本・各国との協力状況  

世界麻酔科医協会加盟 

 
JICA との協力状況  
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団体名 オルビス国際機関モンゴル支部 

設立年 2021 年 

住所 ウランバートル市スフバートル区第 3ホロー、トゥグルドゥルオフィス 4階 

電話番号 976-99186985 
E-mail Chimgee.chuluunkhuu@orbis.org 
URL/Facebook  
代表者名 Ch.チムゲー 

活動内容  
保健機関と共同で、子どもと成人の眼科支援サービス改善プロジェクトを実

施しています。プロジェクトで医師、医療専門家の研修、病院へ設備提供、眼

科支援サービス制度を改善する活動を行っています。 

 
日本・各国との協力状況 オルビスの本部はアメリカのニューヨークにあり、オルビス国際機関のプロ

ジェクト実施諸国と協力しています。 

JICA との協力状況  
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団体名 モンゴル看護師協会 

設立年 1996年 

住所 ウランバートル市バヤンズルフ区平和大通り 49 

電話番号 976-99263317, 976-95221001,976- 91910830 

E-mail Nyamsuranmna@gmail.com   urnaa0830mna@yahoo.com 

URL/Facebook Монголын Сувилагчдын Нийгэмлэг  

代表者名 D.ニャムスレン 

活動内容 モンゴル看護師協会は、72の支部、約 9,500名の会員がひとつになり、会員の一

般的権益を保護し、看護師の知識、教育、能力を向上させ、学術研究活動、創造的

活動を支援し、社会の健康を発展させる目的で、活動を行っています。 

2000 年 5月 26日に初フォーラムで「看護師の宣誓」、「看護師が尊重する道理」

を承認し発表しました。2001 年にスウェーデンに本部がある国際看護師協会に

正式に加盟しました。 

- 全国的に 4年ごとに会議、フォーラム、会合を開催しています。 

-フォーラムを 2年ごとに開催し、活動を明確にしています。 

-国際看護師協会の呼びかけで、毎年 5月 12日の国際看護師の日に、看護師の声

を政府に届け、創造的活動を支援し、看護師を表彰しています。 

-毎年、国際看護学術研究会議を国内外の機関と共同開催しています。 

-保健省、保健開発センター、JICA 及びその他国内外の関係機関と共同で、15

のテーマで看護師の短期・長期研修を講義室、職場、遠隔、オンライン形式で

開催しています。 

-韓国、日本、ドイツ、中国、ロシア、台湾などの国々と、経験共有のために看

護師の知識専門を高めています。 

日本・各国との協力状況 「新人看護師」ハンドブックを出版し、35の団体と看護師らに、全 10回 800

名を対象に研修セミナーを開催しました。 

「高齢者介護」テーマで家庭保健センターを対象に医師、看護師研修を 100

名に行いました。 

「新人看護師研修」全 5回の研修に 500名を対象に開催しました。 

「母子応急処置サービス」研修を地方で開催しました。 
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JICA との協力状況 JICA 帰国研修員同窓会の支援のもと、「手の衛生」ハンドブックを出版し、80

の保健機関に配布し、研修を開催しました。 

「新人看護師」ハンドブックを作成し、地区病院に配布し、研修を開催しまし

た。 

「新型コロナウイルス監視と予防」書籍を地方、地区、中央病院に配布し、

全 8 回の研修を開催しました。 

 「新型コロナウイルスの監視と予防」11のテーマのビデオ動画を作成しまし

た。 更に現在は「医師及び看護師の卒後研修能力強化プロジェクト」と協力し、

看護師の研修強化に取り組んでいます。                  

       
 

 
「国際看護師の日」に「労働権利」のテーマで 1000名の看護師フォーラム 

JICA との協力状況 JICA 帰国研修員同窓会の支援のもと、「手の衛生」ハンドブックを出版し、80

の保健機関に配布し、研修を開催しました。 

「新人看護師」ハンドブックを作成し、地区病院に配布し、研修を開催しまし

た。 

「新型コロナウイルス監視と予防」書籍を地方、地区、中央病院に配布し、

全 8 回の研修を開催しました。 

 「新型コロナウイルスの監視と予防」11 のテーマのビデオ動画を作成しまし

た。 更に現在は「医師及び看護師の卒後研修能力強化プロジェクト」と協力し、

看護師の研修強化に取り組んでいます。                  

       
 

 
「国際看護師の日」に「労働権利」のテーマで 1000名の看護師フォーラム 
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モンゴル初の看護専門協会設立 20周年記念行事 

 

                         
 JICA モンゴル事務所の佐藤睦元所長による 

「看護師分野で実施しているプロジェクトの必要性、効果、今後の活動」セミナー 
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216

 
団体名 モンゴル助産師協会 

設立年 2006 年 

住所 首都フレー産院内 

電話番号 976-99165858 
E-mail mongolianmidwivesassociation@gmail.com 

davaasurenserdamba888@gmail.com  
URL/Fаcebook Монголын эх баригчдын нийгэмлэг 
代表者名 S.ダワースレン 

活動内容 モンゴル助産師協会は、助産師の知識、専門能力を向上させ、専門学位を取

得し、学術研究活動を広めるのに、専門的管理方法を提供し、助産師の権益を

守り、助産技術の質と普及を改善し、家族計画、社会保障を発展させ、助産師

の活動を活性化させるのに貢献する目的で活動している NGO です。 
モンゴル助産師協会は 21 の県、360 の郡、ウランバートル市の 9つの地区で

助産師の代表、約 1,000名の会員がいる独立した NGO です。モンゴルで全 1067

名の助産師が働いていて、39.6％が郡の保健センター、郡内の病院、24.4％が

総合病院、地区の保健センター、産院、15.3％が問い合わせセンターで助産サ

ービスを行っています。 
日本・各国との協力状況  2010 年に国際助産師協会の正式な加盟国になり、協力関係にあります。 

 
  日本看護師協会と 2014 年に提携を結び、2015年に Twinning プロジェク

トを開始し、モンゴルの助産分野が直面している問題の 1 つである妊婦の

肥満、巨大胎児の問題を注視し、「モンゴルにおける妊婦の肥満の現状」

調査を 2017、2018 年に全国規模で行いました。 

日本助産師会の幹部、九州大学の博士、教授らと共同で上記研究の成果を

紹介し、「妊娠期の肥満予防における助産師の介入」テーマで研修、協議

会を 3年連続で開催しました。 

このプロジェクトの一環で「妊娠期肥満予防」ハンドブック、パンフレッ

トを作成・出版し、保健機関に配布しました。また携帯電話の「Happy Baby、

Healthy Mom」アプリケーションを開発しました。 
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 2016～2018 年にフランスのサンテシュード NGOと「助産師の能力強化」プ

ロジェクトで協力しました。 
 2019年に国際ロータリー基金、日本の宜野湾ロータリー、横浜ロータリー、

モンゴルのトール・ロータリークラブ、日本助産師協会と共同で「Happy 

birth & Happy baby」プロジェクトを実施し、「赤ちゃんの心臓、肺の蘇

生処置」のトレーナー育成、助産師らの職場実習研修を開催しました。プ

ロジェクトで全 110名のトレーナー、重複数字で全 1450名の助産師が「赤

ちゃんの心臓、肺の蘇生処置」技能取得研修に参加しました。 

      

  

 



218

 2020～2021 年に日本の東京助産師会と共同で、コロナ禍における日本・モ

ンゴルの「新しい生活を迎える文化」を支援し、助産師の産科サービスと

専門教育を向上させるために、共同プロジェクトを実施しています。この

プロジェクトの目的は、モンゴル助産師協会と日本助産師会の協力を通じ

て、モンゴル・日本の助産支援サービスの現状を盛り込んだビデオ動画を

作成し、ビデオ動画に基づいたオンライン協議を行い、両国の文化の違い

を相互理解すること、助産支援サービスの質を高め、助産師と助産師専門

で学んでいる学生たちの教育に貢献することです。 

       

      
JICA との協力状況 同協会は 2022 年から JICA の「医師と看護師の卒後研修強化プロジェクト」

で協力することが決まっており、2021 年 12月 16日に「助産師の私たちに直面

している問題、助産師の未来を見る」テーマで協議会を開催しました。 
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団体名 レインボーチルドレン 

設立年 2021 年 

住所 ウランバートル市スフバートル区第 1ホロー、太陽通り 60－84 

電話番号 976-99010190 
E-mail Info@rainbow-children.mn  
URL/Facebook www.rainbow-children.mn   

https://www.facebook.com/MongolianMaternityMark   
代表者名 M.バヤルジャルガル 

活動内容 レインボーチルドレンの基本目的は、母と子どもの健康促進と、母と子ど

もに優しい環境づくりに貢献することです。 

活動内容； 

1. マタニティマークモンゴル版を普及させるために、情報、広報活動

を行う。 

2. 妊産婦と思春期の子どもたちのメンタルケアを目的とした心理カウ

ンセリング、相談活動。 

日本・各国との協力状況 International Community Club  
www.icc-npo.com  

JICA との協力状況  
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第第 55章章  関関連連機機関関連連絡絡先先  

 

モモンンゴゴルル国国家家登登録録局局  

住所：ウランバートル市スフバートル区第 11ホロー警察ストリート 

電話：976―1800―1890 

E-mail：contact@burtgel.gov.mn 

就業時間：月～金 8：30～17：30（昼休み 12：30～13：30） 

 

大大蔵蔵省省  

住所：ウランバートル 15160、S.Danzanストリート政府第 2棟 

電話：51-267468 

FAX： 51-267468 

 

法法務務・・内内務務省省  

住所：ウランバートル市チンゲルテイ区 B.Shirendevストリート 8/4政府第 5棟 

電話：976-51-267533 

FAX：976-51-267533 

E-mail：info@mojha.gov.mn 

 

外外務務省省  

住所：ウランバートル 14210、平和大通り 7A 

電話：976-70082222 

FAX：976-11-322127 

E-mail： info@mfa.gov.mn 

 

外外国国人人管管理理局局  

住所：ウランバートル市ハンウール区第 21ホローボヤントオハー 

電話：976-1800-1882 

FAX：976-7013-3458 

E-mail：visasection@immigration.gov.mn 

HP：immigration.gov.mn 

 

在在モモンンゴゴルル日日本本国国大大使使館館  

私書箱：Embassy of Japan in Mongolia 

        Elchingiin gudamj10,Ulaanbaatar14210 

        Central P.O.Box1011 
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第第 55章章  関関連連機機関関連連絡絡先先  
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住所：ウランバートル 14210、平和大通り 7A 
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FAX：976-7013-3458 

E-mail：visasection@immigration.gov.mn 

HP：immigration.gov.mn 

 

在在モモンンゴゴルル日日本本国国大大使使館館  

私書箱：Embassy of Japan in Mongolia 

        Elchingiin gudamj10,Ulaanbaatar14210 

        Central P.O.Box1011 

電話：976-11-320777 

E-mail：protcol-section@ul.mofa.go.jp 

 

JJIICCAAモモンンゴゴルル事事務務所所  

住所：ウランバートル市スフバートル区 3ボディタワー7階 

私書箱：Central P.O.Box682,Ulaanbaatar15160,MONGOLIA 

電話：976-11-312393,311329 

FAX：976-11-310845 

E-mail：mg_oso_rep@jica.go.jp 

Web:www,jica.go.jp/Mongolia/index.html 

FB:JICA Mongolia 

YouTube:JICA Mongolia-YouTube 

 

在在日日モモンンゴゴルル国国大大使使館館  

住所：〒150-0047 東京都渋谷区神山町 21-4 

電話：03-3469-2088 

FAX：03-3469-2216 

E-mail：tokyo@mfa.gov.mn 
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第第 66章章  モモンンゴゴルルににおおけけるる草草のの根根技技術術協協力力案案件件一一覧覧  

 

モンゴル国における草の根技術協力事業実績（2022年 2月時点） 

草の根協力支援型 

No 実施期間 案件名 実施団体 

1 2022年 3月～2025年 3月 二つのモデル公立学校を対象にした

学校歯科検診の仕組みプロジェクト 

特定非営利活動法

人健康都市活動支

援機構 

2 2021年 5月～2023年 2月 モンゴルにおける牧草飼料生産にか

かる農作業請負組織化促進事業 

十勝農業機械協議

会 

3 2018年 7月～2020年 12月 モンゴル国における妊婦健康管理に

関する指導能力及び助産技術強化プ

ロジェクト 

医療法人葵鐘会 

4 2017年 10月～2019年 5月 モンゴル国乳幼児のむし歯予防 徳島モンゴル医療

交流協会 

5 2016年 9月～2019年 8月 モンゴル障害児療育・教育支援及び療

育関係者の育成事業 

特定非営利活動法

人ニンジン 

6 2015年 8月～2018年 8月 モンゴル国ダルハンオール県におけ

る生活習慣病に対する保健・医療改善

事業 

社会福祉法人水戸

済生会総合病院 

7 2013年 11月～2015年 9月 モンゴル国寒冷地における建設工事

の安全施工管理技術の向上プロジェ

クト 

一般財団法人北海

道建設技術センタ

ー、一般社団法人

北海道建設業協会 

8 2014年 1月～2016年 3月 先天性股関節脱臼ハイリスク児の育

児指導 

公立大学法人札幌

市立大学 

9 2011年 6月～2014年 5月 ウランバートル市における野菜栽培

によるゲル地区住民の生活改善プロ

ジェクト 

埼玉大学 

10 2011年 6月～2013年 9月 モンゴル国バヤンホンゴル県におけ

る農業自給体制の実現をめざす農業

指導者の育成事業 

特定非営利活動法

人農業塾風のがっ

こう 

11 2009年 10月～2011年 3月 日本伝統治療（柔道整復術）普及事業 社団法人東京柔道

接骨師会 

12 2009年 6月～2012年 3月 モンゴルの羊毛を活用した手編み物

生産に関する技術支援プロジェクト 

仙台いぐね研究会 
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第第 66章章  モモンンゴゴルルににおおけけるる草草のの根根技技術術協協力力案案件件一一覧覧  

 

モンゴル国における草の根技術協力事業実績（2022年 2月時点） 

草の根協力支援型 

No 実施期間 案件名 実施団体 

1 2022年 3月～2025年 3月 二つのモデル公立学校を対象にした

学校歯科検診の仕組みプロジェクト 

特定非営利活動法

人健康都市活動支

援機構 

2 2021年 5月～2023年 2月 モンゴルにおける牧草飼料生産にか

かる農作業請負組織化促進事業 

十勝農業機械協議

会 

3 2018年 7月～2020年 12月 モンゴル国における妊婦健康管理に

関する指導能力及び助産技術強化プ

ロジェクト 

医療法人葵鐘会 

4 2017年 10月～2019年 5月 モンゴル国乳幼児のむし歯予防 徳島モンゴル医療

交流協会 

5 2016年 9月～2019年 8月 モンゴル障害児療育・教育支援及び療

育関係者の育成事業 

特定非営利活動法

人ニンジン 

6 2015年 8月～2018年 8月 モンゴル国ダルハンオール県におけ

る生活習慣病に対する保健・医療改善

事業 

社会福祉法人水戸

済生会総合病院 

7 2013年 11月～2015年 9月 モンゴル国寒冷地における建設工事

の安全施工管理技術の向上プロジェ

クト 

一般財団法人北海

道建設技術センタ

ー、一般社団法人

北海道建設業協会 

8 2014年 1月～2016年 3月 先天性股関節脱臼ハイリスク児の育

児指導 

公立大学法人札幌

市立大学 

9 2011年 6月～2014年 5月 ウランバートル市における野菜栽培

によるゲル地区住民の生活改善プロ

ジェクト 

埼玉大学 

10 2011年 6月～2013年 9月 モンゴル国バヤンホンゴル県におけ

る農業自給体制の実現をめざす農業

指導者の育成事業 

特定非営利活動法

人農業塾風のがっ

こう 

11 2009年 10月～2011年 3月 日本伝統治療（柔道整復術）普及事業 社団法人東京柔道

接骨師会 

12 2009年 6月～2012年 3月 モンゴルの羊毛を活用した手編み物

生産に関する技術支援プロジェクト 

仙台いぐね研究会 

13 2008年 9月～2011年 8月 モンゴル国・バガノール区住民による

植林事業及びエコロジー学習の自立

運営体制の構築 

東アジア環境協働

行動よこはま 

14 2004 年 12 月～2006 年 11

月 

バガヌール区生活環境整備（生活道路

の舗装） 

一般社団法人国際

建設技術協会 

15 2004年 5月 

～2005年 3月 

バガヌール地区振興の為の野菜栽培

と栄養改善事業 

特定非営利活動法

人日本モンゴル農

業交流協会 

16 2003年 10月～2004年 9月 モンゴル国一村一品運動地域活性化

推進事業 

財団法人大分県国

際交流センター 

 

草の根パートナー型 

No 実施期間 案件名 実施団体 

1 2020年 10月 

～2025年 10月 

新ブランド作物（玉ねぎ）による農家

の収入向上―フードバリューチェー

ンの構築― 

一般社団法人滝川

国際交流協会 

2 2019年 3月 

～2021年 12月 

地方での生計維持を目指した養蜂振

興プロジェクト 

公益社団法人国際

農林業協働協会 

3 2018年 9月～2022年 8月 モンゴルにおける子どもの権利・保護

法成立後の要保護児童支援制度定着

化支援事業 

公益社団法人セー

ブ・ザ・チルドレ

ン・ジャパン 

4 2018年 8月～2023年 2月 モンゴルにおける地方小学校教員の

質の向上―地域性に即した ICT を活

用した教材開発を通じて 

国立大学法人東京

工業大学 

5 2017年 10月～2022年 9月 モンゴル・ホブド県における地球環境

変動に伴う大規模自然災害への防災

啓発プロジェクト 

国立大学法人東海

国立大学機構（国

立大学法人名古屋

大学） 

6 2017年 7月～2019年 5月 モンゴル介護人材育成プロジェクト 特定非営利活動法

人ワークフェア 

7 2015年 9月～2019年 8月 思春期からの健康なライフスタイル

構築のための持続可能な仕組みづく

りプロジェクト-性感染症と不適切な

妊娠を予防し、豊かな自己実現をめざ

して- 

学校法人自治医科

大学 

8 2015年 4月～2018年 4月 養蜂振興による所得向上プロジェク 公益社団法人国際
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ト 農林業協働協会 

9 2015年 5月～2018年 4月 モンゴルにおける要保護児童支援制

度の改善および強化支援事業 

公益社団法人セー

ブ・ザ・チルドレ

ン・ジャパン 

10 2012年 3月～2017年 3月 モンゴルにおける地方小学校教員の

質の向上―地域性に即した ICT を活

用した教材開発を通じて 

東京工業大学 

11 2011年 9月～2016年 8月 日本伝統治療（柔道整復術）指導者育

成・普及プロジェクト 

公益社団法人日本

柔道整復師会 

12 2008年 10月～2011年 9月 子どもの権利実現のための暴力のな

い公平な教育環境推進事業 

公益社団法人セー

ブ・ザ・チルドレ

ン・ジャパン 

13 2007年 12月 

～2010年 12月 

2011年 3月～2013年 3月 

雇用機会を創出するための住民参加

型生活道路整備の技術移転事業 

フォローアップ：ゲル地区住民による

生活道路整備事業の自立事業化支援

事業 

社団法人国際建設

技術協会 

14 2008年 1月～2010年 12月 

 

 

2011年 1月～2012年 12月 

ボルガン県ボルガン市第 3 地区にお

ける「母と子のための」地域ぐるみ健

康町づくりプロジェクト 

フォローアップ：ボルガン県ボルガン

市第 3 地区における「母と子のため

の」地域ぐるみ健康町づくりプロジェ

クト 

公益財団法人国際

看護交流協会 

15 2006年 2月～2009年 1月 モンゴル国獣医サービス提供システ

ム再構築プロジェクト 

有限会社アイエム

ジー 

 

地域活性型 

No 実施期間 案件名 実施団体 

1 実施前 路床の凍上性に着目したモンゴル国

ウランバートル市内における生活道

路の質的向上に向けたプロジェクト 

北見国際技術協力

推進会議 

2 2021年 10月 

～2024年 10月 

東ゴビ砂漠における深穴方式による

乾燥寒冷地緑化推進技術協力事業 

特定非営利活動法

人新潟県対外科学

技術交流協会 

3 2021年 10月 モンゴル国ドルノゴビ県の官民連携 静岡県 
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ト 農林業協働協会 

9 2015年 5月～2018年 4月 モンゴルにおける要保護児童支援制

度の改善および強化支援事業 

公益社団法人セー

ブ・ザ・チルドレ

ン・ジャパン 

10 2012年 3月～2017年 3月 モンゴルにおける地方小学校教員の

質の向上―地域性に即した ICT を活

用した教材開発を通じて 

東京工業大学 

11 2011年 9月～2016年 8月 日本伝統治療（柔道整復術）指導者育

成・普及プロジェクト 

公益社団法人日本

柔道整復師会 

12 2008年 10月～2011年 9月 子どもの権利実現のための暴力のな

い公平な教育環境推進事業 

公益社団法人セー

ブ・ザ・チルドレ

ン・ジャパン 

13 2007年 12月 

～2010年 12月 

2011年 3月～2013年 3月 

雇用機会を創出するための住民参加

型生活道路整備の技術移転事業 

フォローアップ：ゲル地区住民による

生活道路整備事業の自立事業化支援

事業 

社団法人国際建設

技術協会 

14 2008年 1月～2010年 12月 

 

 

2011年 1月～2012年 12月 

ボルガン県ボルガン市第 3 地区にお

ける「母と子のための」地域ぐるみ健

康町づくりプロジェクト 

フォローアップ：ボルガン県ボルガン

市第 3 地区における「母と子のため

の」地域ぐるみ健康町づくりプロジェ

クト 

公益財団法人国際

看護交流協会 

15 2006年 2月～2009年 1月 モンゴル国獣医サービス提供システ

ム再構築プロジェクト 

有限会社アイエム

ジー 

 

地域活性型 

No 実施期間 案件名 実施団体 

1 実施前 路床の凍上性に着目したモンゴル国

ウランバートル市内における生活道

路の質的向上に向けたプロジェクト 

北見国際技術協力

推進会議 

2 2021年 10月 

～2024年 10月 

東ゴビ砂漠における深穴方式による

乾燥寒冷地緑化推進技術協力事業 

特定非営利活動法

人新潟県対外科学

技術交流協会 

3 2021年 10月 モンゴル国ドルノゴビ県の官民連携 静岡県 

～2024年 3月 による未処理汚水改善プロジェクト 

4 2018年 6月～2022年 2月 塵肺症および石綿（アスベスト）曝露

による呼吸器疾患の早期診断能力の

向上プロジェクト 

特定非営利活動法

人総合遠隔医療支

援機構 

5 2016年 12月 

～2019年 11月 

北海道滝川市発―地方農民の収入向

上を目指したアグリビジネス振興プ

ロジェクト（高付加価値作物の生産と

新しい農産加工品開発） 

一般社団法人滝川

国際交流協会 

6 2016年 12月 

～2019年 12月 

モンゴル国生活習慣病予防と患者の

セルフケア能力向上のための看護職

人材育成事業 

北見国際技術協力

推進協議会 

7 2016年 1月～2018年 12月 ウランバートル市送配水機能改善協

力事業 

公益社団法人北海

道国際交流・協力

総合センター 

8 2016年 3月～2019年 3月 農産物等の流通改善および土壌改良

による農業者の収益向上事業 

一般社団法人北海

道中小企業家同友

会とかち支部 

9 2015年 11月～2018年 3月 ドルノゴビ県の下水道運営能力向上

プロジェクト 

静岡県 

10 2014年 10月～2017年 3月 寒冷地における道路工事の品質確保

プロジェクト 

旭川市国際交流委

員会 

11 2014年～（終了） 寒冷地における地域医療と保健衛生 北見国際技術協力

推進会議（日赤北

海道看護大学 

12 2014年 12月～2017年 3月 モンゴル国ウランバートル市地区排

水技術協力事業 

（特活）新潟県対

外科学技術交流協

会 

13 2013年 8月～2016年 3月 ウランバートル消防技術支援事業 ウランバートル消

防技術支援事業実

行委員会 

14 2014年 1月～2016年 12月 再生可能エネルギー（地中熱）省エネ

施設園芸による野菜生産技術支援事

業 

空知エコ普及環づ

くり協議会 

15 2014年 2月～2017年 1月 畜産糞尿利用による循環型農業の確

立および環境保全事業 

（株）エコ・エネ

ルギーシステム 

16 2014年 2月～2016年 6月 農産物の安定供給のための貯蔵技術 （一社）北海道中
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改善・普及プロジェクト 小企業家同友会と

かち支部 

17 2013年 9月～2016年 9月 サインシャンド工業団地緑化と自生

種の苗木生産による地域振興協力事

業 

新潟県モンゴル緑

化推進技術協力実

行委員会 

18 2013年 6月～2016年 3月 ウランバートル市植林技術支援事業 蒼いウランバート

ル技術支援実行委

員会 

19 2013年 4月～2016年 3月 ウランバートル市ゲル地区住民に対

する地域保健活動のための看護職人

材育成事業 

北見国際技術協力

推進会議 

20 2011年 6月～2014年 3月 寒冷地における都市開発技術改善事

業 

旭川市国際交流委

員会 

21 2010年 7月～2013年 3月 新潟県・ウランバートル市道路排水計

画技術協力事業 

新潟県モンゴル技

術協力推進実行委

員会 

22 2010年 5月～2013年 2月 モンゴル中央県・中央病院における人

残布の健康管理向上プロジェクト～

妊娠高血圧症候群の「予防」「発見」

「治療」の技術移転～ 

鳥取県 

23 2008年 5月～2008年 11月 牛乳及び乳製品製造技術の普及 南日本酪農協同株

式会社 

24 2007年 4月～2008年 3月 感染症のサーベイランスのための検

査システムと情報の収集解析システ

ムに関する研修 

神奈川県衛生研究

所 

25 2007年 8月～2008年 12月 モンゴル国乾燥地緑化リーダー育成

事業 

NPO モンゴル緑化

日本協会 

26 2006年～（終了） モンゴルの知的資源である新規乳酸

菌の開発技術の普及 

南日本酪農協同株

式会社 

27 2006年 7月～2006年 10月 モンゴル国・バヤンホンゴル県におけ

る地域活性化パイロット事業 

NPO 法人・大分一

村一品国際交流推

進協会 

28 2005年～（終了） 堆肥化施設管理・運営経理指導 鳥取県モンゴル中

央県親善協会 

29 2004年～（終了） 公害対策・環境保全に関する技術研修 福岡県保健環境研

究所 
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改善・普及プロジェクト 小企業家同友会と

かち支部 

17 2013年 9月～2016年 9月 サインシャンド工業団地緑化と自生

種の苗木生産による地域振興協力事

業 

新潟県モンゴル緑

化推進技術協力実

行委員会 

18 2013年 6月～2016年 3月 ウランバートル市植林技術支援事業 蒼いウランバート

ル技術支援実行委

員会 

19 2013年 4月～2016年 3月 ウランバートル市ゲル地区住民に対

する地域保健活動のための看護職人

材育成事業 

北見国際技術協力

推進会議 

20 2011年 6月～2014年 3月 寒冷地における都市開発技術改善事

業 

旭川市国際交流委

員会 

21 2010年 7月～2013年 3月 新潟県・ウランバートル市道路排水計

画技術協力事業 

新潟県モンゴル技

術協力推進実行委

員会 

22 2010年 5月～2013年 2月 モンゴル中央県・中央病院における人

残布の健康管理向上プロジェクト～

妊娠高血圧症候群の「予防」「発見」

「治療」の技術移転～ 

鳥取県 

23 2008年 5月～2008年 11月 牛乳及び乳製品製造技術の普及 南日本酪農協同株

式会社 

24 2007年 4月～2008年 3月 感染症のサーベイランスのための検

査システムと情報の収集解析システ

ムに関する研修 

神奈川県衛生研究

所 

25 2007年 8月～2008年 12月 モンゴル国乾燥地緑化リーダー育成

事業 

NPO モンゴル緑化

日本協会 

26 2006年～（終了） モンゴルの知的資源である新規乳酸

菌の開発技術の普及 

南日本酪農協同株

式会社 

27 2006年 7月～2006年 10月 モンゴル国・バヤンホンゴル県におけ

る地域活性化パイロット事業 

NPO 法人・大分一

村一品国際交流推

進協会 

28 2005年～（終了） 堆肥化施設管理・運営経理指導 鳥取県モンゴル中

央県親善協会 

29 2004年～（終了） 公害対策・環境保全に関する技術研修 福岡県保健環境研

究所 

30 2004年～（終了） モンゴル中央県野菜生産指導及び堆

肥生産技術・流通指導専門家派遣 

鳥取県モンゴル中

央県親善協会 

31 2004年～（終了） 産業の変遷と地域振興 北見国際技術協力

推進会議 

32 2004年～（終了） 寒冷地における地域医療と保健衛生 北見国際技術協力

推進会議 

33 2004年 3月～2005年 1月 内科・産婦人科診断技術 鳥取県 

34 2003年～（終了） 堆肥生産技術および野菜生産技術専

門家派遣 

鳥取県モンゴル中

央県親善協会 

 

 

出典：国別事業一覧【モンゴル】 | 市民参加 | 事業・プロジェクト - JICA 
 


